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　振ふり向くと村が消えていた。

　あ、と。

　自分が小さく声を漏もらしたことにさえ気づかず、少年は瞳ひとみを揺ゆらす。

　今の今まで。

　ここには小さな村があったはずだ。

　祖そ父ふがいて父がいて母がいて弟がいて。いっしょに遊んだ近所の子もいて。

　たきぎを拾って来てちょうだい、という母の声を聞いたのはついさっき。

　ついていく、という弟の声を、自分は何と言って断っただろう。

　祖父が何か言ったような気がしたが、なぜちゃんと聞いていなかったのか。

　気をつけて行って来い、と、父は背せを向けて、狩かりの道具の手入れをしながら。

　家を飛び出し村を駆かけ出て。森へと続くゆるい丘おかを登りはじめ。

　背せ中なかにはいくつもの声。いくつものざわめき。

　それが。

　どん、という衝しよう撃げき一つとともに。

　短い悲鳴だけがあって。

　みんな、消えた。

　振り向いた少年の目前には、静かな静かな、蒼あおい蒼い──

　水の連なり。

　たった今まで村があったはずの場所には、村よりも少し大きい、丸い水の溜たまりがあるばかり。

　揺らぐ水面みなもは陽ひをちらちらと照てり返し。

　独どく特とくのにおいが鼻をつく。

　少年が生まれてはじめてかぐにおい。

　はじめて見るそれの正体を、しかし少年は知っていた。

　海うみ。

　淵海孔アビスゲートと呼ばれる災さい厄やく。

　思い出す。祖父がそんな話をよくしてくれたのを。そのたびに父と母とが嫌いやな顔をしていたのを。

　けれど。

　少年にとってそれは、現実に起こる災わざわいではなく、どこかつくりものじみた、別の世界での物語だった。

　そのはずなのに。

　知らず少年は足を進める。蒼あおい水のほとりへと。

　近づけばきっと、こんな悪い夢みたいな海は消えてなくなって。みんながいるもとの村があるはずで。

　けれど波音のする岸辺にたどりついてさえ、海はやはり海のままで。

　膝ひざを折る。両手をつく。

　岸きし辺べに這はいつくばり、海の中を覗のぞき込こむ。

　そこに村の姿すがたを求めて。そこに家族の姿を捜さがして。

　しかし在あるのはただの、蒼。

　海水の中にはからまりあった大小無数の樹きの幹みきや枝えだが、果てさえ知らぬ深しん淵えんへと続き。

　水みな底ぞこは透すかし見えぬほど深く、深く。

　いくら目をこらしても、水と、水に浸つかった樹の他には何も──

　──いや。

　今。

　何かが動いた。

　深い深い暗い暗い海の奥で。

　それは。

　ゆっくりと。

　ゆっくりと浮かび上がって来る。

　まっすぐに。少年の方を目ざして。

　暗くて透とう明めいな海の中からやって来る。

　それが何なのかを理り解かいして。

　少年は悲鳴を上げた。



    

  
    
      



　悲鳴を上げて目を覚ます。

　そこにあったのは注目と沈ちん黙もく。

　ひづめと車輪の音が響ひびく中、いくつものあきれた視し線せんを送られて。

「あ、いや」

　まだはっきりしない頭のままで、銀色の髪をかき上げ、青年は口走る。

「夢を見た──」

　説明のつもりだった言葉に、起きたのは爆ばく笑しよう。

「夢かよ！」「怖こわい夢見たんでちゅねー」「いやいや。この状じよう況きようで寝ねちまえるってのはある意味大物だよ」

　いくつもの嘲ちよう笑しようと皮肉とは、しかしいまだはっきりしない頭には染しみ込まず、右から左へ流れて消える。

「クラウス。それはフォローになっていないぞ」

　ため息混まじりに自分の名を呼ばれ、青年はふり向いた。

　隣となりで馬車に揺られているのは見知った赤毛の大男。幾いく重えにも纏まとった深しん紅くのマントを重く垂たらし、巌いわおの表情でこちらを見やる。

　夢の残ざん滓しに混乱しているのか、知っているはずの名前が一いつ瞬しゆん思い出せない。

「……ルグナード……」

　しかし思い出せなかったはずの名前は、勝手に口から滑すべり出ていた。

　とたんに頭がはっきりする。

　蒼そう穹きゆうに雲はなく、どこかで鳥が鳴いている。

　ぽつりぽつりと佇たたずむ木々が、所ところ々どころに木こ陰かげを作り。

　吹ふき行く風が心地ここちいい。

　一いつ行こうを乗せた馬車──というか、にわかづくりの座ざ席せきを置いただけの荷車は、山あいの道もなき地を、ごとごとと、車輪の音を響ひびかせ進む。

　のどかな光景といえただろう。

　馬車に乗った、御ぎよ者しや以外の五人が武ぶ装そうなどしていなければ、だが。

　クラウス自身は黒い服の上から、黒くろ革かわの軽けい装そう鎧よろいや籠手や具足を身につけて、かたわらにはひと振りの剣けん。連れのルグナードは、今はマントに隠れて見えないが、二ふりの手て斧おのをぶら提さげている。

　他の三人──この仕事で組むことになった連中も、格かつ好こうはまちまちだが、ある程てい度どの防ぼう具ぐで身を固め、弓やら剣やらの得え物ものをそばに置いていた。

　三人の名前はそれぞれ──なんといったか。クラウスはよく憶おぼえていない。

　どうせ一いつ時ときのつき合いと、さして気にもしなかった。

　どこかの町だか村だかが、近くを荒あらすならず者を退たい治じするのに、流れの傭よう兵へいに金を出す。ごくありふれた話である。

　近くにあるボリアの町で寄せ集められた傭兵五人は、山さん賊ぞく退たい治じを頼たのまれて、アジトへ向かっている途と中ちゆう。

　山賊退治、と言うのは易やすいが、戦いになれば当然、敵てきも味方も命がけ。

　だというのに。

　そんな殺さつ伐ばつとした現げん場ばに向かう馬車の上で、どうやら自分は居い眠ねむりをしてしまったらしい。

　からかわれるのも無理はないが、やはりこのままでは格かつ好こうがつかない。

　ならここは、何か意味ありげなことを言って誤ご魔ま化かすのが吉きち！

　そう判はん断だんしたクラウスは、銀色の髪をかき上げて、青い瞳をやや伏ふせながら、

「……笑うなら笑ってくれてもいい……けどな、ヤバいにおいがする時には、時々こういうふうになるんだよ……」

　わけのわからないセリフに、クラウスのことをよく知らない同どう乗じよう者しやたちはきょとんっ、とするが、勝手知ったるルグナードだけは渋しぶい顔で、

「……確かにお前は、時と所ところ構かまわず居眠りをすることがあるが……」

「居眠りの方に突っ込むなよ叔オ父ジ貴キッ！」

　思惑おもわくをあっさりひっくり返されて、怒いかりか恥はじか、クラウスは顔を朱しゆに染そめ、

「ここはそうじゃなくてっ！　『またあの予感がするのか』とかなんとか言って話を合わせてくれれば格好いい所だろッ！」

　あわてたせいではね上がった声は、当然みんなに丸聞こえ。

　ルグナードはますます渋い顔で、

「その呼び方は人前ではよせと言ったろう。

　あとクラウス……痛いたいぞそのノリは……」

「痛くないって！」

　言い合う二人に、他の傭兵たちは生あたたかい視し線せんを向けて、

「大変だな。子供のお守もりは」

　うち一人、弓矢を抱かかえた無ぶ精しようヒゲがルグナードに言ったのを耳にして、クラウスは髪をかき上げながら、

「子供扱あつかいはやめてもら──」

「無理な背せ伸のびはこの年とし頃ごろ特とく有ゆうの病気だからな。仕方ない」

　セリフを遮さえぎりルグナード。

「病気って言ったッ!?」

　クラウスの悲鳴に笑いが起こり──

「あの、すみませんが、そろそろですので……」

　振り向いた御者の一言に、ゆるんだ空気は瞬しゆん時じに消えた。

　全員が表情を引き締しめると、それぞれの得え物ものを手に取って。

　馬車が停とまる。

「……右の山を越こえた先です」

　雑ぞう木きと雑ざつ草そうに覆おおわれたそこは、小山と呼ぶにも小さすぎるほどの盛もり上がり。歩いて越えるのにさほどの時間は要さないだろう。

　クラウスたち傭兵五人は馬車を降りると、顔を見合わせうなずきあって、山の方へと歩みを進めた。

　木々の間を縫ぬい、しげみを揺ゆらして音を立てぬよう、注意して進み行けば、さほど時間も経たたぬうち、一行は頂ちよう上じようへとたどり着く。

「……見み張はりがいる様子もねえ。連中よっぽど世の中ナメてやがんな」

「でなければ自分たちが悪党だって自覚がないか、だな」

　そばを行く仲間の傭兵ひとりのつぶやきに、クラウスも小さな声で返す。

　平らになった頂上にも草木はあるが、高みからはまわりの様子が見渡せる。一同はあたりに散って、四方に視線を走らせて──

「見つけたぞ。おそらくあれだ」

　ややあって、静かに流れるルグナードの声。

　全員そちらに集まって、視線の先を目で追えば、一つ隣にある山の中、木々のあい間に人ひと影かげ二つ。

　そばにはひらけた場所があり、たき火のあとが三つ四つ。そこから少し離れた場所には暗い横よこ穴あなが斜しや面めんに口を開けていた。

　山さん賊ぞくどもの巣そう窟くつに間違いはないだろう。──が。

「聞いていたより数が多いな」

「数が多い？」

　つぶやくルグナードに、クラウスは眉まゆをひそめた。

　賊の人数は五、六人、と聞かされている。そして、クラウスの目に映うつる相手は──

「……二人しかいないだろ？」

　矛む盾じゆんはないように思えるが。

　だがルグナードは苦い表情で、

「見えているのは、な。

　しかし焚たき火の跡あとは四つ。聞いている通りの人数なら、せいぜい一つか二つでこと足りるはず。

　なら実じつ際さいには、それ以上の人数がいると考えるべきだろう」

「……なるほど」

　言われてみれば納なつ得とくだが、クラウスとしては、そこに気づかなかった自分が負けたみたいでちょっとくやしい。

「けどよ、ならどうする？」

　剣を二本携たずさえた黒くろ髪かみが訊きけば、弓矢持ちの無ぶ精しようヒゲは気楽な調子で、

「なぁに気にすることねえって。行ってちゃっちゃとやっちまおうぜ」

「後ろにいる気まんまんな得物で無責任に煽あおってんじゃねーよ！　相手をナメすぎたら痛い目見るってことぐらいわかってんだろーが！」

　剣を持った禿とく頭とうがそれに文句をつける。

　食い詰つめた傭兵が、野や盗とうのたぐいに身を持ち崩すこともよくある。格かく下したと決めつけてナメてかかれば、場合によっては返り討うち。

　そもそも地の利は向こうにある。罠わなのたぐいが無いとも限らない。

「進むにしても、策さくを練る必要はあるな」

　と、ルグナード。

　クラウスも何か言わなければならないような気がして、あたりをぐるりと見み渡わたして。

　突とつ如じよ。

　ぞわり、と背せ筋すじがおぞけ立つ。

　立ちこめた草木のかおりにかすかに混じる、何かのにおいを感じ取り。

　それが何のにおいだったのか。思い出すよりも早く。



　どんっ。



　腹はらに響ひびいた衝しよう撃げきは、馬車が大きく揺ゆれた時にも少し似ていた。

　甲かん高だかいあれは何かの悲鳴か。それとも生なま木きのきしむ音か。

　いずれにしても、あっけなく。

　賊たちのいた隣の山は丸ごと消え去り、そのかわり──

　連つらなり在あるのは、蒼く深い──水。

　それは、湖にも見えた。

　だが違ちがう。

　ただの湖なら、生なま臭ぐさい潮しおのにおいが大気を汚けがしたりはしない。

　瞬しゆん時じに陥かん没ぼつし、崩くずれて消えた山にかわって現れたのは、疑うたがいようもなく──

「……う……海……だと……？」

　つぶやいた黒髪の声はふるえていて。

「嘘うそだろ……ど、どうするよこれ」

「どうもこうもあるかッ！　とにかくこんな所からはとっとと逃げるんだよ！

　でないと──」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいた黒髪を叱しつ咤たする無ぶ精しようヒゲの言葉にも、やはり恐きよう怖ふの色は濃く。

「でないと、奴らが来るぞ！」

　その一言に、全員が一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし。

「け……けどこれ、礼カ金ネってどうなるんだ？」

「オレたちが山賊を殺やったあとで海が出たってことにすりゃいいだろ！」

　じわりじわりとにじり退さがりながら、それでも金の心配をする黒髪に、やはりにじり退りつつ無精ヒゲがわめく。

「とにかく戻るぞっ！」

　吐はき捨すてると、無精ヒゲはきびすを返して脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。それを機に禿頭と黒髪も遅れじとそのあとに続き──

「クラウス！」

　名を呼ばれ、クラウスはようやく我われに返った。

　吸い付けられるように見ていた青い水面みなもから視し線せんをもぎ離はなし、隣となりに佇たたずむルグナードを見やる。

「行くぞ。これ以上ここにいても無意味だ」

「……けど……奴らが……！」

　言おうとも思わぬうちに漏もれた言葉には、自分でも驚くほどの憎ぞう悪おの色いろが滲にじみ出て。

　胸の鼓こ動どうが速くなる。頭が熱く体が熱く、背せ筋すじと胸むねの奥おく底そこだけが、寒い。

　自分の中で恐怖と怒りがまぜこぜになって、うまく頭が働かない。

「戦うべき時と相あい手てを読み違ちがえるな。今ここで戦やれば、間違いなく無む駄だ死じにだ」

　忠ちゆう告こくに、クラウスは、ぎり、と奥おく歯ばを噛かみしめて。

「……わかってる……わかってるつもりだ……」

「なら、行くぞ」

　ルグナードは深紅のマントをひるがえし──

　だがクラウスの足は動かない。

「行くぞ！」

　ルグナードに、ぐい、と強く後ろから肩かたを引かれ、ようやくクラウスの足は動いた。

　もと来た方へと戻りつつ、クラウスが肩越しに、ちらりと後ろをふり向き見やれば──

　刹せつ那な。

　青い青い水の連なりに、浮かび来る蒼あお黒ぐろい影がいくつも見えたような気がした。



「依頼料カネ出せねえってなぁどういうことだっ!?」

　だんっ！　とテーブルを叩たたいて鳴らし、わめいた無精ヒゲの剣けん幕まくに、しかし年とし老おいた町長はひるむそぶりも見せはせず、

「しかしマドックさん、賊たちは海にまれたのでしょう？」

　落ち着いた物もの腰ごしで言い放つ。

　としは五十か六十か。髪は薄うすく白くなっているが、背せ筋すじはまっすぐ伸のびており、眼には油ゆ断だんのならない光。

　一行は、賊が山ごと海にまれたあと、依い頼らいを受けたボリアの町に引き返し、依頼主の町長宅にそのまま直ちよつ行こう。

　あまりパッとしない応おう接せつ間まで、若じやつ干かんの脚きやく色しよくを含めた事じ情じよう説せつ明めいをしたのだが──

　町長から返ってきたのは、成せい功こう報ほう酬しゆうは払はらえない、との答え。

「だからっ！　オレたちが連中をぶッ殺したあとに海が出たって言ってるだろ！」

　無精ヒゲ──マドックがつばきを飛ばしてわめいても、老人は涼すずしい顔で、

「それにしては帰って来るのが早すぎた、と、ミト──息子からは聞いていますが？」

　言う町長のその後ろ。色あせた壁掛タペストリけのそばに立っているのは、一同を馬車で現場に運んだ御者だった。

　実じつ際さいは賊たちのアジトに着く前に海が出しゆつ現げんし、即そく座ざに引き返したのだ。倒たおしたあとに海が出た、というその嘘うそは、どう考えても時間的に無理がある。

「知るかっ！　オレがやったっつってるんだからやったんだよっ！」

　だが当人は、つじつまが合わないことに気づかないのか、あるいは単にヤケなのか、顔を朱に染そめ吠ほえ立てる。

　対する町長は嫌いや味みなほどに冷静に、

「なるほど。

　ではどのように賊どもを倒たおしたのか、詳くわしくお話し願えますか。

　そもそも、相手を仕し留とめた場合は証あかしとなるものを持ち帰って欲しい、とお願いしておいたはずですが。

　証も無く、倒したあとに海が出た、それを信じて金を払え、とおっしゃられても。

　剣を使ったなら血ち曇ぐもりの跡あともあるでしょうから、それも拝はい見けんさせていただければ」

「……っ！　血のついた刃は物ものが見てえッてんなら──！」

　マドックは腰こしにさした短剣に手を伸ばし──

「やめとけ」

　男の動きを止めたのは、たまらずかけたクラウスの声だった。

「……なんだと……？」

　ぐるぅりっ、と首を回してクラウスを見たマドックの目は血走っていて。

　正直言うとちょっとコワかったりはしたが、クラウスは余よ裕ゆうを装よそおい、銀色の髪をかき上げながら、

「やめとけ、って言ったんだ」

「ジジイの肩持つってぇのかガキ!?」

　吠ほえた言葉に間かん髪はつ入れず、

「お前一人が損そんをする必要もあるまい──ということだろうよ」

　横から口をはさんだのはルグナード。

「……オレだけが損……？　何の話だ!?」

　眉をひそめるマドックに、ルグナードは泰たい然ぜんと腕うでを組んだまま、

「そこの町長どの、見たところ、少々脅おどしたところで金を出してくれるような玉ではないぞ。

　間違って怪け我がでもさせれば、お前がお尋たずね者になる。

　いや、町長どののことだ。手を出されそうになった時点で、この場にいる全員にお前の討とう伐ばつを頼たのむかもしれんな。

　どれほど腕うでに覚えがあるかは知らんが、四対一は楽ではあるまい」

「……っ……！」

　そこまでは考えていなかったのか、さすがにマドックの顔色が変わる。

「仮に全員を返り討うちにできたとしても、お前には何の得にもなるまい。

　だからさ。

　これ以上はどう転んでもお前一人の損、ということだ。

　俺おれとしてはそれで稼かせいでもかまわんのだが、どうもクラウスはそういうのが気に入らんようでな。

　ここは子供の青さに免めんじて引いてやってくれんか」

「子供じゃねえ」

　一応クラウスとしては義ぎ務むとして突つっ込こみを入れておく。

「町長どの」

　ルグナードは、マドックの返事を待たず、町長に向かって、

「しかしまさか、先にいただいた支し度たく金きんまで返せとはおっしゃらんだろうな。

　俺たちもこの依頼の支度にものいりはあったのだし、そちらの依頼のおかげで、もう少しで海にまれるところだったのだからな」

　冗じよう談だんめかした口調で言うのに、町長も苦笑いで、

「……さすがにそこまで申し上げるのは酷こくというものでしょうな」

「ならそういうことで──いいかな？」

　目をやって問いかけたルグナードに、マドックはただ、ケッ、と吐はき捨すててそっぽを向いただけだった。



　がさがさの藁わらのベッドにあおむけで、すすけた天てん井じよう板いたを眺ながめ、

「……納なつ得とくいかねえ……」

　クラウスはぽつりとつぶやいた。

「この部屋のことか？」

　言ってぐるりとあたりを見回すルグナード。

　天井からは、よく見かけるタイプのランプがぶら下がっていた。ナクアの実の薄うす皮かわを張はり合わせた半はん透とう明めいの容よう器きに真水が入れられ、中に漬けられた魔力素マナチツプが、青白い光であたりを照らしている。

　薄うす汚よごれた壁からは古びたにおいがしみ出して、藁に布きれをかぶせただけのベッドとも呼べないベッドの寝心地は、おせじにもいいとは言えない。

　離はなれ、と町長は言っていたが、馬うま小ご屋やか物もの置おき小ご屋やにしか思えない。

　歓かん待たいされているようには思えないが、世間の傭よう兵へいに対する扱あつかいなどというのは、おおむねこんなところだろう。

　他の傭兵三人に用意された部屋も、たぶん似たようなもののはず。

　町長との『お話し合い』が終わったあと。善ぜん意いか単なるご機き嫌げん取りか、クラウスたち傭兵一同に、わりと豪ごう勢せいな夕食がふるまわれ。

　そのあと、町長が用意した、離れという名のこの掘ほっ建たて小屋に案内されたのだが。

　問うルグナードにクラウスは、不満たらたらの表情で、

「部屋のことじゃない。

　町長と話し合ってた時、無精ヒゲが町長にウダウダ言ってただろ」

「無精ヒゲ？　ああ、マドックのことか」

「そんな名前だったか。で、あいつが物ぶつ騒そうなものを抜ぬきそうになった所をオレが止めた」

「止めたな」

　あっさりと言われてクラウスはベッドに身を起こし、

「いや！　『止めたな』じゃなくて！」

「よくわからんが、何が言いたい？」

「だからっ……！」

　説明しかけて、クラウスは口ごもる。

　さすがにソレを口にするのは、いくらなんでも格かつ好こう悪わるすぎる気がして、

「………………なんでもねえよ……」

「そうか。なんでもないか」

　ルグナードは自分のベッドにどっかと座すわって腕うでを組み、

「俺はてっきり、俺が横から口をはさんで言いくるめたんで、お前が自分の見せ場を取られたような気分になって納なつ得とくいかないのかと思ったが」

「わかってるじゃねーか全部ッ！」

　思わずその場に立ち上がる。

　しかしルグナードは苦く笑しようを浮かべて、

「そう怒るな。

　あの場では、もしお前が俺と同じことを言っていたとしても、マドックは矛ほこを収めなかっただろうからな」

「……なんでだよ……」

　相手を言いくるめられた自信はないが、それはさておき聞いてみる。

「あいつはお前を、若いからと軽く見ていたふしがあったからな。お前に言いくるめられれば、むしろ逆ぎやく上じようしていたかもしれん。

　あの場をおさめるには俺が言うしかなかった、ということだ」

　わかるような、わからないような理り屈くつ。

「年上だの年下だの……関係ないだろ。面めん倒どうくせえ」

「関係ないとも。本ほん質しつには、な。

　だが誰が語るかによって、相手が受ける印象は──」

　ルグナードがそこで言葉を止めた理由は、クラウスにもわかった。

　今。

「……声……聞こえたよな」

「うむ」

　言葉を交かわして耳を澄すませば、夜風に混まじって聞こえて来たのは男のがなり声。

　何を言っているのかまでは聞き取れないが、響ひびきの中にただならぬものを含んでいる。

　顔を見合わせうなずき合って、外に飛び出せばすぐわかった。

　声が、母屋おもやから聞こえていることに。

　この声は──町長の息子、ミトのものか。

　とある予感を抱いだきつつ、天より見下ろす月の下、夜風の中を駆かけ抜ぬけて。

　母屋の裏口が小さく開き、ランプの明かりが漏もれている。ドアを引き開け飛び込めば、傭兵のクラウスたちにとってはかぎ慣なれたにおいが鼻をつく。

「おやじっおやじおやじなあおやじっ！」

　声のする方へと向かえば、家族か手伝いの人間か、抱だき合い震ふるえる女が二人。そのそばにドアが開いたままの部屋。

　中には。

　血に染まりもはや動かぬ町長と。

　とりすがってわめく息子、ミトの姿──

　ランプの明かりが照らす下、赤く染まった絨じゆう毯たんは、ぬめつくように照り光り。

　なまあたたかい血のにおい。

「何があった」

　ルグナードの問いに、ミトは、びくんっ、と小さく身をふるわせると、涙なみだと怒りでぎらつく目を向けて、

「くそっ！　あの野や郎ろうがっ……おやじっ……！　あんたらのっ……くそっ……！」

　しかし怒りに混こん乱らんしてか、連なる言葉は説明になっておらず。

「──どうした──！」

　遅れてやって来た傭兵二人、黒髪と禿頭は、部屋の中を覗のぞき込むなり絶ぜつ句くして。

　一体何があったのか。

　いまだ姿を見せない一人のことを考えれば、容よう易いに想そう像ぞうはつくのだが──

「ゆっくり、話してくれ」

　重ねて言うルグナードに、ミトは唇くちびるを震ふるわせながら、

「あっ……！　あんたらのお仲間がっ……！　マドッ……マドックとかいうあいつがっ……親父おやじをっ……親父をっ……！」



    

  
    
      　くぐもった声で、予想通りの言葉を吐き出したのだった──



　部屋には重く苦しい沈ちん黙もく。

　ミトはぐったりとイスに座り込み、完全に放心していた。

　今は町長の部屋ではなくてミトの部屋。

　あのあとルグナードが、混乱するミトを、時には叱咤し時にはなだめ、状況の確かく認にんと諸もろ々もろの簡かん単たんな処しよ理りをして。

　わかったのは──マドックが、おそらく報ほう酬しゆうのことを根に持って、町長を殺したらしいこと。

　金がいくらかと──あと、馬小屋から馬が一頭盗ぬすまれていたこと。

　おそらく馬で町を出たのだろう。聞き込みでもすれば、おおよそどちらの方に逃げたのか見当はつくだろうが、まだそこまで手は回らない。

　遺い体たいには布ぬのをかぶせ、気を落ち着かせるため、ミトの部屋へと場所を移うつして。

「……殺してくれ……」

　重い沈黙を破やぶって漏もれたつぶやきが誰のものかは──言うまでもない。

　ミトは放心の表情のまま、ただ口だけを動かして、

「……マドックの奴を……殺してくれ……親父の……かたきを取ってくれ……頼む……

　金は……出す……だから……」

　答えは──しかし、誰からも無い。

「……頼む……本気で言ってるんだ……」

「本気なら──」

　仕方なく口を開いたのはルグナード。

「役人に届とどけ出て、手続きを踏ふんで賞しよう金きん首くびをかけるのだな。

　冷たい言いように聞こえるかもしれんが、現実問題として、どこへ逃げたかもわからぬ奴を捜さがすのに、俺たち四人ではとうてい手が足りん」

「……じゃあ……じゃあよ……

　そうすりゃあ……親父のかたきは絶ぜつ対たい取れるのかよ……？」

　むろんのこと──

　その問いに答えることのできる者など、誰一人としていなかった──



　そこは、かつて海だった場所。

　ボリアの町をあとにして。次の仕事を探して別の町へと流れる途中。

　あの海を見に行こう、と言い出したのはクラウスだった。

　皆みなの目の前で、賊たちを山ごとみ込んだ、海。

　──ありとあらゆる災厄のうち、一番おぞましいものは何か。

　もしも人々にそう問えば、多くの者は答えるだろう。

　海だ、と。

　一切何の前まえ触ぶれもなく、突とつ如じよ地面が沈しずみ込み、上にあるすべてのものをみ込んで、あとにはただ、青々たる海み水ずをたたえる──海。

　世界の果てにある大海と区別をするため、人々は、それを淵海孔アビスゲートと呼ぶ。

　人が淵海孔アビスゲートを忌いみ嫌うのは、その唐とう突とつさのみが理由ではないのだが、人の住すむ場所にそれが出現するだけでも、十分な惨さん事じとなる。

　水のほとりに佇んで、クラウスはしばし、連なる青を眺ながめやる。

「……こんなもんが出て来なけりゃあ、町長サンも殺されずに済すんだのにな……」

　漏もらしたつぶやきは、自分でもはっきりとわかるくらいにかすれていて。

　町長に同どう情じようしているわけではない。

　憎ぞう悪おが、怒りが、自分の中で渦うず巻まいているのがわかる。

　宗しゆう教きよう家かは言う。淵海孔アビスゲートは遠い昔、神に封ふうじられた邪じや神しんの呪のろいが起こすのだ、と。

　現リ実ア主リ義ス者トは言う。淵海孔アビスゲートは単なる自し然ぜん現げん象しようなのだと。

　どちらが正しいのかはもちろんわからないが、何にしても、人の力でどうこうできるものではない。

　しかしそれでも──

　クラウスは、海を、憎む。

　ここに海が出現したのはつい昨日。

　まわりの木々には、鋭するどい刃は物もので枝えだ葉はを払はらった跡、ぬめる何かが触ふれて乾かわいた跡があちらこちらに見て取れる。

　それは海から現れたものたちが、あたりをうろつき、帰って行ったことの証あかし。

　水辺に寄って見てみれば、水中ではもうすでに、白っぽい枝が網あみのようにびっしりと伸のび、深みへと繋つながる道を塞ふさいでいた。

　時が経てばここも、いつかは完全に浄じよう化かされ、暮くらしの水すい源げんとして使われることになるだろう。

「──クラウス──」

「わかってるって。ただの感かん傷しようだ、って言うんだろ」

　ルグナードの呼びかけに、クラウスはため息いき混まじりできびすを返す。

　そして。

　しばしの時が流れる。



　今日、知り合いを殺した。

　悪いとは思わない。知った顔だが仲間だの友人だのとは呼べないようなクズ野や郎ろうだったし、第一、しかけて来たのは向こうの方からだった。

「……最悪だ畜ちく生しよう……」

　疲つかれた体を引きずって、町の裏うら路ろ地じを行きながら、マドック＝ランバートは我知らず小さな呻うめきを漏もらす。

　貧ひん民みん街がい、とまでは言わないが、下町と呼ぶにはうらぶれすぎた、そんな一いつ角かく。

　まだ夕暮れには間があるが、日当たりは悪く薄うす暗ぐらい。

　多少返り血を浴びてはいるが、もともと汚れたぼろ布ぬののような服。薄うす暗ぐらい中では血だか泥どろ汚よごれだかもわからないだろう。仮に血だとわかったとしても、それで騒さわぎ立てるようなお行ぎよう儀ぎのいい奴は、こんな場所にはおそらくいない。

　実際、あたりに座り込んでいる連中は、瞳にマドックの姿を映しても、眉を動かす気配も無かった。

　とはいっても、とっととこの町を離れた方が賢けん明めいだった。

「……なんっでこんな……くそっ……」

　毒づく言葉を吐きこぼしつつ歩みを進める。かすり傷はいくつか負っていて、そのちょっとした痛みが妙みように気に障さわる。

　もちろんのこと。

　ケチのつきはじめは、あの件だ。

　ひと月ほど前だっただろうか。

　シケた町でシケたジジイからシケた依い頼らいを受け、海のせいでその仕事が流れた。

　シケたジジイは、金は払えない、とか言い出して──一旦は引いてやったものの、やっぱり腹が立ってきて、もう一度ジジイと交こう渉しように行ったのだが、くそ腹の立つもの言いに口こう論ろんになり、気がつくと──

　殺ころしていた。

　何もかもあのジジイのせいだ。あいつがグダグダ言わずにちゃんと金を払っていれば。

　あのジジイ──名前はなんといったか。もう憶おぼえてもいないのだが。

　そのことで自分に賞金首がかかっているのを知ったのは今日だった。

　町の酒さか場ばで、昔、一いつ緒しよに仕事をしたことのある傭や兵つと出会い。

　たいした知り合いでもないのに、なんだか妙に馴れ馴れしくて。おまけに酒までおごってくれて。

　まあいいか、と思っていたら、酒場を出た所でそいつの仲間が一人、待っていて。

　いつの間にか、持っていた弓の弦つるが切られていた。

　知り合いは勝ちほこった余よ裕ゆうしゃくしゃくの顔で、あれやこれやといろんなことをべらべらとしゃべり倒たおし。

　シケたジジイのシケた息ガ子キが、自分の首に賞金をかけたことを知った。

　そこまで聞けば十分だった。

　こっちの得え物ものが弓矢だけだと信じて油ゆ断だんし、マヌケ面をぶら下げていた馬ば鹿かをぶち殺し、もう一人の連れは多少手こずったがぶち殺し。

　とりあえず切り抜けたのはいいのだが──

　それにしても面白くないことになった。

　手て配はいの似に顔がお絵えくらいは出回ってるだろうが、髪かみ型がたや服をちょいと変えて偽ぎ名めいを使えば、そんなものはどうにでもごまかせる。

　ただしそれは、相手が自分を直ちよく接せつ知っている奴でなければ、の話。

　昔、一緒に何かの仕事をしたことのある奴が、小金欲しさに自分を狙ねらって来る──今日起きたようなそんなことは、これからだってあるだろう。

　仮かりに、その全部を返り討うちにできたとしても、町の中で騒さわぎを起こせば、どうやったところで官かん憲けんどもが動きだす。

　どう転んでも面めん倒どう尽づくし。

　最悪、というのはまさにこのことか。

　ともあれ今は、とっととこの町を出るのが先決。夕暮れまでに別の村や町にたどり着くのは無理だろうから野宿になるが、仕方ない。

　弦の切れた弓を未練たらしく左手で抱かかえ、進むマドックの足が──止まった。

　路地の行く手を塞ふさいで佇たたずむは、全身を黒いローブとフードで覆おおった影かげ三つ。

　この季節、あたりは夜になると冷える。防ぼう寒かん着ぎとしてのローブとフードはそう珍めずらしいものでもない。

　現に、道ばたにうずくまっている連中の中にも、うす汚れたローブを纏まとっている者もいた。

　だが。

　自分の前に立ち塞がるということは、当然何かの意図があるのだろう。

　手前の一つはやけに小さい気がするが──まあなんでもいい。

「ジャマだ」

　マドックは言い放つ。

　まさかこんなタイミングで、賞しよう金きん狙ねらいがもうひと組やって来たとは思えないが──

　くく、と手前の影が漏もらしたのは小さな笑い。

「腕うで前まえは見せてもらいました」

　響ひびいたのは、薄うす汚よごれた裏うら路ろ地じにはふさわしくない澄すんだ、若い女の声。

　ということは、マドックが二人を始し末まつするところを見ていたのだろうか。

　官憲や、正せい義ぎ感でマドックを捕とらえに来た物好きのようには見えないが、だからといって油ゆ断だんはできない。

「何言ってんのかわかんねーよ」

　こんなシラ切りが通つう用ようするとも思えないが、ダメでもともと。

　深く下ろしたフードの下、女は朱あかい唇を笑みの形に小さく動かし、

「あら？　ひょっとして私の勘かん違ちがいですか？　腕の立つ人なら是ぜ非ひ護ご衛えいの仕事をお願いしたいと思ったんですけど」

「仕事、だと？」

「ええ。馬車も用意しておりますから、もしお引き受けくださるのなら、今日じゅうに出立しようかとも思っているんですけれど。

　あとこれは、ほんの手付けに」

　女のローブの前がわずかに開き、さし出されたのは黒い手袋。その指先に握にぎられていたのは小さな革かわ袋ぶくろ。

　マドックは警けい戒かいしながら近づくと、左手で、女のさし出した袋をひったくる。

　後ろに下がって距きよ離りを取り、中を覗のぞけば金きん貨かが数すう枚まい。なかなか景気のいい話だ。

　もちろんマドックには、この金を持ってそのまま逃げるという手もある。だがそんなことは相手も考えたはず。

　かかりの悪い釣つりのエサに、これだけの額がくをぽんと出せるなら、少なくとも目的は、マドックの首にかけられた小こ銭ぜになどではないだろう。

　当然何か裏はあるのだろうが、金がもらえて馬車という足ができるのは、今のマドックには大助かり。

　とりあえず。

「……話くらいなら聞いてやってもいいぜ」

「そう。よかった」

　女はゆっくりとマドックの方に歩み寄り、少しだけ距きよ離りを置いて立ち止まると顔を上げた。

　マドックはあやうく口くち笛ぶえを吹くところだった。

　透とおるような白い肌。深い空の色をした瞳。淡あわい金色の前髪。

　マドックの、あまり上品とはいえないボキャブラリ集の中でまっ先に浮かんだのは、上玉、という表ひよう現げんだったが。

　出会いがもう少し違う形だったなら、即そく座ざに暗がりに引ひっ張ぱり込んでいただろう。

「ローウェル、とでも呼んでください」

「オレはマ──」

　マドック、と口走りかけてあやうく思いとどまって。

「……マックス、だ。

　ところで護ご衛えいってよ、どこに行くんだ」

「ええ」

　ローウェルは、マドックにそっと近づいて、

「海を見に」

　満面の笑みでそう囁ささやいた。



　場末の酒場は品のない喧けん噪そうに満ちていた。

　酒とタバコと油のにおい。

　話半分の自じ慢まん話ばなしが大声でまくし立てられて。時とき折おり起きる品のないバカ笑い。

　こういう場所に慣なれない者には、いつ物ぶつ騒そうなことが起きても不思議ではない場所に見えるだろうが、店には店なりの秩ちつ序じよというものがある。空気さえちゃんと読めば、そうそう怖こわがる必要はない。

　実際の話、客の中には、腕うでっ節ぷしが強いようにはとうてい見えない若い女や年寄りもいるが、普通に酒を楽しみ、普通に帰ってゆく。

　そんな店の戸口に近い一角に、二人はいた。

　古びたテーブルの上、二つ置かれたカップの中は酒ではなく水。

　あとは小皿に盛もられたクラッカー。

「不景気な話だ」

　憮ぶ然ぜんとつぶやくルグナードの向かいでは、クラウスが、小さな笑みを浮かべて髪をかき上げ、

「ぼやいたところで何もはじまらないぜ」

「格かつ好こうをつけてもやはり何もはじまらんが、な」

　即そく座ざに返されて、

「……それはそうなんだけどな……」

　作っていた笑みを引きつらせる。

「どっちにしても一緒だったら、せめて格好をつけた方がいいだろ？」

「確かにどちらでも同じか。まあ、好きにしろ」

　小さく二人の腹はらが鳴る。

　目の前にあるクラッカーを頬ほおばれば、ひととき空くう腹ふくはしのげるだろうが、それもこの分量では知れている。

　流れの傭兵などというものは、世間様にごたごたが起きれば仕事も飛び込んで来るが、何もなければ稼かせぎは無い。

　ひと月ほど前、別の町で受けた山賊退治の仕事が流れて。

　そのあと、荷馬車の護衛の仕事が二つばかりあったが──こういった仕事では、飯と寝る場所はついてくるが、かわりにあまりもうけにならない。

　途中で賊に襲おそわれて、撃げき退たいした、ということでもあれば、礼としてそれなりのボーナスが出るのが普ふ通つうだが、結けつ局きよくのところ道どう中ちゆう何なに事ごともなく。薄はく謝しやという言葉が全然謙けん遜そんに聞こえない程度の報ほう酬しゆうをもらったのみ。

　なおかつここ五日ばかりは、そんな護衛の仕事すら見つからず、このフューペルの町へと至いたる。

　うまい話でも転がっていないものかと、傭よう兵へいたちや流れ者──そして、さまざまな話の集まるこういった酒場で、水とクラッカーを眺ながめているわけだが。

　席についてしばしの間。

　他の客たちの話に耳をそばだてて、何かのもうけにつながりそうなことがないかと探さぐっているが、今の所はそれらしい話も聞こえては来ない。

　あちこちの席を回って、場合によっては誰かに酒の一杯ぱいでもおごり、積せつ極きよく的に話を聞き出すことも時には必要だが、それで必ず仕事にありつけるという保ほ証しようはない。

　自分は水を飲んで酔よったフリをして他人に酒をおごり、結局仕事も見つからず、ではあまりにも悲しすぎる。

　そう考えると、積極的に聞き込みをはじめようという気も起きにくい。

　かといって、このまま座って待つだけで、うまい話が転がり込んで来る、などということはまずないだろう。

　あれこれいろいろ考えながら、水とクラッカーを眺めるのにも、二人がそろそろ飽あきて来た頃ころ。

　そばにある店のドアがきしんで開く。

　入って来たのは男が一人。防ぼう寒かん用ようのローブを身につけ、どこか不景気な顔。

　その瞬しゆん間かん。

　クラウスとルグナード、そして男が凍こおりつく。

　男はあわててきびすを返し──

「──マドック！」

　クラウスは思わず男の名を呼び立ち上がる。

　真新しいローブを羽は織おり、無精ひげも剃そられて無くなっていたが間違いない。

　男は二人を目にすると、舌した打うちを残して店を飛び出す。それが何よりの当とう人にん証しよう明めい。

　クラウスもルグナードも、マドックに賞しよう金きん首くびがかかっているのは知っている。決して高こう額がくではなかったが、稼かせぎ口には違いない。

「もうけ話が向こうから飛び込んで来たぜ！」

　クラウスは吠えると、そばに立てかけておいた武器エモノを取り、マドックのあとを追って店を飛び出す。

　後ろでルグナードが何かクラウスの名を呼んでいたが、雑ざつ談だんをしているヒマはない。

　ドアをくぐればそこは夜。

　街灯はあまり見あたらないが、窓からランプの明かりを漏もらしている家も多く、真の闇やみにはまだ遠い。

　くわえて天の月と星とが、駆かけるマドックの後ろ姿を照らし出す。

　その背中を追ってクラウスは地を蹴けった！

　マドックは先の通りを左に曲がる。クラウスがそこにたどり着いた時には、はやその後ろ姿は見えなくなっていた。

　かまわず通りへ駆け込んでゆく。おそらく相手は先の角を曲がったのだろう。ここで見失えば再び見つけるのは難しい。

　分かれ道にたどり着き、左右を見回す。しかしあたりに人影はなく、かわりに後ろから息づかいと足音。ふり向くまでもなくルグナードだとわかって、

「左右どっちかに行ったはずだ！　オレはこっちを──」

「こら」

　ごすっ。と腰こしに軽い蹴けり一つ。つんのめってから振り向いて、

「ジャレてる場合じゃあ──」

　抗こう議ぎの言葉が途中で止まる。

　目の前には、二人分の荷物を抱えたルグナード。そして。

「不用意に目標の名前を呼ぶな。でないと──」

　ルグナードは不ふ機き嫌げんな顔で自分の後ろを指す。

　そこに。

「マドック、って呼んでたよね。さっきの男のこと」

　人なつっこい笑みを浮かべ、立っていたのは知らない女。

　としはクラウスよりやや下に見える。女というよりむしろ少女か。黒髪で、指先から肩まですっぽり覆おおう手袋。

　軽けい装そうの鎧よろいと手にしたゴツい得え物ものから、ご同業だと察しはついた。

　そういえば、さっきの店にいたような。

「それって、きのう隣となり町まちで騒さわぎを起こした賞金首の男でしょ？　追い込むのなら手伝ってあげる。賞金は山分けでいいから」

　手伝ってあげる、と来やがった。

　ルグナードは苦い表情で、

「……でないと、こういうおまけがついて来ることもある」

　究きゆう極きよくの選せん択たく。

　ふざけるな、と言いたいが、口こう論ろんなどしていたら確かく実じつにマドックをとり逃にがす。

　ならば、と首を縦たてに振ふれば、うまくいっても条件をんだことになり、金の半分は持って行かれる。

　クラウスは助言を求めてルグナードに目をやり──

　表ひよう情じようを引きつらせた。

　それは。

　ついひと月前に出会ったのと同じ感覚。

　突とつ如じよ背せ筋すじがおぞけ立つ。

　雑ざつ多たなものの混まじり合う、町のにおいにひそかに忍しのんだ何かのにおいを感じ取り。

　それが何のにおいだったのか。わざわざ思い出すまでもない。

「……これって……！」

　声を漏もらしたのは、しかしクラウスではなく黒髪の少女。

　次の刹せつ那な。

　どん、と。

　世界が一つ、大きく震えた。

　いくつもの。

　きしみと何かの崩くずれる音と──水の音。

　風になまぐさいにおいが混まじる。

　聞こえて来るのは遠い悲鳴。

　もう間違いない。

　恐きよう怖ふと怒いかりと憎にくしみと。暗い情じよう動どうに突つき動かされ、クラウスは、きびすを返して地を駆かける。

　音の、騒さわぎの源みなもとを目ざして。

　その隣となり、視界の隅すみに駆かけ並んだ影は少女のものだった。

　大きな得え物ものをぶら下げている割わりには足が速い。

　どうやらクラウスと同じ所を目指すつもりのようだったが──本当に事じ態たいがわかっているのか？

「おいお前！」

「お前っていうな！」

　と、振り向きもせず。

「名前知らねえ！」

「アリサ！」

「何でもいい！　何が起こってるのかわかってるのか!?」

「わかってる！」

　ちらりと一いつ瞬しゆんだけクラウスを見ると、ふたたび前を向き、少女──アリサは言った。

「海が出たんだよね」

　と。

　あっさりと言われてクラウスは絶句した。

　そう。彼女の言う通り。

　淵海孔アビスゲートが現れたのだ。

　この町の中に。

　そうとわかっていて、迷わずそちらに向かうというのか。この女は。

　町や村の近くに淵海孔アビスゲートが現あらわれた場合、そのあとかたづけに協きよう力りよくした傭よう兵へいなどには報ほう奨しよう金きんが支払われるのが通例。追いつけるかどうかもわからぬマドックを捜さがすより、ある意味確かく実じつと言えなくもない。

　だがそれはあくまでも、あとかたづけが無事に済すめばの話。

　リスクと対たい価かを考えて、しりごみする傭兵も少なくない中、迷わず向かうというのは、あまり普通とはいえない。

　──むろんクラウスとて、人のことは言えないのだが。

　先に待つもののことを考えただけで、さまざまな感情が混こん沌とんとなった塊かたまりが、心を熱く沸わき立たせ、じっとしてはいられなくなる。

「くたばんなよ！」

　ともに駆かけつつクラウスが言えば、アリサは不ふ敵てきな笑みで振ふり向き、

「あんたもね！」

「あんたって言うな！」

「名前知らないし！」

「クラウスだ！」

　この時。

　クラウスは完全に失しつ念ねんしていた。

「勝手に盛もり上がって突つっ走ぱしるな──といっても聞こえておらんか全く」

　仕し方かたなく、荷に物もつを持もってあとを追おい来くるルグナードのことを。



　風に混まじるは血のにおい。

　風に混じるは死のにおい。

　風に混じるは潮うしおのにおい。

　皓こう々こうと照る月の下、ねばつき淀よどむ黒い風。

　夜はまだ浅く、まだ起きている者も多い。

　家々の窓から漏もれるランプの明かりが、人の営いとなみを示し。

　それが──

　ぶつり、と途と中ちゆうで途と切ぎれて消える。

　先にあるのはたゆたう黒。

　月と星と町の灯と。あえかな光を映しちらつく闇やみ色いろは、どこまでとも知れぬ深ふかみへと続く、水。

　もちろん貯ちよ水すい池ちなどではない。

　物語る。風に混じった潮のにおいが。この場にある惨さん劇げきが。

　ここは、海なのだと。

　──淵海孔アビスゲート。

　人がそれを忌いみ嫌きらうのは、一いつ片ぺんの慈じ悲ひもなく全すべてをみ込むゆえのみではない。

　真に忌いむべきは、その次に来るものたち。

　見果てぬ昏くらき深みから、あぶくのごとく浮かび来るもの。

　たった今──

　人々を蹂じゆう躙りんし尽つくしているもの。

　ランプの灯りが小さく揺ゆれる。

　土台の一部を海にまれ、壊こわれかしいだ家の中、ゆらめく光に照り映はえて、ぬらりとかがやく青い黒。

　残った者はいないかと、部屋の中を探さがして歩く。

　歩みのたびに響ひびくのは、靴くつ音おとではなく、ねばつく何かが床ゆかを打つ音。

　救きゆう助じよ者しやではない。十か。二十か。あるいはもっと。海辺を彷徨さすらう影たちは、ヒトガタとはいえ人には非あらず。

　青黒い手が。

　泣き叫ぶ子供の頭をわしづかみ、淵海孔アビスゲートの淵ふちを目ざして引きずり歩く。

　ぬめり、ふやけた瘡かさ蓋ぶたのようなその手には、枯かれ葉は色のまだらがこびりつき。

　男が一人、叫び声を上げながらイスを振り上げ、子供を連れ去る影へとうちかかろうとして──

　男の体が小さく揺れる。

　背せ中なかから、剣と呼ぶのも禍々しい武器の切っ先が突き出ていて。

　男が崩くずれる。イスが転がり子供の泣き声がひときわ大きくなり──水音。

　それで子供の声は途と絶だえた。

　悲鳴と怒ど号ごうと泣き声と。神に祈る声神を呪う声助けを求める声。

　──断だん末まつ魔ま。

　かれらは悪意。

　かれらは人と相あい容いれぬもの。

　淵海孔アビスゲートの現出とともに、深みからわき上がるあぶくのように姿を見せる異い形ぎようたち。

　海の水にまみれ、てらてらと光るその全身。大きく左右に開いた口。水死体を想おもわせる濁にごった瞳が犠ぎ牲せい者しやの姿を探さがして左右に動く。

　頭には濡ぬれた黒髪とも海藻ともつかぬものがはりついて、風にもそよがず。

　見知らぬ藻も屑くずの衣ころもにその身を包み、いびつに歪ゆがむ珊さん瑚ごの剣を手にした姿は、まさに人間の醜しゆう悪あくな戯画化カリカチユア。

　かれらはその身に海う水みを纏まとい現あらわれて、近くにいる人間たちを、あるいは淵海孔アビスゲートへと引きずり込み、あるいは殺して去ってゆく。

　淵アよビりス来フるオもーのム。呪われし邪神の僕しもべ。

　怯おびえ震ふるえる人々を、人とも魚ともつかぬ異い形ぎようどもは、濁にごった瞳ひとみで淡たん々たんと処しよ理りしてゆく。

　だが。

　人とて決して無む力りよくでも無む抵てい抗こうでもない。

「──好き放題──」

　叫び逃げまどう人々の流れをかきわけ、突とつ破ぱして、クラウスは、手近な異い形ぎように向かって突つっ込こんだ！

「──やりやがって！」

　右の手には抜ぬき身の銀しろがね。漏もらす言葉には揺ゆるがぬ闘とう志し。

　身を低くして駆かけ込むと、淵アよビりス来フるオもーのムのうち一匹に横薙なぎの一いつ閃せんを送り込む！

　異形は咄とつ嗟さに防ぼう戦せんしようと、珊さん瑚ごの剣を翻ひるがえし──

　だがクラウスの速さはそれを許さない。受けに回った敵てきの刃やいばをいともたやすくかいくぐり、異形の胴どうを薙ぎ撫なでて、流れを止めずに夜を駆け、次の異形へ間合いを詰つめる！

　風のにおいが濃こさを増ます。それは異形の血けつ臭しゆうか。深しん淵えんよりの潮の香かか。

　二匹目の刃はかろうじてクラウスの剣を受け止める。響くは硬かたく高い音。

　だがクラウスは止まらない。長剣ロングソードの一いち撃げきを止められたその時には、すでに左ひだり手ては柄つかから離れて、腰にさしたもうひと振りの短い刃を抜ぬき放ち、剣けんを受け止めた淵アよビりス来フるオもーのムの肋骨あばらの隙すき間まに突き入れる！

　これで二つ。

　引き抜く刃に異形の血しぶき。月光にてらつくそれは赤い色。

　しぶきが地に着くより早く。剣士は次を目ざして駆ける！

　淀よどむ夜風をかき乱みだし、月の光を薙ぎ裂さいて。クラウスの刃が夜に舞まい踊おどる。

　だが異形たちとて知恵はある。

　ぉうぉるぅぅぅぅぅぅぅぅぅん

　響ひびく遠とお吠ぼえはかれらの言葉か。手て強ごわい相手と見て取ると、人ひと狩がりに三さん々さん五ご々ご散っていた淵アよビりス来フるオもーのムたちの一部は、クラウスの方へと向かいはじめた。

　あるいは誘さそい、あるいは物もの陰かげを利用してまわり込み。

　異形の包ほう囲い網もうが完成しようとしたその時。

　その一いつ角かくが崩くずされる。

「はっ！」

　夜に響くは透とう明めいな声。異形の囲みを後ろから衝き、切り込んで来たのは他でもないアリサ！

　しかし──彼女が手にした奇き異いな得え物ものは何なのか。

　長さは自身の背せ丈たけほど。

　幅広の片刃の背には、牙のように見える小さなトゲが無数に生えている。

　剣というには柄が長すぎて、槍やりや槍斧ハルバードというには刃が長すぎ柄が短すぎ。

　ならばこれは、槍刃ブレードスピアとでも呼ぶべきか。

　後ろを衝つかれた異形どもは、わずかに列を乱しはしたが、すぐに落ち着きを取り戻し、アリサの方へと向きなおり──

　そこにアリサが攻こう撃げきを放つ！　淵アよビりス来フるオもーのムの胴どうを狙ねらい、大きな刃を横よこ薙なぎに！

　クラウスは視し界かいの隅すみにその様子を捉え──

　アリサの敗北を予感した。

　細ほそ腕うでを見れば非ひ力りきは明らか。重量のある武ぶ器きを使った一撃は、あるいは一匹ぴき目めの異形の防ぼう御ぎよを圧あつして、仕し留とめることも可か能のうかもしれないが──

　あのパワーでは、スピードでは、そこで止まる。二匹目まで押し破やぶるのは不ふ可か能のう。

　重量のある刃やいばを操あやつり、次の一撃をくり出す前に。

　押し包まれる。

　四方からの刃のえじきになり果てる。

　異形どもも、おそらくそう思ったのだろう。アリサとの距離を無む造ぞう作さに詰つめ──

　だが。

　ぼりんっ、と。

　アリサの口もとから小さな音。

　続いて。

「黒の一二三、はヴじラけンろブ！」

　号令とともに、槍刃ブレードスピアの背せに生えた牙きばの三つが爆ばく発はつした！

　爆発は刃を加か速そくさせ、その勢いきおいを借りながら、アリサは全身を使って長なが柄えを強ごう引いんに振ふり回す！

　重量に加えて爆発と回転。それは非力なはずの刃に絶ぜつ大だいな力を上乗せした！

　異い形ぎようが受けに構かまえた刃をたやすくはじき、胴を真横に両りよう断だんし、のみならずその勢いきおいを消さぬまま、切っ先が描く円の中、踏ふみ込んでいた他の異形を薙ぎ払はらう！

　さらに回転の余よ力りよくを利用して、武器を流して引きずられるように包囲を抜け出し、クラウスのそばに駆かけ寄より止まる。

「──神呪セレストルか」

　肩を寄せ合い異形に向かって刃を構え、クラウスはアリサにつぶやいた。

　神呪セレストル。

　それは、人が異形に対たい抗こうするため、神が授さずけた奇き跡せきの力。

　魔力素マナチツプと呼ばれるものを体内に取り込む──ありていに言えば食べることにより、さまざまな現げん象しようを引き起こす。

　使うには素そ質しつが必要で、何がその有う無むを決めるのかは不明だが、素質を持つ者の数はおよそ四、五人に一人と言われている。

　今のは単たん純じゆんに、槍刃ブレードスピアの背に取り付けられた魔力素マナチツプを炸さく裂れつさせて推すい進しん力りよくと化しただけだが、使いようによっては、さまざまな現げん象しようを操あやつることさえ可か能のう。

「まあね」

　とアリサは小さな笑みで、

「あんた──じゃない、クラウス、案あん外がい腕うでいいね。けど前に出すぎ」

「余計なお世話だ」

　軽口を返し、あらためてそばの少女を見やる。

　並ならべば彼より頭一つ背せが低い。女性としては平へい均きんだが、戦う者としては華きや奢しやな体たい格かく。

「オレはいいんだよ。ちょっと前に出すぎるくらいで」

　そんな二人のまわりに、淵アよビりス来フるオもーのムたちは再び包囲の輪を完成させつつあった。



「やれやれ」

　ルグナードは、ぶら提さげた荷物を適てき当とうな物もの陰かげに放ほうり込み。

「昔から若者コドモの尻しりぬぐいは大人の仕事だが──」

　ぼやきつつ、左手で鎧よろいについたホルダーから、ハモニカほどのサイズをした筐はこを取り外す。

「できればこちらの苦労も考えられるようになってもらいたいもんだ」

　長ちよう辺へんをスライドさせて開けば、そこには、ずらりと並んだ白い粒つぶ。

　大きさも色も形も、抜け落ちた獣けものの牙きばのようにも見える。

　それは、アリサの槍刃ブレードスピアの背に埋め込まれていたのと同じ──魔力素マナチツプ。

　彼はそれを口もとに持ってゆき、二つ三つをくわえ取り、左手で筐をホルダーに滑り込ませると、伸ばした右の指先で虚こ空くうに印しるしを描えがき出す。

　ぱりんっ、と乾いた音がして、噛かみ砕くだかれた魔力素マナチツプ。欠片かけらはルグナードの口の中で瞬しゆん時じに溶とけ消えて。あじけないあとくちと、喉のどに胃の腑ふに、力が浸しみ落ちてゆく感覚。

　──世界の欠片よ封の端はよ

　我が身を介し神樹の威いを以もつて──

　ルグナードの口が紡つむぐのは神への祈いのり。

　神呪セレストル、という意味では、さきほどアリサが使ったものと同じ。

　だが彼女が使った程度の神も呪のなら、やり方を教わって練習すれば、素質を持つ者なら誰でもできるようになる。

　しかしその力を、陣じんや紋もん、呪文を使って異なる力の形に変へん換かんし、術と呼べるレベルで操るためには、さらなる素質と技術と知識が必要になる。

　それらを併せ持ち、さまざまな神呪セレストルを操る者──

　人はそれを神シ呪ン使ガいーと呼ぶ。

　ルグナードの無骨な指先が繊せん細さいに撫なでた虚こ空くうが、風に波打つ水面のように、目に見えてゆらめき波紋を刻きざむ。

　──この地に在あるを許ゆるされぬ者に糾しの呪しゆを向けよ──

　右と左の手を大きくひろげる。

　はためきひろがる、幾いく重えにも重ねて着込んだ深しん紅くのマント。

　その一枚一枚、表ひよう裏りには、くまなく数多あまたの紋が描えがかれ、要所には埋め込まれた魔力素マナチツプ。

　ルグナードの呪に反応し、マントに埋められた魔力素マナチツプのうちいくつかが閃せん光こうとともに蒸じよう発はつし、繋つながる紋に光が走る。

　光の紋は虚空に刻んだ波紋と重なり、複ふく雑ざつな印いんを完成させた。

「月ゼのグ無ドいメ夜ア空・にレ開ルくド無オ数ウのラ目ン──」

　ルグナードの声が響く。



　クラウスとアリサを包囲した淵アよビりス来フるオもーのムたちが、動こうとした、まさにその時。

　異い変へんは起きた。

　──ぃぎぃっ!?

　淵アよビりス来フるオもーのムが声を上げる。

　異形の言葉などわからぬクラウスとアリサにも、それは驚きよう愕がくの悲鳴と知れた。

　あたりをとりまく淵アよビりス来フるオもーのムたちの、あるいは胸に、あるいは腹に。腕に脚あしにその頬ほおに。突とつ如じよ現れ開いたのは、手のひらほどの大きさをしたいくつもの目。

「──なにこれ──」

　つぶやく声はアリサのもの。

　そして。

　ざわりっ、と。

　木の葉は擦ずれにも似にた音と共に、開いた目から瞬しゆん時じに伸のびた何かが淵アよビりス来フるオもーのムたちの全身を網あみのように覆おおい包む！

　もしもじっくり観察できたなら、楊よう枝じのように細い細い木の枝が、枝えだ分わかれをくり返しひろがり、異形たちの身を縛めているのがわかっただろう。

　クラウスは知っている。それが一体何なのか。

　後方でルグナードが使ってくれた、援えん護ご用ようの神呪セレストル。

　かつて聞いたことがあった。この無数の目と枝は、淵アよビりス来フるオもーのムたちが体表に薄うすく纏った海水に反応して現れ、しばしその動きを封じ込めるのだと。

　からめられた淵アよビりス来フるオもーのムたちの動きが止まる。

「なんでもいいから今のうちだ！　やるぞ！」

　吠えてクラウスは地を蹴けると、身動きもできぬ異い形ぎようたちへと突っ込んだ。

「わ、わかった！」

　ともあれ好機と、アリサもそのあとに続く。

　だが。

　この場の異形を倒たおしただけで、戦いが決するわけではない。

　戦いが続く間にも、離れた淵海孔アビスゲートでは、さらに一匹、また一匹と異形どもが海から陸へと這はい上がり続けている。

　──この頃になってようやく。

　他の傭兵たちや、あるいは町の警備兵たちも参戦しはじめたのか、夜のあちらこちらから、剣けん戟げきの音が響ひびきはじめた。



　悲鳴と怒ど号ごう、どこかから聞こえる戦いの音。

　混こん乱らんし、どこへ行く気か逃げる者。

　そんな中を駆かけながら。

　──最悪だくそったれ──

　マドックは胸の中で吐き捨てた。

　わけのわからないことをぬかす、ローウェルとかいう小こ娘むすめに雇やとわれて。

　小娘の持っている馬車に一緒に乗って、この町までは来たけれど。

　宿を取り夜になると、ローウェルはお供を連れて出ていった。

　曰いわく。おしごとをして来ますから、あなたは行ぎよう儀ぎ良くお留る守す番ばんを願います。

　やっぱりわけがわからない。

　ただぼんやりと待つのも暇ひまで、酒でも飲もうと、宿にある酒場に一度は足を運んだのだが──ローウェルが取った宿は、マドックにとっては慣なれぬ高い宿。そんな場所にある酒場も当然それなりの店。

　手付けをもらったおかげで先立つものは十分だったが、お上品なお客様とお上品な内ない装そうであふれた店は、どうにもマドックの性しように合わない。

　どこかにいい店は無いかとふらりと宿を出て、なじみやすそうな所を見つけてドアをくぐれば──

　そこに、知った顔がいた。

　前に、ケチのつきはじめた仕事を受けた時に出会った──たしか、ルグナードにクラウスとかいったか。

　あわてて逃げて、そこに起こったこの騒さわぎ。

　何があったかは馬ば鹿かにでもわかる。

　海が出やがったのだ。よりにもよってこの町の中に。

　おかげで顔見知り二人は追うのをあきらめてくれたようだが──だからといって天に感かん謝しやする気にはなれない。

　もしもローウェルが、海が出たことにビビって自分を置き去りにして逃げれば、金ヅルと便利な移動手段の両方がなくなる。

　なんとかさっさと合流して、こんな町からおさらばしたい所だが、酒場からやみくもに逃げた直後にこの混こん乱らん。おかげで自分が今、どこにいるのかよくわからない。

　それでもなんとかアタリをつけて、宿があるとおぼしき方に進んではいるが。

　おとなしく宿で留る守す番ばんをしていれば、とか、そもそもローウェルたちは無事なのか、とか、いろんなことが頭に浮かぶが、考えた所で仕方ない。

　行けばそのうちひとけは途と絶だえ、やがて小さな十字路の手前でマドックは足を止めた。

　十字路の角に佇たたずむいくつもの影。ざっと見たところ十程度。

　全員がローブとフードで、逃げるでもなく、まるで井い戸ど端ばた会かい議ぎでもしているかのように突っ立っている。

　その中に少し小こ柄がらな影一つ。

　フードの下から覗のぞく白い顔に、マドックは見覚えがあった。

　としはまだ十代半ば。フードを下ろした所を見たこともあるが、よく手入れの行き届とどいた金髪ブロンドだった。

　──ローウェル？　こんな所で──？

　何をしているのかは知らないが、知った顔を見つけた安堵で、小走りに駆かけ寄よりながら声をかけようとして──

　気づく。

　ローウェルたちがいる所から、ほんの少しだけ離れた、十字路を作る建物の陰──街灯の光が届かぬその場所に、ねじれた剣をぶら下げて佇たたずむ数個の異形に。

「サカナ野郎!?」

　思わず上げたその声に、ローウェルたちと淵アよビりス来フるオもーのムたち、双方がマドックに気がついた。

　るぁぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　人にはとうてい発音できぬ声を上げ、淵アよビりス来フるオもーのムたちはマドックに向かって剣を構え、マドックもまた──

「待って。味方よ」

　マドックに向かってか、あるいはローブの連中に向かってか。声を上げたのはローウェルだった。

　緊きん迫ぱく感のないその口調が、マドックの神経を逆さか撫なでる。彼女の場所からサカナどもの姿は見えないのだろうが、いくらなんでも無む警けい戒かいすぎる。

　見捨てて逃げるか。戦うか。

　そんな二に択たくが頭の中に浮かんだ、だがその時。

　淵アよビりス来フるオもーのムたちが構えを解いた。

　──なに……!?

　マドックの頭の芯しんが凍りつく。

　淵アよビりス来フるオもーのムたちは──人類の天てん敵てきたるはずのものたちは──それきりマドックにもローウェルたちにも関心を向けず、いびつな剣をぶら下げたまま、もとの場所で佇んで。

　まさか──

　マドックの頭に浮かんだのはある可能性。

　ローウェルが、味方だ、と言ったあれは。

　自分にでも、ローブの連中にでもなく。

　淵アよビりス来フるオもーのムたちに向けての言葉だったのか──!?

　佇む淵アよビりス来フるオもーのムたちに、それでも警けい戒かいの目を向けたまま、マドックはローウェルたちの方へとにじり寄る。

　そんなマドックに彼女は非ひ難なんのまなざしを向け、

「なんでこんな所にいるんですか？　宿でお留守番をお願いしたはずですが」

　だがどうでもいい小言に取り合う心の余裕はない。マドックは、離れ佇む異形の群れに目をやったまま、

「海が……淵海孔アビスゲートが出て……こいつら……なんで……？」

「わかってます」

　混乱する彼に、ローウェルはからかうような笑みを向け、

「だから最初から言っているでしょう。

　海を見に行く──って」



　震えて響いた遠とお吠ぼえに。

　町のそこここで上がっていた剣けん戟げきの音が、刹せつ那な、止む。

「──時間か──!?」

　クラウスは動きを止めて吐き捨てた。

　深き淵ふちよりわき出して、町のあちこちに散っていた淵アよビりス来フるオもーのムたちの動きが変わる。

　侵しん攻こうから退たい却きやくへ。

　蟻ありが巣す穴あなに帰るように、自分たちが這はい出してきた淵海孔アビスゲートへと退いて、次々と水の中へと帰り行く。

　終わるのだ。

　海の時間が。

　突如生まれて異形を吐き出し、地上に災厄をもたらす淵海孔アビスゲート。

　だがそれも、無む限げんの時間、深しん淵えんと繋つながり、際さい限げんなく淵アよビりス来フるオもーのムどもを送り出し続けるわけではない。

　ある程度時間が経てば、地表に開いた部分と深みの途中は塞ふさがり、閉ざされる。

　ゆえに淵アよビりス来フるオもーのムたちはそれまでに、ふたたび海へと戻って行くのだ。

　たった今、クラウスが相手取っていた淵アよビりス来フるオもーのムも、後ろににじり退がって退却の姿し勢せいを見せていた。

「──終わったかな──」

　近くで戦っていたアリサも槍刃ブレードスピアの切っ先を地面に突き立てて。

　しかし。

　クラウスは地を蹴った。

　戦意を失い退却の姿勢を見せる異形に向かって。

　駆けるつま先で異形の顔に向けて小石を蹴り飛ばし、それを牽けん制せいに切り込んでゆく。

　相手は小石をあえて頬ほおで受け、体勢を保ったままでクラウスの剣を受け止めた。

　その瞬間、クラウスの蹴りが異形のみぞおちにつき刺さる。

　引いた靴くつ先さきからは飛び出た刃。さすがに体勢を崩す異形を、今度こそクラウスは返す刃で仕し留とめて倒す。

　そのままの勢いを借りて、逃げ行く別の異形へと迫る！

「──ちょっ──何やってんの!?」

「──もういいクラウス！」

　アリサとルグナード、二人の制せい止しの声にも彼は止まらない。

　──ふざけんな──！

　胸の奥には暗い熱。

　深追いが危険なことくらいわかっている。

　だが。

　海といっしょに現れて。地上をやりたい放題に荒らして。時間が来たらさようなら。

　無事に海まで帰ったら、またどこかに海が現れた時、地上に上がって人を襲う。

　そんな連中を、気持ちよく見送ってやる趣しゆ味みはない。

　一匹でも二匹でも。

　今のうちにより多く狩かっておけば。

　もしも次、どこかに淵海孔アビスゲートが現れた時。這い上がってくる淵アよビりス来フるオもーのムの数を一匹か二匹、減へらせるかもしれない。そのぶん異形から被ひ害がいを受ける者たちの数を、少しは減らせるかもしれない。

　それは可能性というよりは、そうあって欲しいという願望にしか過すぎないのかもしれないが。

　ぶっ続けの戦いで、体力は限げん界かいに近く、体のあちこちが悲鳴を上げてもいる。それでもなおクラウスは止まらない。止まれない。

　さらに一匹。さらにさらにまた一匹。逃げる異形を追い、走り。

　半ば瓦が礫れきと化した家の角を曲がったとたん。

　一いつ層そうに濃のう厚こうな潮のにおいが鼻を突く。

　少し先にはひろがる水。

　本能に近い部分に刻まれた恐怖がクラウスの足を止めた。

　──これ以上は進むな──

　意い志しは進めと命じるが、足は、体は動かない。

　すぐ先の水に、逃げる異形が飛び込んで。跳はねたしぶきのひとしずくが、クラウスの頬ほおに飛んで散る。

　頬に走るは灼やけるような熱さ。

「──くっ──！」

　灼しやく熱ねつにクラウスは体の自由を取り戻した。

　海の水は、人にとっては毒となる。深みとの繋つながりが途と切ぎれれば、ほどなく無害な水になるが、今はまだその毒も健けん在ざい。

　さすがに海が相手では喧けん嘩かもできない。クラウスは後ろに退ると海から距きよ離りを取る。

「……くそっ……」

　吐はき捨てて、吐と息いきと共に力を抜いて。

　この時はじめてクラウスは、自分が、思ったよりも疲つかれていることに気がついた。



　馬車の中、車輪の音だけが響き続ける。

　マドックにできるのは、ただ沈ちん黙もくすることだけだった。

　町の中に淵海孔アビスゲートが現れて。

　混乱の中、マドックたちは馬車に乗り込み町を出た。

　屋根つきの馬車の窓にはカーテンが下ろされ、外の景色は全く見えない。自分たちが今どこに向かっているのかもわからない。

　何もかもわからないことだらけだった。

　馬車の中には向かい合わせに席があり、掛かけているのは全部で四人。それでも席にはまだ余裕があった。

　斜め前ではローウェルが、無む防ぼう備びに小さな寝息を立てている。

　あどけない寝顔は子供のようにさえ見えた。

　だが。

　──何なんだこの女は──

　その思いがマドックの頭を離れない。

　さっきの町で。

　この女は、淵アよビりス来フるオもーのムどもとツルんでいた。

　何かの術で操っていたのか──とも思ったが、そんな術など聞いたこともない。

　なら。

　あれは一体何なのだ。

　もちろんマドックとて、海のことを、淵アよビりス来フるオもーのムたちのことを熟知しているわけではない。

　いや。彼のみならず。

　海とは一体何なのか。淵アよビりス来フるオもーのムとは何なのか。

　その問いに対する答えは無いに等しい。

　せいぜいが、神話の中に、おとぎ話めいたものがあるばかり。

　マドックも子供の頃、誰かに聞いたことがある。

　曰いわく。

　善ぜんなる神と邪じや神しんがいて、戦いの結果、善の神オーランは、邪神を海に封じた。

　封ふう印いんの杭くいとして使ったのは無数の大たい樹じゆ。封印樹は枝を伸ばし成長し、海から地上へと出た所で朽くちて平らかになり、我われ等らの住まう樹大陸となったのだ──と。

　だがオーランの封印も完全ではなく、名前すら封じられた邪神は、海に自らの僕しもべを無数に生みだした。

　それこそが淵アよビりス来フるオもーのム。邪神の復活を願うものども。

　いまだ滅ほろびぬ邪神の力は、時として封印樹の一部を朽ちさせて、朽ち落ちた樹のあった場所には海が現れる。

　すなわちそれが淵海孔アビスゲート。

　邪神の領域。人には決して見ること能あたわぬ深淵へと繋がる門。

　異形どもは、その時を幸いにと地上に躍り出て、地上に住まう、オーランに祝しゆく福ふくされた民──すなわち人を蹂じゆう躙りんする。

　ただし、たとえ一つの封印樹が朽ちても、まわりの封印樹から伸び来た枝が、ほどなく深淵へと繋がる道を塞いでなおしてしまう。

　それは。

　おそらく子供でも知っている話。

　おそらく学者でもそれ以上は知らぬであろう話。

　人々が海を忌き避ひし、遠ざけているがゆえに、研究らしい研究が進んでいないのだ。

　だというのに。

　ほとんど未知の存在と言っていい淵アよビりス来フるオもーのムと意い思しを通じ合うなど。

　それに、海を見に行く、とうそぶいた言葉の真意。

「──マックス」

　聞きたいことはいくらでもある。が──

「マックス」

　呼ばれたその名が、自分の名乗った偽ぎ名めいだとようやく気づいて、マドックは声の主へと目をやった。

　正面の席──ローウェルの隣となりに座っているのは、三十がらみの仏頂面。いつもはフードを目深にかぶっているが、今は素顔を晒さらしている。

　短く刈った黒い髪。どこにでも転がっていそうなご面相だが、まなざしだけは隠しようもなく冷え切っていて。

　ドレッセン、と名乗っているが、本名かどうかは怪しいものだ。

　もちろんマドックも、他人のことは言えないが。

「──何だよ」

　不ふ機き嫌げんを隠かくしもせずにそう問えば、ドレッセンはあいも変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、

「休める時に休んでおけ」

「──わかってるって」

　言い捨てて、ぷいっ、と視し線せんをそらす。わからないといえば、この男のこともよくわからない。

　何もかもわからない。

　だがマドックにもたった一つだけ、はっきりとわかることがある。

　それは、自分が何かヤバい所に首を突っ込んでいる、ということだった。



　長い夜が明け。

　だがそれで、すべてが終わったわけではない。

　住人たちは、淵海孔アビスゲートの出現によって荒れた町並みの片づけをはじめている。

　住む家を、あるいは家族を失った者たちも、それでも明日を生きていかなければいけないのだから。

　そしてクラウスたちは──

　並んでいた。

「行ぎよう儀ぎ良く！　順番にだ！　申しん告こくは正直にだ！　嘘の申告や二度並びした者は即そく座ざに牢にぶち込むからな！」

「騒ぐな！　報ほう奨しよう金きんはちゃんと全員に行き渡る！」

　町にある警けい備び兵へい詰つめ所しよの前には、クイが打たれてロープが張られ、警備兵たちが列の整理を行う中、むさ苦しい傭兵たちがずらりと並んでいる。

　町や村の近くに現れた淵海孔アビスゲートのあとかたづけ──つまり淵アよビりス来フるオもーのムたちの撃げき退たいに協力した傭兵などには報奨金が支払われることになっていた。

「けどコレよ。あからさまに人、多くねーか」

　朝のやわらかな日差しの中、蛇だ行こうして続く列の頭から後ろまでを眺ながめて、クラウスはつぶやいた。

　もちろんクラウスも、昨夜、戦場がどこまで広がって、何人が戦っていたのか、正確に把は握あくしているわけではない。

　だがどう考えても、並んでいる人数が多すぎる。おそらくは百を超こえているだろう。

「嘘うその申し立てや、なりすましも多いだろうからな」

　と、クラウスの前に並んだルグナード。

　嘘の申し立てとは、戦ってもいないのに戦ったと主しゆ張ちようすることだろうが──

「なりすまし、って？」

　クラウスの後ろからアリサが問えば、ルグナードはこともなげに、

「傭兵でもない者が、戦いの中で死んだ傭兵の剣や鎧をはがして身につけ、戦ったと申し立てることだ」

「サギじゃない」

　アリサが唇をとがらせれば、

「詐欺さ」

　と、こともなげにルグナード。

「だがあの乱戦だ。誰が本当に戦って誰が本当は戦わなかったか、調べようはない。

　仮に調べることができたとしても、調査には莫ばく大だいな時間と費用がかかる」

　嘘の申告は牢にぶち込む、と警備兵は言っていたが、実際に嘘がばれて捕まる者などほとんどいない。

　もちろん、命を賭かけて戦った者も、嘘の申告をした者も、もらえる額がくは皆同じ。

「なんか納なつ得とくいかない」

「納得いかないといえば──」

　と、クラウスは不ふ機き嫌げんにアリサを見やり、

「なんでお前が連れみたいな顔してなじんでるのかも納得いかないんだが」

　問えば彼女は、きょとんっ、とした顔で、

「え？　だってきのう、いっしょにマドックを捕つかまえて賞金山分け、ってことで話ついてるよね？」

「そんな話はついてない」

「えー？　まさか今さら、あれはナシ、なんて言い出すの？　かっこ悪いよそういうの」

「格かつ好こう悪くないっ！　ない話をないって言ってるだけだろ！」

　ムキになるクラウスに、そこが弱点と見て取ったか、アリサは獲え物ものを見つけた猫ねこのまなざしでにまりと笑みを浮かべると、

「かっこ悪わるくないつもりなんだ。ふーん。

　はたから見ると、ものすごぉぉぉぉぉっくかっこ悪いけどなぁ」

　あからさまな話のすり替えと挑ちよう発はつに、しかしクラウスは顔を朱しゆに染そめ、

「格好悪くないって言ってるだろ！　いやむしろ格好いい！」

「……クラウス……」

　黙って聞いていたルグナードが、さすがにあきれてたしなめようとしたその時。

　ちりちりちりんっ、とけたたましく響ひびいたのはベルの音。

　全員が黙ってそちらに目をやれば、列の一番前──警備兵詰め所の玄関先に置かれた台の上で、立派というよりおおげさな鎧よろいに身を固めたヒゲの男が、手にしたベルの動きを止めて、

「自分が警けい備び隊たい長ちようのグレアム＝メスである！

　皆、昨夜は淵アよビりス来フるオもーのムどもの撃退協力、ご苦労だった！」

　と。

　あいさつという名目の話をはじめた。

　だが偉い人のあいさつというのは、えてして長話になることが多い。

　隊長のあいさつも、ねぎらいの言葉からはじまって、戦う者の心こころ構がまえがどうのという話になっている。この様子だと、自分の昔の手て柄がら話から若い連中への説せつ教きようなどなどのフルコースに突とつ入にゆうしていく可能性が大だった。

　これは長くなりそうだ、と、クラウスが内心うんざりしかけたそんな時。

　ロコツに何かを催さい促そくするような咳せき払ばらいは、隊長の後ろの方で聞こえた。

　目をやれば、並んだ警備兵たちの中、あからさまに毛色の違う男が一人混まじっていた。

　鎧も武器も身につけず。遠目にも、着ている服が上じよう質しつなものだとわかる。

　ゆるくウエーブのかかった金髪で、ハンサムといえばハンサムなのだが、よく言えばおおらかそうな、悪く言えばちょっと間の抜けた印象。

　隊長は眉まゆをひそめてそちらを向いて、小声で一言二言交わすと、しぶしぶと、一同の方に向きなおり、

「──あー。

　ともあれ、よくやってくれた！　ではこれから皆に報奨金を渡す！」

　どっ、と歓かん声せいを上げる傭兵一同。

　──なるほど。

　クラウスは勝手に納なつ得とくした。

　たぶんあの金髪は、たまたまこの町に立ち寄っていた貴き族ぞくのぼんぼんか何か、といったところなのだろう。長話になる気配を察して隊長を止めてくれたらしい。

　お貴族様というのは偉えらそうにしているイメージがあって、あまり好きではないのだが、今だけはちょっと感かん謝しやの念を抱いた。

　報奨金の受け渡しがはじまって、列は前へと動きだす。

　やがてルグナードとクラウス、アリサも順に、小こ袋ぶくろに入った金を受け取って。列を離はなれてすぐに袋の中を覗き込み──

　クラウスとアリサは異い口く同どう音おんに、

『……あー……』

　露ろ骨こつにがっかりとした声を漏らした。

　すぐ近くでは、それを耳にした警備隊長が怖い目でこちらをにらみつけ、ぼんぼんっぽい金きん髪ぱつが笑いを噛かみ殺していたりするが、クラウスもアリサもそれには気がつかない。

　入っていたのは、数日ぶんの食費にはなるだろうか、といった程てい度どの額だった。

　受け取る者が多ければ、一人あたりの額が少なくなるのは当然の話。町の財ざい政せい条じよう件けんやお偉えらいさんの気前の良さにより、金額にはばらつきがあるが、命のやりとりに見合うほどのものが出されることはあまりない。

「まあ……こんなものだろう」

　ルグナードも、そう言いながらもやや不満げで。

　あきらかに割わりに合わないが、文句は言っても無む駄だだろう。

　アリサはため息ひとつつき、気持ちを切り替え笑顔を浮かべ、

「じゃあさ、やっぱり一緒にマドックを追いかける、ということで」

「またその話かよ」

　話を蒸むし返すアリサに、クラウスはげんなりとつぶやいた。



    

  
    
      　マドックにかかった賞金額は、さすがに今もらった報ほう奨しよう金きんよりはよほど多いが、地の果てまで追いかけたくなるほどのものではない。

「あいつももう、とっくに町を出てるだろうよ。どこに行ったかもわからない奴を捜さがしてウロウロするのは御ご免めんだぞ」

「じゃあ聞くけどクラウスと──ええっと──」

　ルグナードに目をやり、言いよどむ。そういえばルグナードはまだアリサに名乗っていない。

「ルグナードだ」

「ん。クラウスとルグナード──もとい。ルグナードとクラウス」

「──なんでわざわざ言いなおす……？」

　クラウスの抗こう議ぎをアリサは無む視しして、

「二人はこのあと、どこか行くアテは？」

「特にないが」

　ルグナードの答えに彼女は微笑ほほえむと、

「じゃあ別に、マドックを捜す方向でもいいよね？」

「しかしな」

　ルグナードは金をしまうと、とりあえず人混みから離れて歩みつつ、

「俺たちと出会った以上、クラウスが言ったように、奴はおそらくもうこの町からは出ているだろう。

　すぐに見つかるなら良いが、捜すのに手て間ま暇ひまがかかれば出費も増える。それならば他の仕事を探した方がいい」

　クラウスとアリサもそのあとについて歩きつつ、

「そういうことだ」

「何を得意げに。

　んー……まあそうなんだけど。一いつ旦たん目の前にぶら下がったニンジンが逃げてくのって、なんか腹立つじゃない。

　何か手がかりとか心当たりってないの？　相手がどこに行きそうだ、とか」

「ねえよ。そんなもん」

　クラウスはにべもなく却下するが、ルグナードは無言で思案顔。

「ひょっとして──あるの？」

「心当たりというより、手がかりが得られるかもしれん、という程度のものだがな」

　瞳ひとみを輝かせて問うアリサに、彼は言葉を選びつつ、

「ならこういうことでどうだ？　その『かもしれん』を当たってみて、当たればこちらも考える。だが外れればあきらめてもらう、というのは」

「……ん。わかった」

　提案に、アリサは少しだけ考えてから、うなずいた。

「おい叔父……ルグナード──」

　露ろ骨こつに嫌な顔を見せるクラウスに、しかしルグナードは笑みを向け、

「こういう話にでもせんと、いつまでも食い下がり続けられるぞ。

　そもそもこうなったのは、お前が酒場で不用意に奴の名前を叫さけんだのが原げん因いんなのだぞ」

「……っ……」

　それを言われるとクラウスに返す言葉はなく。吐と息いきをつくと軽く髪をかき上げて、

「──わかった。わかったよ。

　で、その『かもしれん』アテってのは？」

「宿屋だ。それも上等な」

　通りを足早に行きながら、ルグナードは迷いもせずに答えた。



　宿の玄関を一歩出て。その場で同時に足を止め。

「……当たったな」

「当たっちまったよ」

「当たるもんなんだ」

　三人は、半ば呆然とつぶやいた。

　ルグナードが目をつけたのは、マドックの身なりだった。

　前に出会った時には、いかにも傭兵然とした、良く言えば質しつ実じつ剛ごう健けん、悪く言えばむさ苦しい格好だった。

　ところが昨夜は、髪も手入れされ無精ヒゲも無く、見るからにおろしたてのローブ。

　ルグナードはそれを、雇い主クライアントがついたと読んだのだ。

　臨時収入があっただけなら、身なりより飲み食いか女につぎ込むだろう。

　ならば、クライアントがついて、身だしなみに気を遣わねばならないような所に泊まっているのではないか、と想像したのだ。

　そこでまず、この町で一番立派な宿に話を聞きに行き──

　いきなり当たった。

　風ふう貌ぼうと身なりからしてマドックとおぼしき男が、他数人とともに部屋を取り、昨夜、海の騒ぎがおさまる頃、自前の馬車で宿をあとにしたという。

「──けどよ。ほら、馬車がどこへ行ったかはわからねえし──」

「何言ってるの」

　何かを避けようと言いあがくクラウスに、アリサは白いまなざしを向け、

「ルグナードが馬車の特とく徴ちようを聞いてたのは何のため？

　ここらじゃああんまり見ない立派な馬車みたいだから、ちょっと聞き込みをすれば、どっちへ行ったか、くらいの話は聞けるでしょ。

　その先まで追いかけられるかどうかは、やってみないとわからないけど──」

　ぴょこん、と前に跳とび出てきびすを返し、ルグナードとクラウス、二人に向きなおり、

「とりあえず。

　アテが当たれば話に乗る、って約束だよね？」

「むぅ……」

　どうやらこうあっさりと当たりを引くとは自分でも思っていなかったらしく、ルグナードはどこか納得のいかない顔で呻うめいて、

「確かに、約束は約束か……まあ、男二人のむさ苦しい道中よりは華があって良いか」

「あ。でも、エロいことはナシの方向で」

「……ばっ……お前っ！　誰がそんなっ……！」

「ふむ。それは残念」

　アリサのからかいに、クラウスはあわてて顔を赤らめて、ルグナードの方は軽く受け流す。

「だが言っておくが、手がかりが途と切ぎれて追つい跡せきが無理になればあきらめるし、別の大きな稼かせぎが見つかったらそちらに乗り換える。

　うまくいけば賞金額は三人で山分け。

　そういうことでいいな」

「うん！　じゃあそういうことで、しばらくの間、よろしく！」

　アリサは笑顔で元気に答え。

　それが。

　三人の旅のはじまりになった。



「それでいきなり野宿ってどういうこと？」

　眉まゆをつり上げてアリサは抗こう議ぎの声を上げた。

　マドックが乗っているとおぼしき馬車のことを聞き込み、この街かい道どうに進んだと突き止めて、あとを追って道を行き──

　とある村と村との間。

　近くを川が流れ、あたりには森がひろがる、そんな場所で。

　ルグナードが突然足を止め、今日はこのあたりで野宿をする、と宣言したのだ。

　昼というにはやや遅いが、夕暮れまでにはまだ間がある。たしかに野宿をするならば、そろそろ準備をはじめなければならない頃だが──

「このままふつーに進んでも、日暮れまでには次の村にたどり着けるはずでしょ。

　向こうは馬車でこっちは歩き。時間がたてば差はひろがるんだし、のんびりしてる場合じゃないと思うけど」

「向こうは馬車でこっちは歩き、だからこそ、だ」

　道を外れて草地に踏み入り、あたりを見回しながら、ルグナード。

「確かに休めばその分引き離される。だが次の村まで行ったからといって、そこで追いつけるわけでもあるまい。

　結局は、向こうが何かで足を止めてくれるまで、追いつくのは無理ということだ。

　長丁場になるなら、出費は節約しておくに越したことはない」

「先にあるのがデカい町なら、足を延ばしてみるのもいいんだけどな。何かの仕事が転がってるかもしれないし。

　けど話じゃあ小さい村なんだろ？　行くだけ宿代のムダだ」

　クラウスも、言いつつ森の方へ向かって。

「……けど……おフロとか……」

　すねた顔でつぶやくアリサに、クラウスはこともなげに、

「川で水浴びでもすればいいだろ」

「あ！　早速エロいことしようとか考えてる！」

「考えてねえ！

　そもそも、そんくらいガマンしろ！　お前だって傭兵だったら、しばらくフロに入れなかったり服を洗えなかったりすることぐらいあるだろうが！」

「ノーコメント」

　デリカシーのない突っ込みに、ぷいっ、とアリサはそっぽを向く。

「スネてろ。オレはたきぎ拾って来る」

　クラウスは言い捨てると、森の方に向かって歩いて行く。

　ふくれるアリサに、ルグナードは笑みを含んだ声で、

「そう焦るな。宿代の節約の意味はもちろんあるが、やっておかねばならんこともあるからな。

　──このあたりか」

　彼は足を止めるとかがみ込み、取り出したナイフの鞘さや先さきで、足下の地面を掘りはじめた。

「……ってひょっとして、魔力素マナチツプ集め？」

「そういうことだ」

　アリサの問いに、手を休めずにルグナード。

　そんな様子を眺めつつ、クラウスは、森の端で落ちている小枝を拾いはじめた。

　地面を少し深めに掘れば、やがて黒土に、大小の白い粒が混じりはじめる。

　小石か獣けものの骨にも見えるそれが魔力素マナチツプ。

　神呪セレストルに用いる他にも、真水に漬つければ光を放つ性質を利用し、一般的なランプにも広く使われている。

　町や村の近くではさんざん掘りつくされて、かなり深くまで掘らないと出てこないが、こういった場所では少し地面をほじっただけでざくざくと出てくる。

　クラウスは子供の頃、なんでこんなものがそのあたりに埋まっているのか、どうにも不思議で仕方なかった。

　どうしてなのか、と聞いた時、祖そ父ふが語ってくれたのは、皆が知っている神話だった。

　善の神オーランと邪神の話。

　邪神を封じた封印樹。

　封印樹が集まり形作る樹大陸。

　封印樹が地上に出て朽ちた──その無数の欠片かけらが魔力素マナチツプ。それは人が邪神の僕しもべに対たい抗こうできるよう、神がくださった力なのだ、と。

　神や邪神の話の真しん偽ぎはさておいて、封印樹が地上にさまざまな恩恵をもたらしてくれていることに間違いはない。

　淵海孔アビスゲートの再封印や魔力素マナチツプ。場所によっては海底深くから地上へと、さまざまな鉱こう物ぶつを運んでくれる。

　もちろん一番大きな恩おん恵けいは、大地となって世界を支えてくれていることだが。

　その上に草木が茂しげり、人が獣が息づいて。

　森の中には鳥の声。緑の草葉が風に揺れ。

　風にはわずかに、ひんやりとした夜の温度が混じりはじめていた。

　クラウスが薪たきぎを集めて戻って来ると、ルグナードの作業は次の段だん階かいに入っていた。

　地面にどっかりと腰こしを下ろすと、羽は織おっていたマントを脱いで、針と糸とをちまちま使い、集めた魔力素マナチツプをマントの各所に縫いつけている。

　術を使う時は派手だが、そのためにはこういった地味な下準備も必要不ふ可か欠けつ。

　次の大きな戦いがいつあるかもわからない以上、前の戦いで使った分は、早めに補ほ充じゆうしておく必要があった。

　それを後ろで立って眺めているアリサに、

「面白いか？　オヤジの裁さい縫ほう眺ながめてて」

　言ったクラウスは、野宿の手伝いをしようとしないのを皮肉ったつもりだったが、彼女は素直に、

「うん。わりと。ルグナード、見かけによらずけっこう器用だし、凝こった縫い方するし」

「見せ物ではない」

　針と糸を動かす手は休めぬまま、ルグナードは憮然と、

「それより、できればクラウスといっしょに食料を調達してきてくれ。とりあえずの干し肉や乾パンはあるが、やはり新鮮なものの方が旨うまい」

「ん。わかった」

　あっさりと答えて立ち上がるアリサに、クラウスは薪をあたりに置きながら、

「やけに素直だな。野宿を嫌がってた割には」

「いやがっても野宿は決定でしょ？　ならせめて、おいしいごはんを食べることでも考えないと」

「気持ちの切り替え早ぇな」

「引きずってても仕方ないし」

　言葉をかわしつつ、二人は並んで森へと向かう。

　草木に鳥に小動物。その中には食べられるものも多い。

　少し奥に行けば小さな湖。水が流れ溜まってできたものなのか、淵海孔アビスゲートだった場所が封印樹に浄じよう化かされてできたものなのかはわからないが、そこには魚たちの影も見えた。水場としても文句なし。

　やがてエモノを追ううちにも、陽はだんだんと傾いて──

　夜の帳とばりが降りる頃。街道から少し離れた空き地には、灯った明かりが三つほど。

　うち一つは、ナクアの実の半透明なカラに水と魔力素マナチツプを入れたランプ。残る二つはたき火の明かり。

　一つのたき火は暖だんを取るため。そしてもう一つは──

「そろそろか」

　言ってクラウスが、羽織っていた防ぼう寒かん用ようのマントをはね上げ、たき火の一方を棒きれで散らして消すと、その中から現れたのは大きな土団子。熱せられ続けた表面は硬かたくなっている。

　取り出したナイフの鞘先でつついて割れば、宵よいの風に肉の芳ほう香こうが漂ただよった。

「……うわぁ……」

　防ぼう寒かんローブに身を包んだアリサが思わず感かん嘆たんの声を上げ、興きよう味み津しん々しん眺める中、土団子の硬くなった表面をクラウスがはがしてゆけば、中から緑色の塊かたまりが出てくる。

　くるんだ緑の葉をさらにはがせば、濃厚な香りがあたりにあふれ出た。

　香こう草そうをたっぷりきかせた鳥の蒸むし焼き。それがクラウスの作った料理だった。ふりかけた塩以外は、全部あたりで調達したものばかり。

「うっわ。うっわ。これ。うっわ」

　アリサはそれを指さしながら、めちゃめちゃきらきらした目で、できた料理とクラウスとを交互に見つめ、意味不明の声を上げる。

「落ち着け。いいから」

　言いながら、クラウスもまんざらでもない様子。

「すっごい！　見直したよクラウス！　とりえってあったんだ！」

「……気づいてないだろうけど、誉めてないぞそれ」

　クラウスは肉を適当に切り分けて、大きな木の葉を重ねた即そく席せきの皿によそうと、一緒に焼いたイモを添そえ。

「ま、隠し芸程度の腕だけどな。男でもこれくらいの料こ理とはできる方が格好がつくだろ」

　アリサは、視線は料理にくぎづけのまま、それでもこくこくうなずいて、

「すごいよクラウスかっこいいよ！　理想のお母さんって感じで！」

「その格好良さはいらん。お前の肉、小さい奴な」

「ああっ!?　なんでっ!?　ほめたのにっ！　大きいのがいい大きいの！　食べたあと、お礼に歌、歌ってあげるからっ！」

「歌ぁ？」

　眉をひそめるクラウスに、アリサはこっくりうなずいて、

「うん。こう見えても、ちょっと大きめの酒場で歌えば、安宿の宿やど賃ちんにはなるくらいのかせぎは出るんだから」

「マジか」

「ほう。それはぜひ聞いてみたいものだな。クラウス、いいから多めにわけてやれ」

「……あとになって『うそでした』とか言うなよ……」

　疑いのまなざしを向けつつ、それでもクラウスはアリサのぶんを少し多めに取り分ける。

　お上品とはいえないが、雑ざつ談だん混じりの旨い夕食。

　やがて、鳥の残りが骨だけになってしばし。

　夜風に歌が流れはじめた。

　満天に満ち降ふる星を背景に。

　風が吹き鳴らす木の葉の奏かなでを伴奏に。

　それは歌か詞しを持たないハミング。流れるように、たゆたうように。夜の空気に溶けてひろがる。

　たき火とランプの明かりに照らされ、アリサは自らの体を一つの楽器と化して、音の流れを紡つむぎ奏でる。

　静かな深い旋せん律りつに、ルグナードは瞳を閉じて聞き入って。

　クラウスは──

「──あ。ちょっとすまん」

　声を上げ、音の流れを断ち切って。

「すまん。ちょっと腹の調子が悪い」

「えー。それってあたしの歌が──」

「せっかくいい気分で聞いて──」

　アリサとルグナード、二人の抗こう議ぎが途中で消えたのは、たき火に照らされたクラウスの顔に、びっしりと浮かんだ汗を見て取ったからか。

「……いや……アリサ、たいしたもんだよお前の歌……悪いな邪じや魔まして……

　ちょっと顔でも洗ってくる」

　言ってなんとか立ち上がり、たき火に背を向け、水場の方に歩いてゆく。

「……だいじょーぶ？」

　後ろからのアリサの呼びかけに手を振って応え、歩みを前に進めつつ。

　──何だこれ──

　クラウスは心の奥でつぶやいた。

　本当は腹が痛いわけではない。

　原因は、歌、だった。

　アリサの歌を誉ほめたのは世辞ではない。綺き麗れいだと、心の底から思ったし、これならば彼女の言うとおり、小遣いくらいは十分稼かせげるだろうとも思う。

　だが。

　綺麗なはずの曲を聞いているうちに、わけのわからない不安が胸の奥から湧いて出て。それはまるで、目覚めた途と端たんに忘れ去る悪夢のように、クラウスの魂こころを締めつけた。

　どうにも気分が悪くなり、とうとう声を上げたのだ。

　歌が中ちゆう断だんした今は、少し気分もよくなっていたが。

　──一体何だってんだ……くそっ……！

　自分自身のわけのわからない反応に、クラウスは、ただとまどうだけだった──



    

  
    
      



　こいつらは。

　一体何をやっているんだ。

　脳のう裏りの片かた隅すみに影のようにうずくまるその疑問を、しかしマドックは、ずっと口に出せずにいた。

　町や村からも、街道からも離れた野原。草木の他には何もないようなその場所に、停まっているのは見た目の違う馬車六台。

　うち一台はマドックたちの乗ってきたものだが──どこからともなく集まってきて、それぞれの馬車から三、四人ずつ、ローウェルたちと同じように黒ローブに黒フードの、影かげ法ぼう師しのような男女が姿を現した。

　珍しくもない格好ではあるが、さすがにこの人数全員がこの姿で揃うと、どこか異い様ような空気が漂ただよう。どこかの修しゆう道どう院いんかここは。

　一同はあたりに散ると、何かの書類を手に手に持って、あちらこちらを調べたあげく、やがて地面に何かの紋もん様ようを描いた。

　それが神呪セレストルを使うための紋も様のだとはマドックにもわかったが、ではどんな神呪セレストルか、というところまではわからない。

　影法師たちはそのうち大きな輪になって、呪しゆを唱えて印を切り──

　しかし何も起こらない。

「無理ね」

　しばしの沈ちん黙もくを置いてから、言ったのはローウェルだった。

　それをきっかけに影法師たちは集まりながら、

「どこだ問題は」

「樹の規き模ぼだろう。砂はザルからこぼれても、石はザルの目を通れない」

「比ひ喩ゆとしての理屈はわかるが、だから規模の問題だと結けつ論ろんづけるのは性せい急きゆうだ。まだまだ多面的な検けん討とうが必要だ」

「理り論ろん上じよう、呪しゆの文法と術じゆつ式しきに問題がないというのなら、魔力素マナチツプの規模や使用タイミング、あるいは紋を描く材質の問題ではないのか」

「いや。呪しゆの文法と術式に問題なし、と断言できる論ろん拠きよもない」

「ともあれ成功時との差さ違いを検けん討とうして、しばらくは試し行こう錯さく誤ごあるのみか」

「しかしその場合、第一目標としてこの方向での効こう果か拡かく大だいを求めるのは妥だ当とうなのか」

　何やらいろいろ語りはじめる。

　マドックは、少し離はなれて佇たたずんで、彼らの会話を聞き流していた。

　いや、正確に言うならば。

　聞き流すように努めていた。

　ローウェルたちは一体何をやっているのか。やろうとしているのか。

　ともすれば。

　その疑問に対する答えが、深みから浮き上がり来るあぶくのように、想像として思い浮かびそうになることがある。

　だがそのたびにマドックは、あわてて他のことを考える。

　答えを知ってしまったら。想像できてしまったら。

　自分はもう、どこかから戻れなくなる。

　そんな確信めいた予感が、ずっとつきまとっているから。

　ローウェルたちに問いただすことなど当然論ろん外がい。

　佇む影たちを眺めつつ。

　マドックは必死で、昔の女のことをひたすら考えていた。



　場末の酒場は品のない喧けん噪そうに満ちていた。

　酒とタバコと油のにおい。大声の語りにバカ笑い。

　──少し大きな町になら、どこにでもこういった酒場はあり、どこも似たような雰囲気なのだが。

　そんな店の戸口に近い一角に、三人はいた。

　古びたテーブルの上、三つ置かれたカップのうち、二つの中身は酒ではなく水。

　あとは小皿に盛られたクラッカー。

「不景気な話だ」

　憮然とつぶやくルグナードの向かいでは、クラウスが、小さな笑みを浮かべて髪をかき上げ、

「ぼやいたところで何もはじまらないぜ」

「……なあクラウス、前にも同じような会話をしたことがなかったか？」

「夢ででも見たんじゃないのか」

「だとしたら嫌な正夢だな」

「はいはいそこ。不景気な顔しない」

　二人の横ではアリサが言って、香りづけに酒を垂たらしたジュースをあおる。

「せっかくあたしがおごってあげたんだから。もうちょっと盛り上がる」

　恩おん着きせがましい言いように、二人は小さくうなずいて、

「うむ。おごってくれて感謝するぞ。クラッカー一皿」

「オレ大好きなんだ。クラッカー一皿」

　さすがにアリサはムッとして、

「……文句があるならあたしが食べるけど」

「いやそれは」

「感かん謝しやしているのは本当だ」

　あわてて二人は顔色を変えて言いつのる。

　マドックを追いはじめて今日で五日。

　彼を乗せた馬車の跡あとを見失ってはいないのだが、クラウスとルグナード、二人の路銀がそろそろ危ない。

　なにしろ前に淵海孔アビスゲートのあと片づけを手伝って、報奨金をもらって以来収入は無し。

　途中で何かの小こ遣づかい稼かせぎでもできれば話は別だったろうが、そういう話にも出会わず。

　──アリサは時々、酒場で歌を披ひ露ろうして小遣いをかせいでいたが、当たり前だが分け前をくれるわけでもない。

「あー……楽で手早く終わってヤバくない儲け話が飛び込んで来ねえかな」

　ムチャな夢む想そうを語るクラウスを、今回ばかりはルグナードもたしなめず、

「同感だな。

　そういえばクラウス、前にお前とこんな話をしていた時ではなかったか？　店のドアが開いてあやつが入ってきたのは」

　あやつ、とはもちろんマドックのことである。

　クラウスも、そばのドアに目をやって、

「ああ。あの時は、もうけ話が向こうの方から来てくれた、と思ったが──」

　と、その時。

　店のドアがきしんで開き、入って来たのは男が一人。

　クラウスとルグナードが凍こおりつく。

　入って来たのはマドック──

　な、わけはない。

　タイミング良くドアが開いたせいで、一瞬、何かを期待してしまったが、客は全くの別人だった。

　ローブを纏った、金髪の、知らない男──

　でも、なかった。

「おや？　あなた方」

　一同に目を止めて、声をかけて来たのは、その金髪の方からだった。

　確かにどこかで見た顔なのだが、それがどこでだったのか、クラウスにはどうにも思い出せない。

　男はクラウスたちのテーブルに歩み寄り、

「フューペルの町ではご活躍でしたね。──といっても、皆さんは私のことを憶おぼえていらっしゃるかどうか」

　三人は沈ちん黙もくする。

　フューペルといえば、クラウスたちとアリサが出会い、淵海孔アビスゲートが出現した町だが……

　最初に思い当たったのはアリサだった。

「あ！　報ほう奨しよう金きんもらった時、詰つめ所しよにいた人!?」

　言われてクラウスも思い出す。長くなりそうだった警けい備び隊たい長ちようの話を途中で止めた──

「ああ。あの」

　貴族のぼんぼんっぽい人、と続けかけて、あやうくそれはのどもとで止める。

「気にはなっていたんですよ。なにしろみなさんはあの時──」

　金髪男は、テーブルの上にかがむように身を乗り出すと、声を低めて、

「マドックのことを話していらっしゃいましたから」

『──!?』

　動揺は、やはり空気ににじんだか。男はにっこり笑うと背を伸ばし、

「ご同席させてもらってもよろしいでしょうか？　皆さんにとっても悪くないはずの話があるんですが」

　三人は顔を見合わせて──

「どうぞ」

　ルグナードが、空いている席を目で指した。

「感謝します。

　私はフォックス＝ゴーン。フォックス、と呼んでもらえれば結構です」

　金髪男──フォックスが席につくのを待ってから、クラウスたちもそれぞれが名乗る。

　フォックスがあらためて人数分の酒とツマミを注文し。

「話というのは他でもありません」

　注文の品が運ばれ、代金を払い。店員がテーブルを離れるのを待ってから、フォックスは口を開いた。

「あなたたちはマドックを追っているようですが。

　彼を、できれば生かしたまま捕らえて私に引き渡してもらいたいんです」



    

  
    
      　その話に、アリサがとまどいのまなざしをクラウスたちに向けて来る。

　しかしルグナードは落ち着いたものごしで、

「──ということは。

　彼にかけられた賞金額以上のものはいただける、と考えて良いのですな」

「もちろん。

　私が今、考えている条件は──」

　笑顔でフォックスが提案した条件は、確かに悪くないものだった。

　ある程度の支し度たく金きんは前渡しで、食費宿代などの旅費も出す。

　乗のり合あい馬ば車しやを使ってもいいし、場合によっては馬車を借りるのもかまわない。

　それとは別に一日あたりの手当てがいくらか。

　くわえてマドックをうっかり殺してしまった場合、彼の首にかかった賞金額よりやや多め、生かして捕らえた場合にはその四倍近い額を払う──というもの。

　それぞれのあらゆる額が相場より上。

　トータルで考えれば破は格かくと言っていいだろう。

「こちらで何かの情報を掴つかんだ場合、なるべく早くお知らせします。

　もちろん、あまり長引くようでしたら依頼をうち切ることもありますし、他の誰かがマドックを捕らえるか殺すかすれば成功報酬は無し、ということになりますが。

　──概がい要ようはこんな所です」

　フォックスはそう言って口を閉じた。

　あまりにも良すぎる条件に、三人はしばし呆ぼう然ぜんとして。

「──いいのかその条件で……」

　確認というより独り言のようにつぶやくクラウスに、

「もちろん」

　と、迷わずうなずくフォックス。

　だが一方で、ルグナードとアリサは複雑な顔。

　カップを傾かたむけ、酒をひと口含んでから、

「わけあり──だな」

　とルグナードが問えば、フォックスは涼すずしい笑顔で即そく座ざに、

「ええ。だからこの金額なんです」

　それはつまり──事情は聞くな。余計な詮せん索さくは一いつ切さい無む用よう。仕事が済すんだら全て忘れろ。そういった意味。

　流れの傭よう兵へいなどというものをやっていれば、この手の条件がついた仕事に出くわすことは何度かある。

　その場合おおむね、犯罪に関わっているか、でなければ名家の名誉や体面だのに関わっているか、のどちらかである。

　前者にうっかり引っかかれば、ふと気がつくと人生のドロ沼ぬまに首までどっぷり、ということにもなりかねないのだが。

　さて、この件はどちらなのか。

　視界の隅すみでフォックスを見ながら、クラウスは考える。

　そもそもこの男、名乗っただけで、身分も地位も明かしてはいない。ちょっとした町の警備隊長に苦言を吐はける立場ではあるようだが。

　マドックとの間にどんな因いん縁ねんがあるのかも不明。

　むろん事情がどうだろうと、マドックが人を殺したお尋たずね者だという点だけは変わらない。とっ捕まえて突き出すことに良心の痛みはないが──

　問題は、自分たちがおかしなことに巻き込まれないかどうか。

　ちらりとルグナードに目くばせすると、彼はかすかにうなずいてから、

「アリサはどう思う」

「なんでそっちに聞く。」

「レディファーストという言葉ぐらいは知っているだろう」

　言われてクラウスは沈黙した。レディファーストという言葉の響きが、ちょっと紳しん士しっぽくってかっこよさそうだったから。

　聞かれたアリサは、しばらくの間何やら考えていたが、やがて顔を上げ、一同を見回すと、

「受けていいと思う」

「なら決まりだ」

　とルグナード。

　オレの意見はどーなる。などとクラウスはちょっと思ったりするが、かといって、とりたてて反対する理由はない。

　何かにおうのは確かだが、ここで話をつっぱねれば、次にいつ仕事にありつけるかもわからないのだから。

　とはいえ黙って聞いているだけ、というのもなんだかアホっぽい。クラウスはフォックスに目をやると、髪をかき上げながら、

「余計なことは聞かないが──必要なことはちゃんと聞かせてくれるんだろうな」

「ええ。もちろん」

　彼はテーブルに身を乗り出すと、声を低めて、

「私が今持っている情報によると、マドックの仲間はおそらく四人。うち一人は女、一人は御ぎよ者しや」

「そいつらの素す性じようは」

「不明です。

　が、最近、トルマレード領りようを縄なわ張ばりにしている裏組織の間で内ない紛ふんの予よ兆ちようあり、との噂うわさも聞きます。

　そこから想像すると──」

「なるほど、な」

　クラウスは納得した。

　大きな抗争ドンパチを目前に控ひかえて、手配犯や傭兵を取り込んで戦力を充実させている、ということか。

「けどもしそうなら、マドックに手を出すと組織に睨にらまれることにならないか？」

「それは大丈夫でしょう。

　マドックが組織の重じゆう鎮ちんならばいざ知らず。

　賞金首と承しよう知ちの上で、使い捨ての戦力として取り込んだばかりの新入りなら、そこまでの話にはならないでしょう」

「だろうな。その予想が当たっていれば、の話だが」

　ルグナードの表情からは、何を考えているのかは読めないが、フォックスの説明に納得していないのは確かだろう。

　こういう裏がありそうな依頼の場合、警戒はしておくに越したことはない。

　何もなければ杞き憂ゆうだったと笑えば済むし、逆に何かがあった場合、心構えがあるとないとでは大きく違う。

　もちろん世の中、心構えだけではどうにもならないこともあるのだが──

「それで。マドックが今どこにいるとかは？」

　身を乗り出してアリサが問えば、答えはすぐに返ってきた。

「最新の情報だと、昨日の時点でレイオンの町へ。そこからどうやら西に向かっているようです」

　情報が確かなら、思ったほどには引き離されていないことになる。

「馬車にしては進みが遅いので、ちょくちょく道草を食っているのではないかと思われます。どんな道草なのか、まではわかりませんが」

「……たいした情じよう報ほう網もうだな」

　感心するクラウスに、フォックスは変わらぬ笑みで、

「ええ。早耳だけが自慢でして。腕っぷしに自信があれば、直接仕し掛かけることも考えたでしょうけれど。

　それで連絡方法ですが、そちらからは経過報告を宿に伝言していただいて、こちらからは適てき宜ぎ連絡、という形でお願いしたいのですが」

「一いつ緒しよには来ないのか」

　問うクラウスにフォックスはうなずき、

「ええ。申し訳ありませんが、こちらもいろいろと忙しい身でして。

　ともあれ、引き受けていただけて助かります。

　諸もろ々もろの細かい取り決めはあと回しにして、とりあえず今は前祝い、ということでパーッとやりましょう。

　もちろん、全部私のおごりで」

　おごり、という甘かん美びな響きに。

　これでクラッカーと水の悲しさからは解放される、と、クラウスとルグナードは、この時ばかりは心の底からの歓声を上げたのだった。



　歌が聞こえる。

　流れるように、たゆたうように。

　それは歌詞のないハミング。

　女の声は、時には強く、時には優しく夜風をふるわせ。

　酒場の裏口から夜風の中へとまろび出て、クラウスは、大きく一つ、息をつく。

　フォックスからの依頼を受けたその三日後。乗合馬車を利用して、マドックの乗った馬車を追い。

　ここ、ウルスの町に到着したのは、日が落ちたのとほぼ同時。

　とりあえず宿を取り、聞き込みを兼ねて酒場に入ったのだが──そこでアリサが、歌う、と言い出したのだ。

　もちろん、フォックスというスポンサーがついた今、小遣いかせぎをする意味はあまりないのだが、歌はたぶんアリサにとって、趣しゆ味みのようなものなのだろう。

　──あいかわらず──

　彼女の歌を聞くたびに、なぜかクラウスは気分が悪くなる。

　自分でも、どういうわけだか全然わからない。

　アリサの曲のレパートリーはいくつかあって、もととなる歌があるわけではなく、なんとなく作ったものだとか。どれも綺き麗れいなメロディラインで、いい歌だ、とはクラウスも思う。

　だが。

　彼に限って、聞き続けるとなぜか調子が崩くずれる。

　ルグナードや他の客たちは普通に聞いているのだが……

　小さな頃、馬車で酔ったことがあるが、感覚としてはあれに近い。とはいえ歌で乗り物酔いを起こすなど、ついぞ聞いたことはない。

　もちろんそんなこと口には出せず、歌うのをやめろ、とも言えない。

　それで結局クラウスは、アリサが歌を披ひ露ろうするたび、ただひたすらがまんしたり、酔ったふりをしてトイレにこもったり──あるいはこうして、裏口などからこっそり抜け出したりしている。

　外に出てもアリサの歌はまだ聞こえるが、ひんやりとした夜の空気を胸一杯に吸い込むと、いくらか気分は楽になった。

　窓からは酒場の明かりが漏もれてはいるが、裏口に面した細い通りは、他に明かりらしい明かりもなく、通りの先には深い闇やみだけがわだかまる。

「──いい歌ね」

　突然。

　闇の奥から声をかけられ、クラウスはあわててふり向いた。

　黒が揺ゆれる。

　ゆらめきは、かすかなかすかな明かりの中に、人影となってにじみ出す。

　その中で、顔だけが白く浮き上がり。

　女、だということは最初の声でわかっていた。

　防寒用の黒いローブとフードを纏まとった、闇にまぎれるかのような姿。フードの下からは金色の前髪が少し覗のぞいている。

「ああ。いい歌だ」

　酒場の壁に背を預あずけ、クラウスは答える。心の中で、オレには合わないんだけどな、とそっとつけ加え。

　女はクラウスの方に歩み寄りながら、

「酒場の中で聞かないの？」

「そういうあんたは？」

「歌に誘われては来たんだけれど、こっちはちょっと事情があって」

「オレも同じく、だ」

「──そう──」

　女は言うと、クラウスから少し離れた所で足を止め──

「あー？　仲のいいこってすなこんな所で」

「おいやめろって」

　ろれつの怪しい男たちの声は、女が来たのとは逆から聞こえた。

　クラウスが目をやれば、そこにはあからさまに典型的な酔っぱらいの二人組。

　べろんべろんになった一人を、まだマシな一人が肩で支えているという構図は、まさに酔っぱらいの鑑かがみと呼ぶにふさわしい。

　どうやらクラウスと女の話し声を耳にして、恋人同士の睦むつ言ごとと勘かん違ちがいしたらしい。

「いーですなー若いモンは！　道のまん中で見せつけてくれてちくしょー！」

　このままからまれるのも面倒である。クラウスは、以前、ルグナードが酔っぱらいをあしらっていたのを思い出して、

「うるさかったっていうんなら悪いな。

　今ちょっと借金の話をしててな。金返すのを手つだってくれるってのなら、話に混ざってくれていいんだけど」

　言ったとたん。

　酔っぱらい二人は一瞬沈黙してから、

「道のまん中で不景気な話するなちくしょー！　厄やく払ばらいに飲み直すぞー！」

「いいかげんにしろってお前も！　──邪じや魔ましたな！」

　二人はよたよたきびすを返し、もと来た道を戻ってゆく。

　そんな様子を見送ってから、女はくすくす笑いつつ、クラウスのそばの壁にもたれると、

「喧けん嘩かになるかとも思いましたけど、そういうあしらい方もあるんですね」

「見よう見まね、だけどな」

　と、クラウスも笑みを向ける。

　明かりが乏とぼしく、はっきりとしたことは言えないが、顔立ちからすると女はクラウスよりも年下だろう。アリサと同じか、もう少し下かもしれない。

　なぜこんな時間にこんなところをうろついているのかは知らないが、野や暮ぼな詮索をする気はない。

　並び佇む二人の上を、アリサのハーモニーがしばし流れて。

　どれくらい経たったのか──歌がまだ続いているところから、それほど長い時ではないはずだが──

「こんな所にいらっしゃいましたか」

　女──いや、少女が来たのと同じ方から聞こえてきたのは男の声。

　ずいぶんと来客の多い裏通りである。

　闇からにじみ出たのは、女と同じように、黒いローブとフードを纏った男。

　としは三十ほどだろうか。暗さのせいか、えらく仏ぶつ頂ちよう面づらに見える。

　どこの町にでも転がっていそうな平へい凡ぼんな顔だが、どこか冷えたそのまなざしがクラウスには気になった。

　少女は壁から背を離し、

「ちょっと、歌につられて」

　言えば男は、しばし耳を傾けて、

「いい歌ですね」

「でしょ？」

「ところで──」

　と、男はクラウスにまなざしを送り、

「そちらの人は？」

「味方よ」

　答えて少女は男の方に歩み寄りつつ、

「酔っぱらいにからまれそうになったのを助けてもらったの」

「助けた、ってほどじゃねえよ」

　と、壁にもたれたままでクラウス。

「いずれにせよ世話にはなったようだな。礼を言う。

　──さあ。そろそろ」

　男が、クラウスと少女に交互に言えば、少女は小さくうなずいて、

「そろそろ時間ね。──じゃあ」

　クラウスに目をやった少女の横で何かが揺れる。黒い手袋に包まれた手を振ったのだと気づくのには、わずかに時間を要した。

「ああ。じゃあな」

　二人の背中が闇に溶けるのを待たず、クラウスは視線を虚こ空くうに移す。

　やがてほどなく。

　震ふるえる声が夜風に消えた。

　どうやらアリサの歌が終わったらしい。

「──さて。じゃあオレもそろそろ戻るか」

　一人小さくつぶやくと、クラウスは壁から背を離した。



　ほくほく顔でアリサがテーブルに帰ってきたのは、クラウスが戻ってほんの少ししてからだった。

「あー。歌った歌ったー」

　おひねりをおさめた小袋は、結構大きくふくらんでいる。中身が小銭ばかりだとしてもそれなりの額にはなるだろう。

　どうやら今日も、歌は好評だったようだ。

　歌のたびにクラウスが席を外すのは、たぶんルグナードもアリサも気づいてはいるのだろう。

　だが何かを察してか、二人は何も聞いて来ない。そのことについてはクラウスも感謝していた。

　なぜそうなるのかは自分でもわからないのだし、かといって、はっきりしている部分だけを口にすると、『アリサの歌を聞くと気分が悪くなる』──と、ケンカを売っているようにしか聞こえなくなる。

　クラウスは髪をかき上げながら、

「けどたいしたもんだ。これだけは素直に感心するよ。

　ひょっとしたら、吟ぎん遊ゆう詩し人じんか何かをやっても食って行けるんじゃないか」

　述のべた賞賛の言葉に、アリサは笑顔で、

「『これだけは』っていうのがなんか引っかかるけど、ありがと。

　じゃあここは、好こう評ひよう御おん礼れいってことで、クラウスにパーッとおごってもらって」

「うむ。悪くない」

　これにはさすがにクラウスもあわてて、

「いや待て。ここは、もうけたアリサのおごり、って所だろ」

「うむ。悪くない」

「えー。なんであたしが」

「……叔お父じ貴き。他ひ人とのおごりならなんでもいいのか」

「当然だ。それはそうとその呼び方はやめろ」

　堂々たる返答に、クラウスとアリサは目と目で心を通わせて、

「じゃあここはやっぱり──」

「年上がおごる、ってことで」

「いや。それは良くない」

　などと軽口を交わし合う。

　フォックスというスポンサーがついたのは大助かりだが、だからといって、経費の名目で好きなだけ飲み食いができるわけではない。

　さすがにテーブルの上が水とクラッカー、などというもの悲しい状態は解消されて、今は酒とそれなりのツマミが並んでいるが、調子に乗ってハメを外せばそのぶんは自腹ということになる。

「まあそれはそれとして、だ」

　ひとしきり軽口をたたき合ったあと、ルグナードはツマミをかき込んでから、

「ちょっと聞き込みをやってくる。お前たちはここで荷物番をしていてくれ」

　言うとカップを片手に立ち上がる。

「それならあたしも──」

「いや」

　立ち上がろうとしたアリサを制して、

「ここにいてくれ。その方が何かとやりやすい」

　とだけ残すときびすを返し、店のカウンターの方へと向かって行った。

　その後ろ姿を眺ながめつつ、アリサは腰を落ち着けて、

「あたしがここにいた方がやりやすい、って。どーいう意味だろ」

　つぶやきに、クラウスはカップを持った手を止めて、

「ああ。ダシに使うんだ」

「だし？」

　眉をひそめる彼女に、クラウスは、カップの中身をひと口やってから、

「叔父……ルグナードのよく使う手でな。

　一人だけ輪から外れて、『若い連中からつまはじきにされた』みたいなことを言いながら、そこいらのおっさんと話のきっかけを作るんだよ」

「ふーん」

　クラウスとアリサがちらりと目をやれば、ちょうどルグナードと、隣に座った見知らぬ親父が、こちらにちらりと目をやる所で、二人の目もとに小さな笑み。

　──あのおっさん──

　クラウスは内心げんなりとつぶやいた。

　表情から予想すると、ルグナードはたぶん『若いカップルに当てられたんで、邪魔者は中座する』とかいった話を作っているのだろう。

　むろんそんなこと、アリサの前では口にできないが。

　彼はアリサに向きなおり、

「で、いつも、こういう馬車を知らないか、なんてまっすぐな聞き方はしない。

　情報料に小銭を要求してくる奴もいるからな。

　たぶん今度の場合なら──

　自分はこんなにもツイてないんだ、って適当な不景気自じ慢まんをして、その流れで、街かい道どうでこれこれこんな馬車に泥水をひっかけられた、って話でもするんだろうな。

　相手が例の馬車に見覚えがあれば、『似た馬車なら見たぜ』って話が返ってくる」

「なるほどー。かしこいなルグナード。

　じゃああたしたちはここで、仲良さそうにしゃべってればいいんだね？」

　楽しげな笑顔をつくるアリサに、クラウスも親愛の笑みで、

「そういうこと。仲良く楽しそうに見えればいいんだから、話の中身はグチでもメシの話でもいい。

　──とりあえずここらで笑っとくか」

　あははは、と二人で笑い声を上げれば、カウンターでルグナードと隣の親父がこちらに目をやり、苦笑して。

　それからしばらく。

　クラウスとアリサは仲良さげな外見だけは保たもったままで、最初はルグナードをダシにしたあれこれの話。そこから流れて困った依頼人、なぜか幽霊話に流れて行って、気がつくと食べ物にまつわるイヤな話になっていて。

「割ったとたん、黒紫色したモノがぼちょっ、と落ちやがってよ。卵が中で腐くさってたんだろうな」

「ひぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁ……」

　クラウスが親しげな笑顔で言えば、アリサも笑顔で細い悲鳴を上げてから、

「……ところでクラウス、ちょっと前から思ってたんだけど、気持ちと表情がズレたまま話をするのってけっこうツラいよ？」

「知ってる。オレもツラい。

　けどこれもルグナードのサポートのため。仕事だ仕事」

「しごとかぁ……そう言われるとなー」

　二人がひきつり気味の笑みで語り合ううちにも、ルグナードは時折、あちらからこちらへと、席と話し相手とを替えて。

　それでもやがて、何人めかとの談笑を終え、クラウスたちのテーブルに戻って来ると、席につくなり眉をひそめ、

「お前ら笑いっ放しで気持ち悪いぞ」

『言うにことかいてそれかっ!?』

　第一声で努力を全ぜん否ひ定ていされて、思わずハモるクラウスとアリサ。

　だがルグナードは淡たん々たんと、

「二人とも最後は笑顔が引きつっていたぞ。

　無理に笑わんでいい。ああいう時は自然でいいんだ自然で。

　それはそうと──

　案外、早くカタがつくかもしれんぞ」

「それって──」

「ということはつまり──」

　テーブルに身を乗り出す二人に、ルグナードはうなずくと、

「今日の夕方。この町で、それらしい馬車を見た奴がいた」

「この町で!?」

　思わず声を上げたクラウスに、ルグナードは小さくうなずくと、

「ああ。この町だ。

　だがまずは落ち着け。くどいようだが大声を上げるな。

　本当にその馬車なのかどうか。当たりなら、どんな奴が何人乗っているのか。マドックが一人で行動することはあるのか。

　仕掛けるならそういったことを確かめてからだが、何かの拍ひよう子しに機会が来るかもしれん。心づもりはしておけ。

　ともあれ明日はそのあたりの調査を──」

　ルグナードの言葉を途中で遮さえぎって。

　どんっ、と一つ。

　響いた揺ゆれに、酒場は刹せつ那な沈黙した。

　クラウスはもちろん知っている。

　それが何を意味しているのか。

　だが。

　こんな。

　他の客たちもおのおのの居場所で凍こおりつき──

「え？　また海が出たんだ？」

　その硬直を解といたのは、アリサがこともなげに言ったそんな声だった。

　酒場がざわつく。恐怖と混乱に。

　クラウスは、がたんっ、とイスから立ち上がり、

「……嘘だろ……」

　叫んだつもりだった自分の声は、しかし小さくかすれていた。

　淵海孔アビスゲート。

　それは本来、しょっちゅう現れる現も象のではない。

　一つの地方で十年に一度か二度、あるかどうかといったところか。人によっては一生そんなものと縁のないまま過ごすこともある。

　クラウスたちのように、広い範囲を流れていれば、ニアミスをする確率も当然高くはなるのだが──

　いくらなんでも、この短期間で何度も発生時に居合わせることなど普通ありえない。

　なおかつそのうち二度までが、町の中で、など──

　だが、ありえないと言い張ってみたところで、現実が変わるわけもない。

「──くそっ！」

　毒づくと、クラウスは、傍らに立てかけてあった剣を取ってきびすを返す。

「クラウス！」

「──ちょっ──!?」

　後ろでルグナードとアリサの声。それを無視してクラウスは、店のドアノブに手をかけて──

「待て！」

　その腕を取って止めたのはルグナード。

「逸はやるな！　俺達が今優先するのは──」

「放せよ！　海が出たんだぞ！　すぐにあいつらが来る！　奴らを！　たとえ一匹でも多く！」

　止められて、クラウスの頭に血が昇る。ふりほどこうともがいても、ルグナードは手を放さずに。

「行くなと言っているのではない！　先走りするな、冷静になれということだ！」

「オレはっ……！」

　冷静だ、と言いかけて、やめた。

　そうでないことは自分でもわかっている。

　だが、心が言うことを聞かない。一匹でも二匹でもより多く、淵アよビりス来フるオもーのムたちをこの世界から消し去りたい。どこか心の奥深く、どす黒い所から次々とわき上がり続けるその衝しよう動どうを、どうすればせき止められるのか。クラウス自身にもわからない。

「一人で先走れば無駄死にするぞ！　十の敵を倒せても、倒れればそこで終わりだ！　なら生きて、戦い続けた方がより多くを倒せる！」

「……わかってる……」

　力を抜くと、肩で大きく深呼吸。衝動はおさまらないが、それでもだいぶマシにはなった。

「なら状況を見て策さくを練り、連れん携けいしろ。一人で走るな。

　──アリサ。手を貸してくれるな」

　ルグナードが振り向き、問えば、

「いいよー」

　と、すでに、槍刃ブレードスピアを手にした少女の、あまり緊迫感のない返事。

「なら、行くぞ」

　ルグナードの言葉にうなずくと、三人は、揃そろって店をあとにした。



　夜をひと足進むたび、潮しおのにおいが強くなる。

　逃げ来る人波に逆らい進めば、自然とそこにたどり着く。

　海の領りよう域いき。異い形ぎようの蹂じゆう躙りんする世界。

　しばらく前にも見た光景。

　違うのは町並みと──最初から三人が連携していること。

　街灯の立つ通りの途中。分かれ道で三人は三方に散った。

　クラウスは正面、アリサは左、ルグナードは右。

　それぞれ適当に戦って、向かい来る異形の数が増えれば、圧おされるそぶりを見せて来た道を少しずつ戻り、やがて最初に分かれた場所で合流する。

　そのまま全員で少し退さがれば、おびき寄せられた淵アよビりス来フるオもーのムたちがぞろぞろと、一つの道に集まって来る。

　異形の中には罠わなだと気づいた者もいただろうが、もう遅い。

　クラウスとアリサより後ろに退いたルグナードは、すでに神呪セレストルの準備を終えている。

　夜の中、逆立つ赤毛と重力に逆らいなびくマントとが、解き放たれんとする力を蓄たくわえ薄い光を纏っていた。

「よし！」

「あとお願い！」

　異形の先頭集団をおしとどめていたクラウスとアリサが同時に飛び退き、それを合図にルグナードは一撃を解き放つ！

「数多の角持つ獣の蹄トラガルド・イクシオ！」

　はじけた音はまさに雷鳴！

　マントに染め抜かれた儀式方ほう陣じんから生まれた無数の雷いかずちは、地面と平行に虚こ空くうを貫つらぬき、異形の群れを貫いた！

　大気の焦げるにおいが刹那、潮のにおいをうち消して。

　いくつもの異形が断だん末まつ魔まの痙けい攣れんさえも許されぬまま倒れ伏す。

　相手は整列していたわけではない。今の一撃で実際に倒れたのは、おそらく十にも満たないだろう。しかし浮き足立たせるには十分。

　ルグナードが、再び神呪セレストルの準備をはじめるそぶりを見せれば、淵アよビりス来フるオもーのムの一部はあわてて退ひきはじめ、一部は逆に、そうはさせじとルグナードを目ざして突っ込んで来る。

　だがその前には、立ちはだかるクラウスとアリサ！

　焦り強引な突破を図はかる異形たちを、クラウスの剣が、アリサの槍刃ブレードスピアが薙なぎ払う！

　それでも三匹ばかりが二人を抜いてルグナードへと押し迫り、ねじくれた珊さん瑚ごの剣をふりかざし──

　逃げず踏み込むルグナード。

　マントを割って薙ぎ上げた、その右手にはひと振りの斧おの！

　淵アよビりス来フるオもーのムの肋あばらから顎あご先さきまでを裂さき上げて、返しふり下ろす斧の背で、異形の頭ず蓋がいを叩いて砕く！

　しかし異形のもう一匹がまわり込み、ルグナードに向かって剣をくり出し──

　がぎんっ、と響く硬い音。

　ねじくれた珊瑚の剣は、ルグナードの左手に在ある斧で受け止められていた。

　手斧の左右二刀流。大柄なルグナードならではの力業。

　そして。

　ルグナードは、斧を握にぎった左手の指先をはじく。

　はじかれた小さな欠片かけらは、対する異形の顔に飛ぶ。

　小さく速さも無いそれは飛礫つぶてとさえ呼べぬ。このままでは牽けん制せいにすらならないが──

　ルグナードはその口に、すでに魔力素マナチツプをくわえていた。

　がり、と噛かみ砕くだき、

「はヴじラけンろブ」

　瞬間。

　かけらは異形の、文字通り目の前ではじけた！

　ごくささやかな炸も裂のだったが、顔面で食らえばさすがにたまらない。のけぞる異形を右手の斧でうち砕く。

　それを見た残る一匹は、さすがに警けい戒かいして脚あしを止め──がくんっ、とよろめき、倒たおれ伏ふす。

　うつぶせに倒れたその首くび筋すじには、クラウスが投げ放った小さなナイフが突つき立っていた。

　クラウスは目前の敵てきを相手にしながら、なおかつルグナードの状じよう況きようを見て、援えん護ごの投とう擲てきを放ったのだ。

「器用な真ま似ねを」

　ルグナードは苦笑してつぶやくと、次の魔力素マナチツプを口に含ふくんだ。



　何匹目かの淵アよビりス来フるオもーのムを斬きり倒し、クラウスはおもむろに剣けんを腰の鞘さやにおさめた。

　戦いが終わったわけではない。大きく数を減げんじたとはいえ、あたりに残る異い形ぎようはまだいる。

　舐なめられたとでも思ったか、駆かけ来る一匹を、抜ばつ刀とうとともに斬り伏せる。

　居い合あい斬り──のようにも見えるがそうではない。

　剣は相手が人であろうと異形であろうと、斬れば斬るだけ切れ味は鈍にぶる。

　骨ほねに当たって刃が欠けることもあるし、どうしたところで血や脂あぶらが刀身に纏まといつき、刃を鈍らせる。

　重じゆう量りようで断たち割わる斧おのや大剣ならばともかく、鋭するどさが優ゆう先せんする得え物ものでは、その影響は見過ごせない。

　クラウスはその対策に、鞘の鯉こい口ぐちに、発バ条ネと小さな砥と石いしとを組み合わせたものを仕し込こんでいた。一度抜き差しするだけで──さすがに切れ味を完全復ふつ活かつさせるのは無む理りだが、血ち脂あぶらをざっとこそげ落とすくらいのことはできる。

　乱らん戦せんの中でその動作をすれば、結果として居合い斬りのような形になるだけの話。

　一連の攻こう防ぼうで、おびき寄せた異形たちはほとんどいなくなっていた。倒した数も少なくないが、ひるんで逃げ出した敵も多い。

　数が減ればさらにそのぶん、残った異形たちもなおひるみ。

　クラウスの抜刀斬りが一匹を仕し留とめた、それを機に。

　残る五、六匹の異形たちも、ついに退たい却きやくへと移る。

「追うぞ！」

　クラウスが声を上げれば、

「追うのか……」

「えー……？」

　と心強い返事。

「追うんだよっ！」

　言って答えも待たぬうち、かまわずクラウスは地を蹴けった。

　相手にしていられるか、とばかりに逃げる異形たち。うち数匹に目をつけて、クラウスは追撃を開始する。

　逃げに徹てつするか迎げい撃げきするか、半はん端ぱな迷まよいを見せていた最後尾の一匹に追いつくと、一いち合ごうすら刃を合わせず切り伏ふせる。

　ほとんど足を止めさえせずに、そのままさらに追撃を続ける。待ち伏せに備そなえるため油ゆ断だん無なくあたりに視線を走らせながら通りを行き──

　──？──

　クラウスの足が、ひたり、と止まる。

　たった今。

　駆け抜けた道の左にあった細い路地。

　その奥に、見おぼえのある影が佇たたずんでいたような気がして。

　ローブにフード。そう。さきほど酒場の裏で出会った少女と男のような。

　もちろんそれは、どこでも見かける格かつ好こうではあるのだが──

　視界に入ったのは刹せつ那な。何かの見間違いかもしれないが、逃げそこねた誰かかもしれない。

　気になって、少し引き返して目をやれば、路地の奥には確かに、黒いローブとフードに身を包んだ影かげ。

　見間違いではなかったが──その数はざっと十程度。井い戸ど端ばた会議でもしているかのように、逃げるでもなく佇んでいる。

　異い様ような光景ではあったが、深く考えるより先に、クラウスは声を上げていた。

「何やってる！　早く逃にげろ！」

　声に一団は、びくりっ、とこちらの方をふり向いて──

　距離もある。ぽつりぽつりと街灯はあるが、路地の奥は薄うす暗ぐらい。

　しかし。

　ふり向いたうちの一つ。ローブの下から覗のぞく白い顔。

　クラウスの目に、それは、あの少女に見えた。

「──どうした？」

　後ろからルグナードに声をかけられ、一いつ瞬しゆんそちらに目をやって、

「ああ。人が──」

　言いつつ視線を路地の奥へと戻せば──しかしそこには闇やみばかり。

　横道でもあって立ち去ったのだろうか。ならばなぜ、それまであんな所で突つっ立たっていたのか。

　これではまるで、クラウスが声をかけたせいで逃げたようにも思える。

「人が──どうした」

　追いついたルグナードとアリサは、同じ路地に目をやって。

「誰もいないけど」

「……ああ。さっきはいたんだけどな。もう逃げたらしい」

　釈しやく然ぜんとしない気分で、半ば自分を納なつ得とくさせるためにつぶやく。

　そうこうするうちに気がつけば、追っていた淵アよビりス来フるオもーのムたちはすでにどこかに逃げていた。

　町のあちこちからいまだ戦いの音と気配は届いて来るが、三人のいるあたりにはもう、人も異形も見あたらない。

「ルグナード！　アリサ！　戦場を移すぞ！」

「仕切るなぁ」

「張はり切るのはかまわんが、ペースは考えろ。海の時間が終わるまではまだ長い」

「ああ。わかってる」

　説教を受け流し、どちらに向かおうかとあたりに視線を巡めぐらせて──

　クラウスの目が止まったのは、つい今しがた、人影を見た路地でだった。

　誰もいなくなったはずの場所。

　そこに佇み在ある影は──

「……なんだ……？」

　つぶやいた、まさにその瞬しゆん間かん。

　影が、消えた。

　いや。消えたようには映うつったが、クラウスは見て取っていた。

　二階建ての建物同士にはさまれた路地。影はその路地を、瞬しゆん時じに上へと登ったのだと。

「なんかいるぞ！　退さがれ！」

　吠ほえて退がれば、ルグナードとアリサも大きく後こう退たいし。

　そこに。

　路地の上──屋根近くから飛び出た影が、たった今までクラウスたちの立っていた場所に着地する！

　小さな地じ響ひびきと──そして飛沫しぶきのはねる音。

「……何……これ……？」

　アリサのつぶやきが皆の気持ちを物語る。

　それは──何と表現したらいいのだろう。

　高さは、室内なら天井に触ふれるほど。

　尺しやく取とり虫が身をちぢこまらせたような本体には、血管か葉脈を想わせるねじくれた筋すじが無数に走り、クラウスたちに向いた部分には──顔、なのだろうか。開いた目と口に見えなくもない三つの黒い孔あな。

　体の左右には、脚あしの長い蜘く蛛ものそれにも似にた脚が七、八本ずつ。これが、壁と壁との間を素す早ばやくよじ登る、という芸当を可能にしていたのだろう。

　こんな獣けものがいるという話は聞いたこともない。

　だが。

　その全身は、伸ばした指ほどの厚さの、ぬめり波打つ水の膜まくで覆おおわれていて。

　淵海孔アビスゲートが出現したのと時を同じくして現れた。

　ならば素す性じようも想像がつく。

「まさか……こいつも……」

　警けい戒かいの色を孕んだクラウスのつぶやきに、ルグナードは、相手から目を離さぬまま、

「たぶん──そうなのだろうな」

「──淵アよビりス来フるオもーのム──」

　槍刃ブレードスピアを構えてアリサ。

　今まで戦ってきた魚人型の淵アよビりス来フるオもーのムとは大きく異ことなるその姿。どんな攻撃をして来るのか、どう攻めてよいのか見当もつかない。

　だがむろん相手は、こちらの心こころ構がまえを待ってはくれない。

　大型の異形はクラウスたちに向かってまっすぐ突つっ込こんで来た！

　数多あまたの脚が地を蹴るたびに、ばぢゃぢゃぢゃっ、と、水を叩たたき散らす音が立つ。

　人の全力疾しつ走そうをはるかに超えるその速さ。相手の巨きよ体たいを考えれば、ぶつかればただでは済すむまい。

　だがそちらに向かってクラウスは地を蹴った！

　あれこれ考えたところで、実際に戦ってみないことには相手の出方もわからない。ならまず自分が先せん陣じんを切る！

　剣を抜き放ち、轢ひき潰つぶされる直前に右へと跳とんで突進コースからわずかに離れ、脚の一本を薙なぎ裂さいた！

　返ってきたのはおかしな手ごたえ。

　剣は確かに脚を捉とらえ──しかし纏まとった水が粘ねばり刀身にからみつき、さらにその下、脚を覆おおった硬かたい甲こう殻かくに阻はばまれて、刃がはじかれ流されたのだ。

「──くっ──！」

　すぐさま剣を引き間合いを取れば、続いてアリサが仕掛けるところだった。

　槍刃ブレードスピアを横だめに構え、身をひねり、

「黒の一二三四五！　青の一二三四！　はヴじラけンろブ！」

　言うと同時に大地を蹴る！

　魔力素マナチツプの爆ばつ光こうは、槍刃ブレードスピアの背せと──そして、彼女の鎧よろいの背中で閃ひらめいた！

　刃と自らを一気に加速し、異形の向かって左側を駆かけ抜ける！

　槍刃ブレードスピアは向かって左にあるすべての脚を薙ぎ払はらう！　水のクッションがあるせいで、切断・破壊には至いたらぬが、相手のバランスを崩くずすのには十分だった。

　片方全部の脚を払われ、異形の体がぐらり、とかしぐ。

　地響きと水音を立てそのまま倒れ、いきおいで道の上を滑すべり進む。

　形から見て、一いつ旦たん横倒しになれば自力で立つのは難むずかしいだろう。ならば今が攻せめ時と、クラウスとアリサはきびすを返し、異形に向かって──

　駆け寄ろうとしたその時。

　大型の異形はしかし、いともたやすく、ひょこりっ、と起きた。

　クラウスは一瞬自分の目を疑うたがって足を止める。

　──今──

　何がどうなった？

　普通なら、脚を曲げ伸ばしして全身のバランスを取り、身を起こす。それが当たり前だろう。

　なのに今あれは、そういった動作らしきものは一切なしに起き上がったのだ。

　まるで──見えない大きな何かに、つまんで起こされたかのように。

　だがそこに。

「百リのガ尾ルをド持・つロ獣クのシ影オ！」

　ばぢっ！

　ルグナードの放つ雷らい撃げきが突き刺さる！

　さきほど淵アよビりス来フるオもーのムの群むれに放ったものより規き模ぼも威い力りよくも小さいが、それでも人が相手なら黒コゲにするほどの威力はある。

　だがその術を受けてなお、異形は小ゆるぎさえしない。脚を動かし向きを変え、ルグナードの方へ突とつ進しんした！

　ルグナードは駆けて大きく間を取り、かわし、

「クラウス、アリサ、一旦退いて策を練る！」

　二人に合流しつつ声を上げる。が。

「冗じよう談だんじゃねえ……！」

　提案に、クラウスは呻うめいた。

　こいつも淵アよビりス来フるオもーのムなら──倒すべき相手なら──

「逃げるなんて格かつ好こう悪いこと、できるかよっ……！」

　瞳に闘とう志しと敵意を込めて異形を見やる。

　しかしルグナードは重ねて、

「勘かん違ちがいするな！　逃げるのではなく策を練る、と言っている！」

「策を──？」

　それはつまり。

　何か考えがある、ということか。

　異形がこちらに向きなおる。また突進して来るつもりだろう。

　クラウスとしては淵アよビりス来フるオもーのムに背を向けたくなどないのだが──

「……わかった」

「りょーかい！」

　二人の返事を合図にして。

　三人と異形は同時に動き出す！

　クラウスたちが横手の路地に駆け込むと、それにやや遅おくれて、異形があとからやって来る。

　突進の時に比くらべればかなり速度は落ちているが、それでも人の足で振り切れる速さではない！

　ばぢゃぢゃぢゃ、と、飛し沫ぶく足音が、背後から少しずつ距離を詰めて来る。

「追いつかれるぞ！」

「心配いらん！」

　クラウスの声に答えると、先頭のルグナードが角を曲がる。迷わず続くクラウスとアリサ。

　そこにあったのは平ひら屋や建だての民みん家か。ルグナードはその玄げん関かん先さきに向かって駆かけるとドアノブに手を伸のばした。

「──おい──！」

　思わず声を上げるクラウス。

　確かに異形の上背では、民家のドアはくぐれぬだろう。

　だがドアにカギがかかっていれば──ほんのわずかでももたつけば、確実に三人まとめて撥ね飛ばされる。

　ルグナードはノブに手をかけ──

　開いた。

　カギはかかっていなかったのだ。

　三人続けて飛び込んで。直後その玄関先を、足音とともに巨体が通り過ぎる。

　最後尾のアリサがあわててドアを閉しめ、内側からカギをかけて。

　一度だけ。

　そのドアに何かがぶつかり、みぢり、と鳴った。

　誰かの家を勝手に奥へと行きながら、

「カギ、かかってたら、どうする気だったんだよ！」

　クラウスが、息を整えつつ今さらながらの抗こう議ぎをすれば、

「かかっているわけはない」

　奥に進みながら、ルグナードはあっさりと、

「すぐ近くに海が出たのだ。普通は取るものも取りあえずに逃げる。戸と締じまりを気にしている余よ裕ゆうは無いだろうさ」

　言われてみればその通りだが。

　逃げ出す前、家人は起きていたのだろう。あちこちに、真水に魔力素マナチツプを浸ひたしたランプが置かれていて、室内を明るく照らし出している。

　ルグナードは裏口に向かっているようだが、クラウスが肩越しに玄げん関かんの方をふり向けば、閉まったドアは沈ちん黙もくし。

　いやな予感が背中を走る。

「待てルグナード！　あいつ、どこにいる！」

「あきらめて他の所に行った……んだったらいいなぁ……」

　自信なさげなアリサの言葉。

　ルグナードも足を止め、

「あんなものにしつこく狙ねらわれる心当たりはないが──確かに、裏口から出た先で待ち伏せされていた、などというのは御ご免めんだな」

「けどほんとにあれも淵アよビりス来フるオもーのム……なんだろか？」

　つぶやくアリサにルグナードは難むずかしい顔で、

「このタイミングで現れた上、水を纏っている以上、淵海孔アビスゲートから来たご同類に間違いはあるまい。

　形から大きさから、ああも違っているものを、同じように呼んでいいのかどうかはわからぬが、な。

　昔、近所の年寄りに、普通の淵アよビりス来フるオもーのムと違うものもいる、という話を聞いたことがあったが……ボケていたわけでも法ほ螺らでもなかったか」

「いずれにしてもどうぶっ倒すか、だ。

　ルグナード、作戦は？」

　クラウスが問えば、ルグナードは重々しくうなずいて、

「まず確かめたいのだが。

　クラウス、アリサ、奴の脚を斬った時、手て応ごたえはどうだった」

　問われて、アリサとクラウスは順に、

「たぶん水みたいなものなんだろうけど、表面の透とう明めいなのが、刃にからみついてくるみたいな感じで勢いきおいが消されて……」

「その下の脚もかなり硬かったな。胴体は知らないが……オレの得物じゃあ、あそこに届かせるのは骨ほねだろうな」

　剣などで本体に斬りつけようとするならば、左右からは脚がジャマになる。正面からでは刀身をくり出す前に轢ひき潰つぶされるし、スキを突けば後ろからは届くが、普通にやれば前向きに駆けられて距離を取られて不発に終わる。

　馬ラ上ン槍スのような長く頑がん丈じような武器でもあれば、相手の突進力を逆に利用することもできるかもしれないが、アリサの槍刃ブレードスピアでは長さも丈夫さも少々心もとない。

「そして俺の雷らい術じゆつも効きかぬ、か……

　別の種類の術ならばどうかわからぬが、そう何度も試ためさせてはくれんだろう」

　と、ルグナード。

　クラウスの知る限り、ルグナードは炎を生む神呪セレストルも使えるはずだが、表面を水で守られたあれに、たいして効きくとは思えない。

「今のところあれは、単たん純じゆんな突進しかして来ておらんが、俺たちにはまだ見せていない手を持っている可能性もある」

「じゃあどうするの？」

「案は、あるにはあるが──」

　アリサの問いに、ルグナードは、ちらりと視線をクラウスの方に走らせて、

「クラウスには少々、辛しん抱ぼうしてもらうことになる」

「ああ。聞かせてくれ」

　クラウスの返事にためらいは無い。

「──怒おこるなよ」

「怒らねえよ」

　即そく答とうに、ルグナードは小さくうなずいてから、

「隠かくれてやりすごす」

「ちょっと待てぇぇぇっ！」

「ほら怒った」

　なぜかしたり顔のルグナードに、クラウスは顔を朱しゆに染そめ、

「怒るに決まってんだろ！

　さっき、策はあるって言ったじゃねえか！

　オレが聞いてるのはあいつをぶっ倒す方法だ！　負けないための作戦じゃねえ！」

「だからだ。

　俺が言っているのは勝つための策だ」

「勝ってねえだろ！　隠かくれてるだけなんだからよ！」

　だがルグナードは真ま面じ目めな顔で、

「思い違いをするなクラウス。

　ではこの戦いで、勝つとはどういうことだ」

　突然問われて、とまどいながらも、

「そりゃあ……連中を一匹でも多く──」

「違うな」

　ばっさりと切って捨てられる。

「どれだけ敵を倒したところで、淵アよビりス来フるオもーのムたちを全て滅ほろぼせるわけではない。こちらは海の中まで攻めては行けんのだからな。

　基き本ほん的にこちらは防ぼう戦せん。防戦で勝つというのは負けないこと、つまりは相手を勝たせないことだ」

「……相手を勝たせない……？」

　眉をひそめるクラウスに、ルグナードはうなずいて、

「そうだ。

　淵アよビりス来フるオもーのムたちの目的は、開いた淵海孔アビスゲートが閉じるまでの間に一人でも多くの人間を殺すこと。そう考えていいだろう。

　なら、それを防さまたげる──海が閉とじるまでの間に、少しでも被ひ害がいを抑おさえることがこちらの目的だ。

　相手を倒すのは、そのための手しゆ段だんに過ぎん。

　戦って、殺されれば向こうの利。被害を出さずに時間を潰せばこちらの勝ち。

　そのためベストの手段を考えろ」

　理り屈くつはわかる。が。

「だからって！　隠れてるってのは違うだろ！」

「全部が終わるまで隠れようと言っているのではない。奴をやりすごし、数多くいる普通の淵アよビりス来フるオもーのムたちを倒せばいい。

　無む論ろん、あのデカブツを倒せるのならそれに越したことはない。何か案があるなら聞かせてくれ」

「戦わなきゃあ相手の手の内もわからないだろ！」

「だが時間切れを狙うという戦術がある以上、それをせず、危険を冒おかして戦ってまで相手の力を探る必要は無い。

　倒さなければならぬ相手と倒した方がいい相手は区別しろ」

「──けどよっ……！」

「盛もり上がってる所悪いんだけど」

　クラウスの呻うめきを遮さえぎり、アリサの声が割って入る。

　警戒のまなざしを上に向け、

「音、聞こえない？」

　言われて耳をすましてみれば──

　ぎしり、ぎしり、と何かのきしむ小さな音は頭上から。

　全員が。

　たぶん同じ予感を抱いだいただろう。

「二階に誰かいるのかな……？」

　アリサの言葉の、誰か、の部分だけがわずかに強いのは、上にいるのが人以外の何かであって欲しくない、という願望の現あらわれか。

「けどここ平屋だったよな……」

　とクラウス。

　ぎしりっ。と。

　足音が一瞬だけ止まり。

　ぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎし！

　あからさまに異常な速さで一同の頭上に到とう達たつする！

『──!?』

　本能的に危険を察し、三人が裏口の方に駆けだしたのと全く同時に。

　ばリンッ！

　突如鋭い何かが十ばかり、天てん井じようを貫つらぬき、下がる！

　白っぽいその切っ先は、床の近くまで届いていた。もしも真下に立っていたら、というのはあまり考えたくはない。

　穴だらけになって脆もろくなった天井がきしんだ悲鳴を上げ──

　三人が裏口にたどり着く。内側からカギがかけられていた。

　派手な破は砕さい音おんを立て、天井の一部が崩くずれ落ち──

　ルグナードがカギを開けてドアノブを握にぎり。

　折れて破やぶれて降り落ちた材木の上から落ちてきたのは──

　ドアを開ければそこは夜。潮しおのにおいと薄い闇。そして背後の廊ろう下かには。

　──異形。

「やっぱりあいつか！」「何今のとがったの!?」「追いかけ回されるのなら相手は女がいいのだが」

　口々に言いつつ三人は夜の中にまろび出る。

　一同の背後でふたたび響く飛し沫ぶく足音。それに混じって──

　るふうるるるるるるるるるるる……

　のどの奥で水を転がすような声がする。

　大型の異形が上げる異音を耳にして。

「左に跳べ！」

　響いたルグナードの声に、反射的にクラウスとアリサも従った。

　瞬間。

　ひゅふっ、と風を貫つらぬく音。

　夜のかすかな光の中で、細く細く長く長い何かがずっと後ろから、たった今まで三人のいた場所を貫いたのが見て取れた。

　それはすぐに縮ちぢんでゆくが、じっくりと観察している場合ではない。

　三人はそのまま通りを少し行き、別の路地へと駆け込んで、

「何だ今の!?」

「あいつの攻撃!?」

　クラウスとアリサの上げた声に、先頭のルグナードはふり向きもせず、

「慌てるな！　ただの攻こう撃げき法ほう術じゆつだ！　奴らの使う攻撃型の神呪セレストルだと思えばいい！」

「そんなの使えるんだっ!?」

「それはむしろ慌あわてるぞっ！」

「深術アビスハウルというらしい！」

「そんな豆まめ知ち識しきはいらん！」

　クラウスは吠ほえる。

　大型の異形の武器はやはり、巨きよ体たいと突進だけではなかった。最初に使わなかったのは、クラウスたちをなめていたのか。

　あのスピードに防ぼう御ぎよ力りよく。加えてそんな術を使うとなれば。

「ヤバいんじゃないかコレひょっとして!?」

「今さら気づいたのかクラウス！」

　軽かる口くちで返すルグナード。余よ裕ゆうがあるのかヤケなのか、どちらなのかはわからぬが。

　後ろで何かの壊こわれる音。

　ドアを出入りできそうにもない巨体だが、攻撃の術を使うなら、民家の出入り口を壊して通ることなど造ぞう作さもないだろう。

　やがてほどなく、背はい後ごに足音が迫る！

　クラウスたちは路地を駆け抜け道へ出て──

　馬のいななき車輪の響き。

　ちょうど横手から駆けてきた馬車とぶつかりそうになり、クラウスたちはあわてて左右に散った。

　突然のことで向こうの御ぎよ者しやも驚いたのか、たづなさばきを誤あやまって、馬車の轍わだちが大きく乱みだれる。

　馬車に轢ひかれるのはなんとか避さけたが、クラウスはすぐに思い出す。あれに追われていたことを。

　このままでは馬車も巻きぞえ。

「早く逃げろ！」

　御者に向かってそう叫び──叫んだあとでようやく気づく。

　栗くり毛げの馬の二頭立て。模も様ようなどない黒くろ塗ぬりで。

　その馬車が、マドックが乗っているとおぼしき馬車の特とく徴ちようと、ひどく一致していることに。

　しかしあれこれと考えるより先に。

　夜風が動いた。

　クラウスたちを追っていた異形は、路地を飛び出すと勢い余って、轍を乱した馬車に向かって突っ込んで──

　だが衝しよう突とつするその直前。

　異形の纏う水が動いた！

　全身を均きん一いつに覆っていたそれは、一瞬もとの形をまるきり無視して、まるで無数の脚のように伸のびると自身の体を跳ね飛ばす！

　異形は再び水を纏いつつ、そばの家の壁にぶつかり転がって。

　馬車はなんとか体勢を立てなおし、そのまま駆けて去ってゆく。

　一同は呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめ──

　最初に我に返ったのはルグナード。

「今のうちだ！　行くぞ！」

　呼びかけられて我に返り、三人は、別の路地へと走り込む。

　──けど今のは──

　駆けながら。

　クラウスは、ひととき異形への敵意さえ忘れ、自分が見たことの意味を考えていた。

　大型の異形が、馬車を避けたように見えた。

　自分が傷つくのをではなく、まるで、馬車を傷つけるのを嫌ったかのように。

　そんなことがありうるのか──

　思いつつ行く後ろからは、もう足音は聞こえなかった──



　暗い夜も、やがては明けて朝が来る。

　そこにあるのは、最近見たのと似にた光景。

　住人たちは、荒あれた町並みの片づけをはじめている。道ばたでうずくまる人々は、単に休んでいるだけか。あるいは昨夜何かを失い、絶望しているのか。

　そんな通りを宿の方へと行きながら。

「けどなんか、追いつめた、って感じだね」

　言うアリサの声はわずかにたかぶっていた。

　昨夜あのあと。

　結局、大型の異形とはもう出会わず、一同は魚人型の淵アよビりス来フるオもーのムたちと何度か小こ競ぜり合いをして、そのうちに海の時間は終わった。

　そうなると、あの大型の異形の存在そのものが、何かの夢だったのではないか、とさえ思えて来るのだが──他にもあれを見た者はいたらしく、ほうっておいても噂うわさは耳に飛び込んできた。

　……家よりデカいとか、目を見たら死ぬとか、いろいろ尾お鰭ひれはついていたが。

　いずれにしても、あれはどうやら、海の時間が終わるとともに淵ふちへと帰ったらしい。

　クラウスたちは深夜というか夜明け前、取っていた宿に帰ってひと眠り。

　朝、目がさめたら警けい備び兵へいの詰め所に並び、淵アよビりス来フるオもーのム撃退協力の報ほう奨しよう金きんを受け取ると、続いて、馬車の足取りを聞き込んだ。

　宿に帰って、依い頼らい主ぬし、フォックスあての伝言を残す必要があるが、それが済めば追跡再開である。

「確かに距離が詰まったことは事実だな。

　だが、ある意味ではここからが本番だ。

　マドックもおとなしく捕つかまってはくれんだろうからな。

　まず間違いなく戦いになる。

　倒すのならばともかくとして、生いけ捕どりとなると少々骨ほねだろう。

　相手がどれほどの腕前なのかもわからぬのだからなおさら、な」

　宿に向かう道を行きつつ言うルグナードに、アリサは不ふ思し議ぎな顔をした。

「腕前がわからない、って……知り合いなんでしょ？」

「前に仕事でちょっと一緒になっただけだからな」

　と、アリサの疑問にはクラウスが、いつものクセで髪かみをかき上げながら、

「その仕事も途中で流れて、結局あいつの戦いっぷりは見られず終じまいさ。

　つまり、やってみなけりゃわからない」

　もちろん──昨日出会った大型の異形とは違い、人間にできることしかやって来ないのは確かだが。

「つまりは油断するな、ってことね。了解。

　とりあえず、宿に伝言残したら。乗合馬車か何かで早く追いかけよ」

　伝言、という言葉に、クラウスは表情を曇らせて、

「──なあルグナード。その伝言のことだけどな……

　どこまでを伝言するんだ？」

「どこまで、とは？」

　とぼけるようにルグナード。

「だから。

　淵海孔アビスゲートが出たこととか、デカい淵アよビりス来フるオもーのムが出たこととか」

　問いにルグナードは、クラウスの方を見もせず、

「俺たちが頼まれたのはマドックの確かく保ほだ。それ以外のことは必要あるまい」

「けどよ──」

　言うべきか否いなか──わずかに迷ってから、それでも結局、クラウスは口を開いた。

「前の町。この町。

　マドックの──あの馬車の行く所に淵海孔アビスゲートが出て──」

「クラウス」

　ルグナードの静かな呼びかけには、しかしどこか有無を言わせぬ響きがあった。

「俺たちが頼たのまれたのはマドックの確保だ。

　たとえそこに、どんな裏事情があろうと、だ。

　マドックに関すること。それ以外は必要あるまい」

　そう。

　フォックスは最初から言っていたのだ。

　わけありだ、と。

　それを百も承しよう知ちで仕事を受けたのならば、余計な詮せん索さくは無用。

「わかってる……」

　クラウスも、ただ前だけを見ながら、

「いや──わかってるつもりだった。

　どこかの誰かの裏のごたごたに、好このんで首を突っ込むつもりはなかった。

　会ったこともないお偉えらいさん方や俺おれと関わりのない裏の世界で生きてる連中が何をしようとどうなろうと知ったことじゃない。

　けどな。

　もし──

　海が絡からんでるとなれば話は別なんじゃないか？

　かかわりあいがない、じゃあ済まなくなってくる」

「──クラウス──」

「昨日きのうのデカブツな。馬車に当たる前に飛び退のいただろ。

　もしも──そんなことありえないとは思うけど──もしも──」

「クラウス！」

　ルグナードは声を荒らげ足を止め。

　つられて止まり、ふり向いたクラウスに、刹せつ那な、厳きびしい視線を向けて。

　やがて小さくため息をつくと、

「ならばなおさら、報告はできんだろ」

「──そうか──そうだな──」

　クラウスも肩の力を抜いて、そして二人は再び歩き出す。

「……え……ええっと……」

　途と中ちゆうから、二人に圧おされて半歩下がっていたアリサはようやくおずおずと、

「けどまあほら、馬車と海とが何かで関係してるっていう、決定的な確証があるってわけでもないし」

「まあな」

　と、クラウスは肩の力を抜く。

　二度、マドックの──いや、馬車のいた所に海が出たのも、単にごく低い確かく率りつの偶ぐう然ぜんなのかもしれないし、大型の異形が馬車にぶつかるのを避けたのも、クラウスたちが気づいていない他の理由があって跳とんだのが、そう見えただけかもしれない。

　そんな、偶然に偶然が幾いく重えも重なるのと。

　クラウスが考えたようなことがありうるのと。

　比べてみれば、まだ前者の方が可能性が高いような気はする。

　だが、一旦思いついた、ありえぬはずの想像は、頭のどこかにうずくまり、クラウスの心に影を落とすのだった──



　しばらく前の自分が笑える。

　屁へほどの賞金をかけられて、知り合いが殺しに来て。

　その程度のことで、最悪だと嘆なげいていた。

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべつつ、マドックは夜の町を一人歩く。

　ローウェルの取ったお上品な宿を、夜中にこっそり抜け出して、町のうらぶれた通りをあてもなく。

　通りには申し訳程度にぽつりぽつりと街灯が立ち、光の当たらぬ所の暗さを一いつ層そう際きわだたせている。

　あれが最悪？　阿あ呆ほうか。最悪というのは今の自分のことをいうのだ。

　そんなことを考えて、マドックは、ふと足を止めた。

　あの時は、あれが最悪だと思っていた。

　今は、これが最悪だと信じている。

　ならひょっとしたら──

　自分に想像ができないだけで、これ以上の、本当の最悪があるのかもしれない。

　そう考えると妙におかしくて。

　夜の片かた隅すみで足を止めたまま、マドックは、くつくつと小さく笑った。

　通りすがりの酔よっぱらいが、おかしな目で見ながら通り過ぎてゆく。少し前の彼ならムカつくところだが、今はそんなものどうでもいい。

　最初、マドックに何も語らなかったローウェルたちは、しかし最近は、彼にいろいろなものを平気で見せるようになっていた。

　別に見たいとも思わないものを。あれこれと。

　信頼されはじめた──という感じではない。たぶん、どうでもよくなってきたのだろう。

　昨夜も。あの町でも。

　隠すでもなく、いらぬものを見せられて。

　ローウェルはずいぶん上機嫌だった。はじめてうまくいった、と無む邪じや気きにはしゃいで。

　マドックの方はもちろん、あんなものを見て喜ぶ気にはなれなかったが。

　──自分が善ぜん人にんだなどとは思っていない。

　傭よう兵へいなど人を殺していくらの商しよう売ばいだと思っているし、基本的には赤の他人がどうなろうと知ったことではない。

　銭ぜに金かねのもめごとでいきおいで人を殺したし、賞金目当てに自分を狩かりに来た昔の知り合いを殺した。あとあじは悪いが、良心が痛いたむというほどでもない。

　ろくでなし、ごろつきと言われれば腹はらは立つが否ひ定ていはしない。

　だが。

　そんなマドックから見ても、あれは──

　……今夜は飲もう。

　安い酒場で。強いだけの安い酒を。

　結局自分には、それがお似に合あいなのだろう。

　マドックは夜の下町をあちらへこちらへ、ふらりふらりと漂ただよい歩き──

　そして──出会った。



　愕がく然ぜんと。

　クラウスとルグナード、二人は思わず足を止める。

「え？　何？　どうしたの？」

　わずかに遅おくれてアリサも足を止め、二人と、そして彼らの視線が向く先に佇たたずむ男に目をやった。

　──クラウスたちは馬車を追い、ここ、カルコサの町にたどり着いて宿を取り。

　あちらこちらで聞き込みをした結果、ちょっと面めん倒どうなことになった。

　この町にはどうやら、似たような馬車が何台かあるようなのだ。

　今までたどって来た道みち筋すじは、立りつ派ぱな屋根つき馬車がしょっちゅう通るような所ではなく、ゆえに目立っていたのだが──

　この町は、近くに大きな湖もあり、あたりをおさめる領主ロード、ターシュ侯こうの城下町との連絡も良いせいか、貴族や金持ちの別べつ荘そう地ちになっている。屋根つき黒くろ塗ぬり二頭立ての馬車など、そう珍めずらしいものではない。

　もちろん直ちよく接せつ見てみれば、それが昨夜目にしたあの馬車と同じかどうかはわかるだろうが、そこまでの調査には至いたらず陽が暮れて。

　調査は明日早くからにしよう、と、途と中ちゆうで適てき当とうに夕食を済ませて宿へと帰るその路上。

　一行がばったり出くわしたのが──

「マドック！」

　叫んだ時には、クラウスは地を蹴っていた。

　羽は織おっているのはありきたりな黒いローブだが、その顔に間違いはない。

「え!?　こいつが!?」

　後ろでアリサの上げる声。

　マドックは舌打ちとともにローブの前をひるがえす。

　中から放たれた銀の光を、クラウスは左手袋の背で受け払い、足もゆるめず間合いを詰める！

　クラウスの革手袋は、あちこちに刃物を仕し込こんだおかげで、ちょっとした手甲ガントレツトほどの丈夫さがある。小さな投げナイフ程てい度どのものは通さない。

　だがマドックは、翻ひるがえした自分のローブをもぎ取ると、ひろげて放ち、クラウスの視界を遮さえぎった！

　あわてて足を止めるクラウス。ローブの目くらましが逃とう亡ぼうのためか反はん撃げきのためか、わからぬ以上は迂う闊かつには突っ込めない。

　布が視界を遮さえぎったのは一いつ瞬しゆん。

　その一瞬でマドックは、身を翻して駆かけ逃にげていた。

　マドックは胸回りを革の軽けい装そう鎧よろいで覆おおい、両手に無骨な手甲ガントレツト。小さなナイフくらいは隠し持っているかもしれないが、目立った武ぶ器きは手にしていない。

　三人はともにその背を追いながら、

「アリサ！」

「何!?」

　クラウスは、あることをアリサに確かめる。

「ひょっとしててめえ！　マドックの顔知らなかったな！」

「まあねー！」

　即そく答とうに、ひざから力が抜けそうになる。

　たった今。マドックを目にして、アリサはそれが誰なのか気づかなかった。

　なら、そうとしか考えられない。

　最初に酒場で出会った時、アリサは、マドックを見て、ではなく、クラウスが叫んだマドックの名前を聞いて行動を起こしたのだ。

　先でマドックが角を曲がる。

「どうよこの女!?」

　クラウスがルグナードに問えば、彼はしかし眉まゆをひそめ、

「まさか、今までそのことに気づいていなかったのか!?　クラウス！」

「気づいてたのかよ叔お父じ貴き！」

　追う三人も角にたどり着く。見ればさらに一つ先の角を、マドックが曲がるところだった。

「なぜアリサがしつこく俺たちを誘さそった!?　相手の顔を知っているなら一人で捜さがせばいいだろう！」

「そーゆーこと！」

「お前はしたり顔すんな！」

　角を曲がればそこにはしかし、マドックらしき姿はなく。

　それでも三人は足をゆるめず駆けながら、

「手分けするぞ！」

「オッケー！　見つけたら口くち笛ぶえで合図ね！」

「お前が仕切るな！」

　三人は適てき当とうな所で、思い思いの方向に。

　あるいは右へ。あるいは左へ。一人駆けつつ、クラウスは夜に耳を澄すます。

　自分の足音。呼吸の音。風がどこかで木の葉を揺ゆらし、酔よっぱらいたちの騒さわぐ声が遠い。

　鋭するどい風鳴り。

　クラウスは半分カンで横に跳ぶ。何かがどこかに当たる硬い音。

　見やれば少し離れた壁のそば、地面に落ちた短い矢。

　ぴゅいっ、と短く合図の口笛一つ。二人が来るのにどれほどかかるか。アテにはせずにあたりに視線を走らせる。

　街灯などほとんどない暗い通り。だが目を凝こらす必要はなかった。

　クラウスのやや後ろ。物もの陰かげにひそんでいたマドックは、奇き襲しゆうが失敗したと悟さとるや身をひるがえして走り出す。

　──逃がすか──

　追って駆けつつクラウスは、鎧に隠し仕込んでいた小さな金きん属ぞく片へんの一つを抜き取り、投げ放つ！

　投げナイフと呼ぶのにすら小さすぎる刃には、軽けい量りよう化かのために小さな穴が開いており、そこに布を細く裂さいたものをゆわえつけてある。

　刃礫ビツトと呼ばれるその武器は、本来護ご身しん用ようのもの。威い力りよくも射しや程ていもあまり無いが、持ち運びには便利で、シロウトが投げても割と当たる。

　狙いはマドックの腰のあたり。そこなら当たっても致命傷にはならず、運が良ければ動きを鈍にぶらせられる。

　走りながらの不安定な姿勢で放った刃礫ビツトは、しかしまっすぐ、マドックの背中に吸い込まれ──

「ぐっ！」

　マドックが小さく呻うめいた。

　刃は、ズボンのベルトをかすめて背骨に当たっていた。たぶん、ちくり、とはしただろうが、たいした痛いた手では与えていない。

　だがその、ちくり、は、マドックの怒りを誘さそうには十分だった。

「ガキがっ！」



    

  
    
      　吠えてふり向きざまに、マドックが手甲ガントレツトの先をクラウスに向ける！

　闇と風を裂さく銀光は二つ。

　クラウスは一つをかわし、一つは身を低くして鎧で受けはじく。

　──そういう仕掛けか──

　クラウスは悟る。

　おそらくマドックは、手甲ガントレツトの中に、発バ条ネで飛び出す矢を何本か仕し込こんでいるのだ。

　あのサイズの手甲ガントレツトに仕込んでいるなら、威い力りよくも発射回数も知れている。かといって無論、当たってやるわけにはいかないが。

　今のは投げナイフを放つと同時に、仕込みの矢を飛ばしたのだろう。二つのかすかなきらめきを見て取っていなければ、どちらかを食らっていたかもしれない。

　クラウスは、刃礫ビツトを二つと一つ、抜き取って、反撃のために一瞬足を鈍にぶらせたマドック目がけて投げ放つ。

　マドックはそれらをたやすくかわし──

　瞬間、クラウスの指が小さく動く。

　指先の操作で軌道を変えた刃礫ビツトは横手からマドックへと向かう！

「!?」

　風音で気配を察さつしたか、マドックは反射的に左の腕で宙を薙なぐ。その手甲ガントレツトにからみついたのは刃礫ビツトと──それについた糸。

「なんだっ!?」

　声を上げて左手を振りたくるマドック。

　クラウスは普通の刃礫ビツトにまぎれさせ、一つだけ、糸のついたものを放ったのだ。

　昼間でも目立たぬ黒糸を、夜に見て取るのはまず不可能。

　鋼こう樹じゆの皮を細く裂き、膠にかわで煮に固かためた糸は細く、強い。刃物を使えばさすがに切れるが、幾いく重えにもからんだら、力まかせに引きちぎるのは難しい。

　クラウスは、腕を振って毒づきもがくマドックとの距離を一気に詰める！　剣の柄つかに手をかけて──

　マドックが右手をクラウスの方に向ける。

　仕込み矢と見切って身をひねる。読み通り、頭の横を風切り音が貫つらぬいて。

　だがその瞬間。

「十の顔持つ獣の足跡ロウガルド・レクシオ！」

　マドックが解とき放ったのは雷の神呪セレストル！

「──なっ──!?」

　マドックは毒づきもがいていたのではなく、そう見せて、呪しゆを唱となえ印を結んでいたのだと、今さら気づいても遅い。

　矢をよけた直後で体勢が定まらない！　強引に身をひねり、なんとかかわそうとするものの──



　ばぢんっ！



　全身に痛みがはじけ散り、吹っ飛んで、背せ中なかから地面にたたきつけられる！

　一撃は、鎧の胸に当たっていた。

　致命傷ではない。もともと威力のない術なのか、鎧が防いでくれたのか、命どころかクラウスの意識を奪うばうにも至っていない。

　しかし痛みと痺しびれとが、クラウスの体から自由を奪うばっていた。倒れた視界の中、駆け寄るマドックの右手にナイフが見て取れる。

　だが。

　マドックの瞳が小さく揺れた。

　彼は直前で足を止め、クラウスの腹はらを踏ふみつける。

　ぐふ、とせき込む彼を見下ろし、

「──わかったかガキ」

　右手の刃やいばをちらつかせながらマドックは、

「オレがここでナこイいフつを使ってりゃあ、お前はくたばってるんだよ。

　弱よえぇくせに調子こくな」

　見上げてにらむクラウスに、侮ぶ蔑べつのまなざしを向け、

「なんだその目は？　一いつ丁ちよ前まえに腹でも立てたか？

　腹が立つってなら、そうだな。二日後に、ダイラスに来てオレたちを止めてみやがれ」

　……何の話だ……？

　問おうにも、いまだ舌したがしびれるせいで、口から出たのは意味のない呻うめき。

　クラウスは気づく。

　自分を見下しあざ笑うマドックの目に──しかし微み塵じんも余よ裕ゆうの色などないことに。

　マドックはクラウスを鼻はなで笑うと、

「カッコ悪わりぃなオイ」

　嘲ちよう笑しようを残して視界から消えた。

　なぜ、自分にとどめを刺ささないのか。

　ダイラスに来いとはどういう意味か。

　疑問はあったが──それはさておき。

　むかつく。

　殺す。ぜってー殺す。

　どうであろうと完全にナメられたことは事実である。

　腹を立てても、いまだ体のしびれは消えない。起きあがろうとすれば、体のあちこちがびくびく震ふるえもがくだけ。

　仕方なく力を抜き、しばし。

「──クラウス！」

「ちょっと!?　だいじょうぶ!?」

　聞こえて来たのはルグナードとアリサの声。

　さすがにこのまま倒れっぱなしは格かつ好こうがつかない。再び体に力を入れ──

　それでもいくぶんしびれは消えていた。ふらつきながらではあるが、かろうじてその場に上半身を起こす。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　問うルグナードに苦笑を返し、

「らいりょーふ」

　沈ちん黙もく。

　舌のしびれはまだ消えていなかった。

「……ああ。大丈夫、と言いたいんだな」

「ケガは……してないみたいだけど」

　二人がビミョーに視線をそらすのが悲しい。

　これならいっそ、しびれが完全に消えるまで、気を失ったふりでもしていればよかったかもしれない、と今さら思うがもう遅おそい。

　とりあえずそばの壁かべにもたれ、調子が戻もどるのをしばし待つ。

　手をくり返し握にぎって開いて。その指先が震えなくなり──

「……あの野や郎ろう……」

　つぶやけば、声はまだわずかに震えてはいたが、ちゃんと言葉にはなっていた。

「……いきなり雷らい撃げきの神呪セレストル使って来やがった……」

「神シ呪ン使ガいーか。となると少々面めん倒どうだな」

　難むずかしい顔でルグナード。

　神呪セレストルが使えるのと使えないのとでは、戦いの中でできること、できないことの幅が大きく違う。

　そのぶん、相手取った場合の対応も難しくなってくる。

「油断してた……バチッと来て体の自由がきかなくなって……」

　体のしびれはほとんど消えた。踏ふまれた腹はいまだ痛むが。

「じゃあ、あたしたちが駆かけつけるのがもうちょっと遅かったら、止とどめ刺されてたかもしれないんだ」

　言うアリサに、クラウスは複雑な表情で、

「いや──十分止めを刺せるタイミングだった。

　けどどういうわけかあの野郎、急に気を変えたみたいでな。

　二日後、ダイラスに来て止めてみろ、なんてぬかしやがった……」

「何それ？」

「オレが知るか」

　眉まゆをひそめるアリサに、クラウスも同じ表情で吐はき捨てる。

　だがルグナードはこともなく、

「普通に考えるなら、ただの嘘うそ、だな。

　ここでクラウス一人を殺すより、俺おれたちの追つい跡せきを振り切る方が良いと判断して、挑ちよう戦せんじみた伝言を残し、自分たちは別の方へと向かう。

　のこのこと出向いて行けば、俺たちはダイラスで待ちぼうけだ」

「あ。なるほど」

　アリサは納なつ得とく顔がおでうなずき、しかしクラウスは──

「……そうかな……」

　小さくつぶやいた。

　ルグナードの説明は理にかなっている。そう考えるのが自然だろう。

　だが。

「気になることでもあるのか？　クラウス」

「ああ……目が、な……」

『目？』

　期せずして声をハモらせる二人に、クラウスはうなずいて、

「オレに止めを刺そうとして、急に気を変えてからのマドックの目。

　オレのことを見下しながら──なんていうのか──」

　思い出す。マドックのあのまなざしを。

　なぜか妙に余裕がなく、かわりにあるのは──

「──そう。おびえ、だ。

　あの目はなんていうか、何かにおびえてるみたいだった」

「雇やとい主がコワい人だとか」

　アリサの言葉に、クラウスは小さく左右に首を振り、

「そういうんじゃあない……と思う。あれはもっと何か──どうしようもないものを怖がってた気がする」

　壁にもたれるようにして、それでもやっと立ち上がる。

「つまりクラウス、お前は──」

「ああ。ダイラスに行くべきだと思う」

　問うルグナードに、クラウスは迷まよわずうなずいた。

「奴の言葉を信じる根こん拠きよが無い」

「わかってるよルグナード。

　そっちの理り屈くつの方が筋すじが通ってることも、マドックの奴やつが正直者なんかじゃないってことも。

　けどあいつの目は──

　そういうんじゃあなかった」

　もちろんクラウスも、目を見れば相手の全てがわかる、などとは思っていない。

　だがマドックの目に、おびえるような、助けを求めるような色が宿っていたことだけは確かだった。

　とはいえやはり、気のせいだと言われれば反論する術すべもなく。

　結局彼にできるのは、まなざしをルグナードへと向けるのみ。

　二人はしばし無言で見つめ合い──

「──いずれにしろ、だ──」

　やがて吐と息いきに言葉を乗せたのはルグナード。

「奴らの馬車の特定ができれば何の問題もない。まずはその調査だ。

　とはいえ町には似たような型の馬も車のもある。加えてこちらは人手も足りない。

　──明日一日調査して、目星がつかぬようならダイラスに向かう。

　そういうことでどうだ」

「ああ。文もん句くはない」

　クラウスは小さくうなずいた。

　根拠はなく。

　しかしクラウスに、確信はあった。

　ダイラスの町で何かが起こるのだと。



    

  
    
      



　青い水面みなもは昼の陽を浴びてまばゆく輝かがやく。

　対岸は彼方かなたに見えず、岸辺に立てば水平線が視界を埋うめるだろう。

　海ではない。ハリ湖の名を持つ広大な真水の湖は、三つの国にまたがってひろがり、周囲の土地に豊かな恵めぐみをもたらしている。

　その湖に面して、ダイラスの町はあった。

　もともとは普通の漁りよう師し町まちで、ひとときは別荘地化しそうな気配もあったのだが、しばらく前、湖に面した隣りん国ごくコモリオムの政情不安で、湖を経由して難なん民みんたちが流入し、今は治安も乱れている。

「……けど本当に奴ら、来るかな」

「今さらあんたが言うかそれを」

　街並みを眺めて歩きつつ、クラウスがぽつりと漏もらしたひとことに、アリサは即座に突つっ込こんだ。

　結局のところ。

　前の町で、問題の馬車を特定することはできなかった。

　金持ちや貴き族ぞくたちが立ち寄る所だからだろうか。宿では客についての情報はガードが固く、収しゆう穫かくはほとんど無し。

　ゆえに、マドックの残した言葉だけを頼たよりにここを訪おとずれたのだった。

　今はまだ昼。今日、何かが起こるにしても、おそらくそれは夜だろう。

　宿を取って荷物を置いて、聞き込みをしながらあちらこちらを下見して回ることになったのだが──

　街かい道どうから町へと入ったあたりはごく普通。宿屋をはじめいろいろな店が並び、人々が行き交っている。

　しかし大通りから少し外れると、とたんに様よう子すが一変する。

　古びた建物。通りを占せん拠きよする、見るからに手作りの掘ほっ建たて小屋。あたりにいる人々の身なりも、当然、上等上品なものとは言えず。

　もともと住んでいた者たちか、流れてきた難民たちかはわからないが。

　おそらくそんな人々に混じって、スネに傷持つ連中も身を潜ひそめているのだろう。時折、とがった気配を向けてくる者もいる。

　傭よう兵へい然ぜんとした格好のクラウスたちにからんで来る者はさすがにいないが、観光客が一人で安心して歩けるような所ではない。

　あちらで話を聞き、こちらを見て回り。

　一通り町をざっと回り終えた頃には、さすがに陽ひもやや傾かたむきはじめていた。

　今のところ収しゆう穫かくはなし。

　馬車はまだこの町にやって来ていないのか。それともすでに来ていて、聞き込みの網あみにかからなかっただけか。

　町の方も、荒あれているということ以外、目立っておかしなことはない。

「──クラウス。マドックは、止めてみろ、と言ったのだな」

　道を行きつつ、ふと思い出したかのようにルグナードが問いかける。

「ああ。自分たちを止めてみろ、って」

「それが嘘でないとするなら、何をする気だ。この町で」

　ルグナードの問いに対する答えは──ある。クラウスの胸むねの中に。

　だがそんな、馬鹿馬鹿しくてありえなくておぞましい想像を口にはできなくて。

「さあな」

　と流せば、

「──そうか──」

　どこか深しん刻こくな顔でつぶやくだけで、ルグナードはそれ以上聞いてはこなかった。

　クラウスはふと思う。

　──ひょっとすると──

　ルグナードは、実は自分と同じことを想像しているのではないだろうか。それは違ちがうと否定してもらいたくて、クラウスに意見を聞こうとしたのではないだろうか、と。

　もちろんそれは、想像にしか過ぎないのだが。

「さてと──」

　気分を変えるように明るい調子で、ルグナードはクラウスとアリサに、

「少し早いが、戻って夕食にでもするか」

　無論のこと、夜に備そなえてのことである。

　もしマドックの言葉が嘘でなかったら。

　おそらくは、これまで以上に長い夜になる。

「そうだな」

「同感」

　クラウスは、アリサとともに答えてから彼方を見上げた。

　眺ながめる空はまだ青い。

　しかし食事を済すませた頃ころには、藍あいの帳とばりが降おりはじめているだろう。

　何が起こるのか。起こらないのか。

　ざわめく予感を抱いだきつつ、クラウスは、町の風を胸に大きく吸すい込んだ。



　西空に夕日の残ざん滓しが消える頃。

　荒れた下町に轍わだちの音が鳴り響ひびく。

　こんな所ではついぞ見かけぬ立りつ派ぱな馬車は、時折壁に車体をこすりつつ、強引に通りへと入って来た。

　やがて停とまった馬車からは、ローブとフードでその身と顔を隠かくした影かげがいくつか降おり立った。

　影の一つは地図を片手にあたりを探さぐり、やがて地面に何やら落書きをはじめた。

　他の影たちは、それを護まもるようにじっとあたりに佇んで。

　住人たちは当然知らない。町の中、こことは別の五カ所で、同じ作業が進んでいるのだと。

　荒れた下町でもローブ姿は珍しくないが、さすがにこれは異常な光景だった。

　空にまだ明るさは残っている。外に出ていた住人も多い。たいていは黒ずくめたちの奇行を遠巻きに眺めているだけだが──

「──何やってんだおめえらそこで」

　中には当然、質問、というよりインネンつけ口調で問いかけて来る者もいる。ごろつき然たる格好をした、この若い男のように。

　問いかけられた護ご衛えいの影は、苦い口調で、

「……すぐわかる……」

　とだけ。

　だがむろん、それで引き下がるようならば、最初から聞きには来ないだろう。

「ハァ？　なんだそりゃ？　いつわかるかなんて聞いてねえ。何をやってるんだって聞いてるんだよ」

　不ふ機き嫌げんにわめく男のそばに、別の護衛の影が無む造ぞう作さに近づき──

　刺した。

　一切何のためらいもなく。

　ローブのすき間から突き出た剣けんの切っ先は、男のみぞおちから入って心しん臓ぞうを貫つらぬき。

　悲鳴さえも上げられず、ぐたり、と男は倒たおれ伏ふす。その身が痙けい攣れんするたびに、黒い血が大地を叩たたく。

　何が起きたかを即座に悟さとり、住人たちが逃にげてゆく。

　男を刺した影は、最初の影に近寄ると、仏ぶつ頂ちよう面づらで相手を見やり、

「こういう場合は処しよ理りをしていい。目もく撃げき者しやはいてもほうっておけ。どうせすぐに、こんな小さい事件のことはどうでもよくなる」

「……ああ……」

　言われて、最初の影──マドックは、フードの中で小さくうなずいた。

　少し離れたその場所では、地面に紋もんを描えがき終えた小こ柄がらな影、ローウェルが、呪じゆ文もんの詠えい唱しようをはじめていた。



　夜風の中を駆かけ抜ぬける。

　焦あせりといやな予感とが、一同の胸の中にはあった。

　早い目の夕食を取り、店を出て。

　ちょうどその時だった。黒い馬車が、離れた道を、町の奥へと駆け行くのが目に入ったのは。

　あの馬車に間違いはなかった。

　動き出すのが、想像していたよりもずっと早い。

　あわてて追いかけはじめたものの、人の足で馬車に追いつけるはずはない。しかし、マドックが止めろと言った何かがはじまる前に追いつくことができれば──

　だが。

「──くそっ！」

　駆けていたクラウスが、突然足を止めて毒づく。

　風の中、わずかに混まじった潮しおのにおいをかぎ取って。

　つられて立ち止まるルグナードとアリサが、クラウスに何かを問うより先に。

　どん。

　と一つ、大地が揺ゆれた。

　やがてほどなく、風に乗って漂ただよい来るのは人々の悲鳴と、潮のにおい。

「──まさか──」

　ルグナードの、そしてアリサの表情は硬かたい。

　あるいは二人もクラウス同様に、薄うす々うす想像はしていたのかもしれない。しかし認みとめたくなどなかっただろう。そんな突とつ拍ぴよう子しもない話を。

　しかし。

「これで……決まりだな」

　肩かたで息いきをつきながら、クラウスは宣せん言げんする。

　背せ筋すじを悪お寒かんが駆け抜ける。

　淵海孔アビスゲートを間近にすると、いつも感じる恐きよう怖ふと憎ぞう悪お。

　しかし今その感情を向ける先は、淵アよビりス来フるオもーのムたちではない。

　口の端に、凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべて言葉を紡つむぐ。

「あの馬車に乗った連中が……

　淵海孔アビスゲートを作り出してやがる──」

「……そんな……」

「馬ば鹿かな──」

　否定する二人の声はかすれていた。

　クラウスは息を整ととのえながら、

「何言ってる……二人とも薄々気づいてたんだろ……

　あの馬車が行くところで出てくる海……馬車にぶつかるのを避けたデカブツ……自分たちを止めてみろ、とか言いだしたマドック……

　でもってここでも淵海孔アビスゲート……！

　結論は一つしかないだろ……！」

「しかし……そんなこと……可能なのか……？　聞いたことがないぞ……」

「オレだって聞いたことはないさ」

　信じたくない気持ちからか、なんとか否定しようとするルグナードに、しかしクラウスは言い放つ。

「まさかこの期ごに及およんで、全部偶ぐう然ぜんかも、なんて言わないでくれよ。

　もしこれがオレの考えすぎだったら、終わったあとで、みんなでオレを指さして笑っておしまい、だ。

　けどそうじゃあなかったら──ヌルいことを言ってる場合じゃない。違うか」

　クラウスの胸の裡うちには、さまざまな思いがあった。

　小さい頃、生まれ育った村をみ込んだ淵海孔アビスゲートへの、そしてそこからわき出して来る者たちへの恐怖と憎悪。

　前に戦い、後おくれを取ったマドックへの敵てき愾がい心しん。

　そういったあらゆるものが吹ふっ飛んだ。

　淵海孔アビスゲートを出現させる者、という、本当に倒すべき相手を見つけ出して。

「──そう──だよね──」

　アリサはためらいながらもうなずいて。

「いずれにしろ、ここで立ち止まっている場合ではないか。

　いいだろう。なら、どうする」

　ため息混じりにルグナード。

　問われてクラウスは迷わずに、

「決まってるだろ。

　最さい優ゆう先せんで馬車を見つけて、叩く。

　乗ってる奴は、マドックを含ふくめて生かして捕つかまえたいが、場合によりけり、だ。

　ルグナード、とりあえず、次にあの馬車見かけたら、手て加か減げんも迷いも無しで一発食らわせて動けなくしてやってくれ！」

「了りよう解かいだ」

　全員が同時にうなずき、再び駆ける。

　馬車が向かったとおぼしき方へ。

　だが一番の問題は、その馬車に接せつ触しよくできるかどうか。

　一体どれだけ引き離されたのか、わからない。

　クラウスの想像が当たっているなら、淵海孔アビスゲートが出た場所に馬車がいる理屈になるが、相手もこちらも動いていれば、すれ違いになる可能性も高い。

　このままやみくもに駆けたところで出会える可能性は低いが、逃げまどう人々相手に聞き込みなどできるわけもない以上、とりあえず進む以外に術はない。

　混乱に駆ける人波をかき分け走れば、なまぐさい潮風のにおいが風に混じり──

　どんっ、と。

　震えた大地に、全員が──

　クラウスたちのみならず、おそらく、この町にいる者のほとんどが硬こう直ちよくした。

　──今の震動が意味するものは──

「ハッ！　こりゃあ……！」

　クラウスが引きつった笑みで吐き捨てる。

　背中に走る感触は、もはや自分でも、恐怖なのか怒いかりなのかわからない。

「マドックの奴もビビっちまうはずだ……！」

　そう。たった今。

　この町に、二つ目の淵海孔アビスゲートが出現したのだ。

「あいつら……！　ここをぶっ潰つぶすつもりだぜ！」

　──夜に混じる潮のにおいは、その濃こさを増すばかりだった──



　どれくらい通りを駆けずり回ったか。

　クラウスはよく憶おぼえていない。

　いまや町のどこにでもあふれ返っているパニックが。自身の胸に渦うず巻まいた、海へのさまざまな負の感情が。時の感覚を狂くるわせている。

　ただ確かなのは、夕ゆう暮ぐれと呼べる時はとうに過ぎ、空には星がかがやいていること。

　夜の訪れに、家々にランプは灯ともり──しかしその明りが照らすのは、夕ゆう餉げを共にする家族の団だん欒らんではなく、災さい厄やくにとまどい逃げる人々の群むれ。

　近くの住民はみんな逃げたか隠れたか。妙にひとけのない道を、三人は走る。

　途中から、進む道を示していたのはルグナードだった。

　何の根拠があってのことだか知らないが、右だ左だ、まっすぐ前だと指示をしながら駆けてゆく。

　あるいは、町のつくりと人の流れ、淵海孔アビスゲートの出現位置などを考えて、馬車の通れそうな道を当たっているのかもしれないが──

　それは偶然か必然か。

　もはや町のどこなのかもわからぬ通りの、角を一つ曲がったとたん。

　見えたのは、ぽつぽつと街灯の灯る通りを駆ける六台の馬車！

　うち黒くろ塗ぬりの一台に、クラウスは確かに見覚えがあった。このままなら一団は、目の前の道を通り過ぎる。

「ルグナード！」

　はずむ息を整えながら声を上げれば、しかし赤毛の大男は、すでに神呪セレストルの準備を終えていた。

「空這う見えざる蠱の王ウイレア・ヴアイ・ルヲウ」

　ルグナードが何かをしたとも見えぬのに、前を通りかかった黒い馬車の車輪近くがはじけ砕くだけた！

　おそらくは、目に見えぬ風の神呪セレストル。

「くっ！」

　と、小さくルグナードの呻うめき。

　どうやら車輪を狙ねらったのが、わずかに外れたようである。

　それでも馬車は車しや軸じくが揺ゆれて轍わだちが乱れる。一発撃げき破はには至いたらなかったが、車輪まわりに痛いた手では与えた。

　ルグナードはすぐさま次の神呪セレストルを準備して──

　黒い馬車のドアが開く。

　夜風の中に躍おどり出た影は、ローブの下から二本の手を突き出して。

　クラウスが、ルグナードが大きく跳とんで身をかわす。

　あるいは後ろの壁に当たり、あるいはそばの板壁に突き立ったのは、短い矢。

　風にフードを払はらわれて、降り立つ影の素顔が夜風に晒さらされた。

「マドック……！」

　アリサが相手の名を呼んだ。

「どけ！」

「どくかよバァカ」

　抜ばつ剣けんするクラウスの声に迷わず答え、マドックは腰の後ろから、両手に一本ずつ、これ見よがしに短剣ダガーを抜き放つ。

　その間にも、馬車は姿勢を立て直して進みゆく。

「置いていかれているぞ」

「言われなくても知ってるよ」

　ルグナードの指し摘てきにも動どう揺ようしない所からして、時間かせぎでも命じられたか。

　黒い馬車が遠ざかる。車軸を傷いためたか、速度はさきほどより随ずい分ぶん遅くなってはいるが、それでも人の駆け足よりはよほど速い。

　今振り切られれば、おそらく次はない。

「止めてほしかったんだろうが！」

　クラウスがマドックに向かって吠ほえ猛たける。

「だからオレを殺さなかったんだろうが！

　ならどけよ！」

「甘えんな！」

　負けじとマドックも声を上げる。

「止めてみせろと言ったんだ！　止まってやるとは言ってねえ！

　何『止まってください』なんてお願いしてやがるんだよ！　頭温ヌルィな！」

「──わかったよ──なら止めてやる！」

　別の出会い方だったなら、クラウスも、以前の借りを返すため、一対一で──などと考えたかもしれないが、今はそんなことを言っていられる場合ではない。

　本当の敵はマドックではないのだから。

　クラウスの宣言を合図に地を蹴けったのは、クラウスとアリサ、ルグナードの三人同時！

　正面をルグナード、右と左からそれぞれアリサとクラウスが担になう。

　対するマドックは自身も地を蹴り、アリサに向かって突とつ進しんした！

　一対多数では妥だ当とうな戦術ではあった。手早く倒せそうな相手に痛手を与え、少しでも数の均きん衡こうを図はかる。

　一度戦って互いに手の内を知るクラウスや、ベテラン然としたルグナードではなく、見るからに身の丈たけに合わない重量級の得え物ものを抱かかえたアリサのことを、与くみしやすしと見て取ったのは当然の判断。

　槍刃ブレードスピアを上に大きくふりかぶるアリサに向かい、マドックは迷わず駆けてゆく！

　彼の脳のう裏りに描かれているのは、武器を振り下ろされる前に、駆け抜けざまに少女の脇わき腹ばらを切り裂さき仕し留とめる、そんな構図だったはず。

　だが。

　間合いを詰めたマドックがさらに駆ける速度を上げて、

「ジャマだよお嬢じようちゃ──」

「黒の三、はヴじラけンろブ！」

　嘲あざけりを遮さえぎり響いたのは、アリサの声と魔力素マナチツプのはじける音！

　刃やいばの背ではじけたかけらが鉄の塊かたまりを推おし進める！

　同時にアリサもその背を猫ねこのように丸め、結果、鈍どん重じゆうなはずの刃は、マドックの予想をはるかに超こえて加速し、迫せまる！

　マドックは顔を引きつらせ、わざと左の膝ひざを折る。バランスを崩くずして路上を転がり滑すべると、紙かみ一ひと重えの差で刃から逃のがれた。

　もし自分から転がっていなければ、頭を割られるか鎧よろいごと胸を砕くだかれるか、どちらにしろ終わっていただろう。

　転がる勢いを殺さずそのままはね起きて、

「……なっ……！　なんつー阿あ呆ほな武器使いやがる!?」

　クラウスも、マドックの方に駆けつつも、アリサに向かって、

「殺す気まんまんかよお前！」

　できれば生け捕り、という話だったはずだが。

「手かげんしたらこっちがやられる！　それに、ゆっくりしてる場合じゃないよね！」

　刃に乗った勢いを活いかして姿勢を整えつつアリサ。

　マドックの表情が、この女に突っかかるのだけはやめよう、と語っていた。

「この前はずいぶん世話になったな！」

　クラウスは声を上げ、自分に注意を向けさせながら、マドックとルグナードの間を遮るように駆け迫る。

　ルグナードが神呪セレストルを準備していることはわかっていた。突っかかると見せかけて直前に横に跳べば、そこにルグナードが一撃を放つ。

　寸前まで視界を塞ふさがれた上での攻撃なら、対応するのは難しい。よしんばそれをかわされたとしても、体勢を崩したところにクラウスが切り込めば──

　しかし。

「どういたしまして！」

　吐き捨てると同時に、マドックは迷わずきびすを返して逃げ出した！

「あ！　てめえ待て！」

　クラウスがあわてて叫ぶが、それで止まって三対一の勝負に応じる馬鹿はいない。

　マドックの目的が時間かせぎだったなら、その目的はすでに果たした。馬車はもう、とっくに見えなくなっている。

　マドックは迷わず手近な路地に駆け込みかけて──

「おわっ!?」

　声を上げ、大きく後ろに跳とび退すさる。

　その路地から姿を現したのは──

「──こいつ……！」

　あわてて足を止め、大きく後ろに退りながらクラウスは呻く。

　ちぢこまった尺しやく取とり虫むしのような体の左右には幾いく本ほんもの脚あし。胸ほどの高さには、人の顔を連想させる黒穴が三つ、開いていた。

　全身をくまなく覆おおうのは、厚あつみのある透とう明めいな──水。

　それは。

　かつてウルスの町で三人の前に現れた大型の異い形ぎよう。

　あの馬車に乗っている者が淵海孔アビスゲートを出現させている──などという非ひ常じよう識しきがありうるのなら、人とは似つかぬ異形が馬車の味方をしていたとしても驚おどろかない。

　おそらく馬車を護るため、一つ外れた通りを併へい走そうしていたのだろう。

　異形は脚を蠢うごめかせ、ゆっくりと、クラウスたちの方を見る。

「……こんな所まで出張とはご苦労なこった」

　じわじわと退りつつ軽口を叩くクラウス。

　もちろん、外見が同じだけで別の個体だという可能性もあるが。

「歓かん迎げいしたくない再会だな」

「こういうの腐くされ縁えんって言うのかな」

　軽口は叩きながらも、ルグナードとアリサの表情も険けわしい。

「へ、へへ」

　一方のマドックは引きつった笑みを浮かべつつ、異形の巨きよ体たいの後ろにまわり込み、あきらかに、異形に向けて、

「じゃあ、あとは頼たのんだぜ」

「──てめえ──」

　クラウスの瞳ひとみに怒りが灯る。

　マドックの態度は、二つのことを示していた。

　想像通り──マドックたちが、異形たちと同どう盟めい関係を結んでいること。

　そしてもう一つは。

「じゃあクラウスに、自分たちを止めてみせろ、って言ったのは何だったわけ!?」

　突然声を上げたのはアリサ。

　異形の後ろで足を止めたマドックに向かって、

「この町の名前まで教えて！

　こんなことに手を貸して、良心が痛んだからじゃないの!?」

　はり上げた声を、しかし異形を盾たてにしたマドックは鼻先で笑い、

「へっ。知るかよ」

「本当は単にビビっただけなんでしょ!?　大きな事件に首突っ込んで！」

　さらにアリサは言いつのる。

「あたしたちと、あんたの雇い主たちが共倒れになればいい。そうなったら自分だけは要よう領りようよく逃げる。

　そんな都合のいいこと考えてたんでしょ！」

　もう一つは、マドックがこの場所をクラウスたちに教えた理由。

　良心の呵か責しやくに耐たえかねたのでも、こんなことは許ゆるせぬと義ぎ憤ふんに駆られたわけでもない。

　アリサの指し摘てきした通り、クラウスたちと雇い主たちとをぶつけ合い、自分を大それたことに巻き込む連中と追つい跡せき者しやとを共に消そうという思惑おもわく。

　でなければ、この場で異形を頼たよりにしたりはしないだろう。

「だったらどうした！」

　マドックは、アリサの指摘を否定しなかった。

「最低！　都合が悪かったら雇い主も殺す気なんだ！

　自分勝手もいいところね！」

「合理的って言ってほしいね！

　金にはなったが、これ以上こんなヤバいことにつき合っていられっかよ！

　オレはそろそろ降りさせてもらうぜ！

　てめえらはここでバケモノどもと遊んでな！」

　マドックの言葉を合図に大型の異形が動き出す。

　数多あまたの脚を動かして──マドックの方に向きなおる。

「……え……？」

　マドックは呆ぼう然ぜんとした声を漏らし、

「──ああ。やっぱり──」

　アリサが声を上げた。

「想像してなかったんだ。そいつが、あたしたちの話を理解してるかも、って可能性こと」

　言い終わるよりもやや早く。

　異形の踏み出した脚は、いともたやすく無む造ぞう作さに、マドックの体を轢ひき潰つぶしていた。

　人だろうと異形だろうと、裏切り者の末まつ路ろは似たようなもの。

　悲鳴の一つも残さずに──いや、ひょっとしたら自分に何が起こったのかさえ理解できないそのままで。

　マドックは、ひしゃげて路上でわだかまる。

　踏み殺したのは異形だが、こうなると薄々わかっていながら話をしたのはアリサである。

「アリサてめぇ──！」

「文句はあとで聞く！　来るよ！」

　クラウスの文句をおしとどめ、アリサは槍刃ブレードスピアを構えた。

　マドックを瞬しゆん時じに踏み殺した異形は、ゆっくりとクラウスたちの方を向く。

　そのずっと後ろには。

　ねじくれた剣を手に手にぶら提さげ、通りの彼方からこちらへと、歩み近寄るいくつもの影が現れはじめる。

　そちらは見み慣なれた、魚人型の淵アよビりス来フるオもーのムたち。

　……クラウスとしては別にそんなものを見慣れたくはないのだが……

　大型一つに魚人型が多数。まともに戦って勝ち目はない。

　魚人の集団に突っ込み、乱戦に持ち込めば、かなりの数の相手を仕留めることができるだろうが──そのかわり、ほぼ確実に命を落とす。

　なら、逃げるというのは──

「今回は一時撤てつ退たいしないのか？　ルグナード」

　三人集まり、クラウスが問えば、しかしルグナードは、

「そうしたいところだが……見み逃のがしてはくれんだろうな。さすがに。

　人語を解するなら、俺たちがどこまで知ったかわかっただろう。相手としては見逃せんだろうな」

「二度と会わないと思ってたけど、こうなるなら、あいつへの対たい策さく、ちゃんと考えとけばよかったね」

　アリサが言うが、今さらである。

　しかしその時。

　るぅぅぅぅぅあぁぁぁぁぁるいぃぃう。

　大型の異形が吠ほえる。

　いや、その身がわずかにゆらめいて見えるところからすると、正確に言うならば、表面に纏まとう水をふるわせて音を出しているのだろう。

　それを聞き、後ろまで迫っていた魚人たちが横の通りへと散ちりはじめた。

「『ここは自分一人で十分だ』とか言ったのかな？」

　適当な意訳をかますアリサに、クラウスは引きつり笑え顔がおで、

「オレには『派は手でにやるから巻き込まれたくない奴は散れ』って聞こえたけどな。どっちにしても格好いいなオイ」

　あるいは──この状じよう況きようではクラウスたちが逃げに走ると判断し、戦う、という選せん択たくを誘さそうために、わざと味方を減へらしたか。

　いずれにしろ、それが戦いの始まりだった。

　魚人型の異形が散ったのを機に、大型の異形が地を蹴った！

　以前にも見た高速突進！

　クラウスとアリサは左右に飛び退いて、その後ろでは、異形が出現した瞬間から神呪セレストルを準備していたルグナード！

「月ゼのグ無ドいメ夜ア空・にレ開ルくド無オ数ウのラ目ン」

　瞬間、巨体の躯からだにくまなく開く無数の目！

　瞳から伸のびた細枝が、蔦つたのごとくに伸びからまり合い異形の動きを束そく縛ばくした！

　脚をからめられつんのめり、派手に転がる異形の巨体。あやうく巻き込まれそうになり、その軌き道どうから逃れるクラウス。

「今のうちに一旦退く──」

　言いかけたルグナードの言葉が途中で凍こおりつく。

　魚人タイプが相手なら、ルグナードの術でしばらく動きを封じ込め、逃げるのに十分な時間をかせげただろう。

　しかし。

　転がる異形が纏った水がざわついた。

　たゆたい瞬時に形を変えると、網の目から飛び出した無数の小さな鎌かまと化す！

　水の鎌が蠢うごめいて、からまる網を寸断するのに、さして時間はかからない。

　縛いましめを破壊されるとともに、はりついていた無数の目が瞬時に消えた。

　巨体を覆おおう水の膜まくが、ある場所では縮ちぢまりある場所ではふくらんで、まるで水そのものが一つの生き物ででもあるかのように、うねり、たゆたい、本体の動きはほとんど無しで異い形ぎようの巨きよ体たいを引き起こした。

「クラウス！　アリサ！　こいつは纏まとった海の水を術じゆつで操あやつって攻こう防ぼうと姿し勢せい制せい御ぎよに使っている！　前に見た爪つめや槍やりも水が形を変えたものだ！」

　目にしてルグナードが声を上げた。

　そう。

　天井をうち破やぶる爪も虚こ空くうを貫つらぬく長い槍やりも。不自然な姿勢のままで横よこ倒だおしから起きあがるのも、すべては巨体が纏まとう水。

　変幻自在に姿を変えるそれは、時に武器とも盾たてともなる。

「水を引き剥はがしてやらねばどうにもならんぞ！」

「引きはがすって言ったって！」

　身がまえつつもこぼすアリサ。刃は物ものをいくら振るったところで、水を裂さくのがせいぜいである。

　刃物を使って引き剥がすなど、無理な相談。

「とりあえず、やってみるしかねえだろ！」

　クラウスは苦い表情で吐はき捨すてる。

　異形が動く。

　クラウスたちに対して、突とつ進しんはかわされてスキになるだけと悟さとったか、今度は人が小走りするほどの速さで──まず向かったのはルグナードに！

　神シ呪ン使ガいーを倒してしまえば、武器を頼たよる二人に異い形ぎようを倒たおす術すべはない。そう判断してのことだろう。

　だが。

「ルグナード！　ここはまかせる！　オレは馬車を追う！」

「頼む！」

　クラウスは呼びかけると同時にきびすを返して駆かけ出して、ルグナードは答えて両手に斧おのを抜ぬき構かまえた！

　異形があわてて進路を変える。ルグナードから、背を向け駆けるクラウスへ！　移動も小走りから突とつ撃げきの速度に変わり──

　りるうううううううううう！

　異形の纏う水が震ふるえ、その先端から長い長い水の槍が、クラウスの背中を目指して──

「今だ！」

　水の槍が伸びはじめると同時にルグナードが声を上げた！

　とたんクラウスは振り向き身をひるがえし、水の槍をやすやすかわして剣をひと薙なぎ！

　ばぢゃりっ、と音を立てて散ったのは海の水。

　半ばを断たたれた水の槍の先せん端たんは、力を失いただの海の水と化して、あたりの地面を濡ぬらして散ちった。

　異形が操るのがあくまで海の水ならば、長く伸びた水を刃で断てば──一瞬でも、水と水との間を鋼はがねという異物で遮さえぎってやれば、断たれた先はただの水に戻る。

　だがそれは、異形の一撃目をいなしたに過ぎない。

　異形を覆おおう水が震ふるえ、体の左右に大ぶりな水の刃を形成した！

　クラウスの長剣に遮さえぎり断たれぬよう、刃は厚く幅広く。クラウスが左右どちらに逃げようとしても水の刃は胴どうを断つ！

　とどまれば、無論待つのはマドックと同じ最さい期ご！

　だがクラウスはそのままかまわずまっ正面から異い形ぎように突っ込み──

　跳んだ。

　異形の背、纏う水の上を踏み越え駆かけ抜ぬけ背せがわに下りる。

　むろんクラウスに、普通の水の上を歩くことなどできはしない。異形が刃への防御のため、纏う水の粘ねん度どを極きよく限げんまで上げていたからこそできた芸当である。

　相手にしてみれば、クラウスが目の前で消えたようにしか見えなかっただろう。

　大型の異形が減速してふり向けば、正面には剣を構かまえたクラウスの姿。

　もとより。

　クラウス一人で馬車を追うつもりなどはない。だがああ言って駆かけてみせれば、人の言葉を理解する敵は、彼を狙ねらわざるを得なくなる。

　要は、神呪セレストルの準備をするルグナードを狙わせないための舌した先さき三さん寸ずん。

　異形は再び左右に刃を生やしたままでクラウスに向かって突っ込んでゆく。クラウスはそれを十分引きつけて──

「右だ！」

　吠えると同時に右に跳とぶ！

　そこに迫せまるは異い形ぎようの刃！

　ばぢゃりっ！　と再び響ひびく水みず音おと。

　異形の向かって右から伸びた水の刃は途中で断たれていた。

　アリサの槍刃ブレードスピアによって。

　クラウスの長剣の巾はばでは遮さえぎり断たてぬ水の刃も、槍刃ブレードスピアの長さと巾なら断だん絶ぜつ可か能のう。異形の上を乗り越えたクラウスの陰かげとなってアリサが立ち、飛び出しざまにその一撃を加えたのだ。

　刃の崩れたその場所に佇む二人は無む傷きず。そして。

「空這う見えざる蠱の王ウイレア・ヴアイ・ルヲウ」

　ルグナードの放つ不可視の神呪セレストルが、もう一方の水すい刃じんの付け根をうち砕く！

「いけるぞ！」

　声を上げクラウスが駆かける！

「この調子で水を落として行けばそのうち丸まる裸はだかだ！」

　刹せつ那な左手を剣の刃に添え、異形に向かって駆け込み、斬きり薙なぐ！

　刃はねばつく水に纏われ速度を落とし、下の甲こう殻かくにはじかれる。異形は接せつ近きんしたクラウスに水の刃を突き出した！

　だがクラウスは、断てぬものと見て取ると身をひるがえしてかわし、また異形へと斬ざん撃げきを送る！　続いて異形が生んだ刃は、断てると見切って断ち散らし、続いて異形の胴へ一撃。

　避よけ、斬り、断ち、斬る。

　相手の攻撃は避け、断って。異形の脚あしに胴体に。クラウスは間かん断だんのない斬撃をくり出し続ける。

　ひとときも休まずステップを踏むそのさまは、さながら何かの舞いのよう。

　異形が水の刃を生み出す頻ひん度どが目に見えて減へってゆく。

　迂う闊かつに水で攻撃し、それを片かた端はしから断たれれば、クラウスが指摘した通り、纏まとった水はいつか尽きる。

　実際に、全身を覆った水は、わずかではあるがすでに厚あつみを減じていた。

　淵海孔アビスゲートにでも戻れば、水の補給もできるのだろうが、そのために一旦ここを離はなれれば、確実にクラウスたちをとり逃がす。

　異形は攻せめあぐねてはいたが、一方クラウスの斬撃も、水と甲殻に覆おおわれた異形を、断ち切るどころか、ろくに傷つけるにも至らない。

　それでもクラウスはかまわずに、異形に剣をくり出し続ける。時とき折おり左手を刃にそえて、鋼の刃で水を裂さき。

　異形を挑ちよう発はつして攻撃を誘さそい、水を削けずる戦法──そう見て取ったか、異形はクラウスを無視してルグナードの方を向く。

　クラウスが待っていたのはこれだった。

　異形が攻撃の手を鈍にぶらせて、クラウスから他へと注意を移うつす時。

　長剣を手放し、鎧に仕込んだ刃礫ビツトを両手で引き抜けるだけ引き抜くと、異形に向かって投げ放つ！

　刃礫ビツトはことごとくねばつく水に潜もぐり込こみ、すぐに勢いを殺されて、本体に届とどくか届かぬかのうちに、ゆるりと水に沈みはじめる。

　その瞬間。

　クラウスは、やはり鎧に隠かくし仕込んだ大きめの魔力素マナチツプを取り出しくわえて噛かみ砕くだき。

　叫さけぶ。

「はヴじラけンろブ！」



　ばしゅっ！



　クラウスの命令に、異形の巨体が爆ばく発はつした！

　斬撃の刃に添そえて異形の体のあちこちにからませた刃礫ビツトと、たった今放った刃礫ビツト。

　金きん属ぞく片へんに結ばれた布の、結び目の中には魔力素マナチツプが仕込まれている。

　それが今、一気に炸さく裂れつ四し散さんしたのだ。

　一つ一つはたいしたことのない炸裂。だがそれらは水を伝わり互いに共鳴し、爆発となって異形が纏まとった水を吹き飛ばす！

　同時に。

「天より降り来る見知らぬ紅蓮レクトガ・イルオハルト」

　ルグナードが準じゆん備びしていた神呪セレストルを発動させる！

　突如現れた輝かがやく朱しゆ線せんが、瞬時にルグナードのまわりの地面に円えん形けいの紋もんを描かき、そのまま伸びて異形に触ふれたその途と端たん。



　ごうンッ！



　爆発にも似た炎ほのおが上がり、異形の巨体を包み込む！

　並の相手なら黒くろ焦こげにする一撃も、厚い水を纏った異形であれば、水の厚さを多少減げんじただけだろう。

　だがクラウスの刃礫ビツトに仕込んだ魔力素マナチツプで、水の大半が四し散さんしたのとほとんど同時に叩たたき込こめば。

　炎がおさまったそのあとには。

　水をすべてはぎ取られた大型の異形。

　まだ生きてはいるようだが──そこへ。

「黒の一二四五！　青の一二三四！　はヴじラけンろブ！」

　槍刃ブレードスピアと自身のその身を加速して、アリサは異形の背はい後ごから本体に、槍刃ブレードスピアを叩き込む！

　びぎんっ！　と甲殻の割れる音！　そして。

　ぎびいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッ！

　悲鳴を上げつつ甲殻をはね散らかして、中から飛び出したのは黒い──何か。

　何か、としか言いようがない。人をまっ黒く塗ぬり、胴体部分だけを異い様ように長くして、両脇わき腹ばらに何本もの腕を生はやせばこうなるだろうか。

　両目は大きく黄色く濁にごり、瞳どう孔こうだけが黒い点となっている。

　それは甲殻を崩くずして中から飛び出すと、あっけにとられる一同をしりめに、無数の手で這はい逃にげはじめる！

「──あれが本体か!?」

　ルグナードの声に全員が我われに返った。

「逃がすか！」

　駆けてクラウスは刃礫ビツトを引き抜ぬき投げ放つ！

　ぎゃぶっ！　と鳴いて震ふるえる黒い姿。

　鉄片は、今度はたやすくそれに突つき立っていた。

　クラウスは新たな魔力素マナチツプを取り出しくわえて──



    

  
    
      　ヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロヤメロ！

　それは。

　人の声に聞こえた。

　もがきのたうち叫さけぶそれのおぞましさに、クラウスの背におぞけが走る。

　思わず魔力素マナチツプを炸裂させて。

　ぶぢゅぼッ。

　黒い何かの体がはじける。

　どす黒い体たい液えきを散らしてそれは沈黙した。

　断だん末まつ魔まの痙けい攣れんか。しばし数多あまたの腕だけが、じたばたもがいて地面を叩き、やがておさまり、ゆっくり止まる。

　それが。

　呼び名すら知らぬ、大型の異い形ぎようの最さい期ご。

　残るは黒く異様な死し骸がいと、がらんどうの殻からの山。

　全員が。

　しばし思わず沈ちん黙もくし。

「──まだだ──」

　クラウスは我に返ると、手放した剣を拾って鞘におさめる。

「馬車の方がまだある」

「あ──ああ。そうだな」

「そ……そーだね」

　言ってうなずくルグナードもアリサも、心なしか顔が白い。

　異形の叫びが人の声のように聞こえたことには、誰も触ふれない。触れたくない。

「……いくらあんなのをぶっ倒しても、淵海孔アビスゲートを出してる連中をどうにかしなきゃあ終わらない」

　忘れ、話題を変えようと、言うクラウスの顔もまた白い。

　返事も待たずにきびすを返し、馬車が去った方を目ざして小走りに駆ける。

　ルグナードとアリサも、クラウスに続いて駆かけながら、

「追いつけると思う？」

「知るか」

　クラウスの背中に問うアリサに、そっけない答え。

「けど、追いつかなきゃならないだろ」

「……そうだよね……これはさすがに……」

　耳を澄すませば夜の中、混こん乱らんの音が聞こえてくる。

　マドックは死に、クラウスたちは大型の異形を倒たおしたが、それで終わったわけではない。

　まだ町のあちこちでは、人と魚人型の異形との戦いは続いている。

　あの馬車を放置しておけば、おそらくまた淵海孔アビスゲートが現れて、人と異形が殺し合う。

　そんなことはもう許ゆるせない。

　しかし果たして、もう一度あの馬車を見つけることはできるのか。

「……けどアリサ……お前、あれだけマドックの賞金首にこだわっておいて、あっさり死なせてどうするんだ……オレたちが仕し留とめたんじゃあないから成せい功こう報ほう酬しゆうもらえないかもしれねえぞ」

　いろいろ気をまぎらわせようと、クラウスは、並んだアリサに声をかける。

「……ん……」

　アリサはあいまいに呻うめいてから、しばらくの間黙だまっていたが、やがて──

「……怒るかもしれないけど……

　マドックが賞金首をかけられることになった事件で殺された町長さん──

　前に、ちょっとお世話になったことがあって、ね──」

「──え──」

　クラウスは思わず一瞬絶ぜつ句くして──

「やはりそんなところか──」

　二人を追い越こしつつ、つぶやいたルグナードに、クラウスは目をやり、

「ちょっと待てルグナード……！　『やはり』ってどういうこと──そうか──！」

　クラウスは何かを悟さとって、はっ、として、

「ここでそういうふうに言っておくと格かつ好こういいからなっ……！」

「いや。あのなクラウス。

　アリサは顔も知らず、さしたる賞金額でもないマドックにあれだけこだわっていたのだ。

　何かの因いん縁ねんがあったとは想そう像ぞうできるだろう。

　あえて事情は聞かなかったが……まさかそこも気づいていなかったのか？」

　問われてクラウスは、髪かみを軽くかき上げながら、

「いや……オレもやっぱりそんなところだと思っていたよ」

「……まあ別に良いが……」

「クラウス。それむしろかっこ悪い」

「なんだとぅっ!?　……けど知り合いの敵かたき討うちだってのなら……アリサから依頼料取りゃあよかったな……」

「ごはんくらいはおごってあげるよ。

　まあ……敵討ちなんて大たい層そうなもんじゃあないんだけど──

　なんていうのか、ケリをつけたかった。ただ、それだけ」

「……じゃあ全部終わったら……たっぷりおごってもらうからな……」

　笑みを浮かべてクラウスが呻き──

「──クラウス？」

　彼の異変にアリサは気づく。

　クラウスの顔は白くなり、額に頬ほおに、苦しげな汗が浮いている。

　気がつけば、駆かけるペースも落ちている。

「無理はするな」

　と、やや先を行くルグナード。

「辛いのだろう。あとは任まかせて少し休め」

「平気だって」

　言うクラウスの表情は、しかしとても平気には見えない。

「無理……って、どういうこと？」

　心配するアリサに問われて、ルグナードは、わずかに逡しゆん巡じゆんしていたが、

「……昔、クラウスに神呪セレストルを教えたことがあった」

「ルグナード……」

　クラウスが呻くが、ルグナードはかまわず、二人に背中を向けたまま、

「素そ質しつに関してならば、こいつは俺以上のものを持っていた。

　いい神シ呪ン使ガいーになると最初は思った」

「……よせ……」

　もはや歩く程度の足取りで進みつつ、クラウスは止めるが、ルグナードは重々しい口ぶりで、

「だが高すぎる素質の代だい償しようか。術の行使はクラウスの肉体にある重大な負ふ担たんをかける」

「負担って──？」

「言うなルグナード──」

　ルグナードは、その背中を震わせて、

「こいつは──

　魔力素マナチツプをかじると必ず腹はらを壊こわす」

　それは──

　あまりにもいろんな意味で悲しすぎる事実。

　アリサは、クラウスの肩にそっと手を置くと、

「あたしね──クラウスのこと、けっこうハンサムだって思うよ」

「……なんだよ急に……」

　仏頂面で問う彼に、アリサは優やさしい笑みを向け、

「美形、って言ってもいいと思う」

「ほめても何も──」

「だから──これからはあなたのこと、気の毒美形って呼んでいい？」

「……斬るぞ……いやマジで……」

　額ひたいに脂あぶら汗あせをにじませながら言うクラウス。

「え？　なんで？　あたしはただ、元気づけようと思って──」

「はっはっは。確かに怒りのあまり元気にはなりそうだけどなー」

　どうしてやろうかこの女、などと思っていた矢先。

「──おい！」

　先を行くルグナードが上げた声には、隠せぬ緊張の色が混まじっていた。

　十字路の角で足を止めて、横の通りに視し線せんを送ったままで、

「馬車だ」

　とひと言。

　クラウスは一瞬、腹はらの苦しみも忘れ、アリサと顔を見合わせて、小走りで駆かけ寄よりそちらに目をやる。

　通りの先には、横転した黒い馬車一台。

　車輪の一つが壊こわれ外れて転がって、つながったままの馬二頭。一頭はまだもがいているが、下になった一頭はもはや動かない。

　間違いなくあの馬車だった。

　ルグナードの放った一撃は、車輪部に深刻なダメージを与えていたのか。一旦は体たい勢せいを立て直したが、ここまで来てとうとう車輪が壊れて横よこ倒だおしになった──おそらくそんなところだろう。

　近づいても人の気配はなく、逃げたのか、御ぎよ者しやの姿も見あたらない。

　しかし。

　風に混じってわずかににおうのは、傭兵のクラウスたちにとっては嗅かぎ慣なれた血のにおい。

　アリサは駆け寄ると、横倒しになった馬車の上によじのぼり、油ゆ断だんなく槍刃ブレードスピアを構えたままで、天を向いた馬車のドアをはね開ける。

　一瞬の沈黙。

「どうした？」

　下から見上げてクラウスが問えば、アリサは月を背に負って、馬車の中を見下ろしたまま、

「──人がいる──」

「中に、か？」

　とルグナード。

　アリサはさらにしばらくの間、そのままじっとしていたが、やがて唐とう突とつに、

「下りて調べる」

　一方的に言い放ち、そのまま中に降おりてゆく。

「あ！　おい！」

　クラウスの呼びかけももう遅い。

　ややあって、這い出てきたアリサは複ふく雑ざつな表情で、

「三人、いた」

　馬車の上から路上に飛び降り、

「二人が男。一人が女。

　全員、刃物で刺さされて死んでる」



    

  
    
      「刃物で刺されて？」

　と、ルグナード。

「うん。どういうことなのかはわからないけど──」

「──まさかマドックの奴──」

　ある想像が脳のう裏りをよぎり、クラウスは口を開いた。

「自分の手でカタつけてたのか……？　飛び降りるその前に」

　その推測に、是とも非とも答える者はむろんいない。

　しかし口には出さぬまま、三人は、同じことを思っていた。

　これで本当に終わりなのか？──と。

　答えを知るものはここにはいない。

　だがもしも──

　マドックが死なずにいて、馬車の中でこと切れている三人の顔を見たならば、間ま違ちがいなくこう言っただろう。

　──誰だこいつら──？

　と。



    

  
    
      



　ダイラスの警けい備び兵へい詰つめ所しよの中に、人はあまりいなかった。

　淵海孔アビスゲート出現の事後処理に追われ、警備兵たちの大半は出で払はらっている。

　そんな詰め所の中、がらんとした会議室で、フォックス＝ゴーンは、書類の束に目を落としたまま一人で茶を飲んでいた。

　書類は、現在わかっているだけの被害状況をまとめたもの。

　とはいえ、淵海孔アビスゲートが二つ出現した難民地区は、もともと住民の数さえ掴つかめていない場所だった。かてて加えて昨夜の騒さわぎ。

　実際の被害がどれほどか──正確な答えを出すのは不可能だろう。

　フォックスが、何枚目かの報告書を眺ながめていると。

　遠慮がちなノックの音が響ひびいた。

「どうぞ」

「失礼します！」

　ドアを開けて入ってきたのは、大仰な鎧よろいに身を包んだ壮そう年ねんの男。ここの警備隊の隊長である。

　フォックスにガチガチの敬けい礼れいを送ってから、姿し勢せいをゆるめて手にした書類に目を落とし、

「お捜しの馬車ですが、路上に放置されているのを発見いたしました！

　御ぎよ者しやらしき者は見あたらず、中には三名。女が一名、男が二名。

　いずれも黒いローブとフードを着用し、刃物で刺さされて死亡していました。身元は目もつ下か調査中ですが、こちらは時間がかかりそうですので、ひとまず発見のご報告を！」

「そうですか。ありがとうございます」

　フォックスは、優やさしげではあるが、どこか間の抜けた笑顔を浮かべる。

「ご検分なさるなら、現場まで私がご案内いたしますが？」

「いえ──それには及びません。

　お手数ですが引き続き、身元の調査をお願いします」

「了解いたしました！　では失礼いたします！」

「ご苦労様です」

　再び敬けい礼れいをして隊長が部屋を出てゆくと。

「──なるほど──」

　フォックスはイスの背もたれに身を預あずけ、一人つぶやく。

「護ご衛えいにと、腕の立つならず者を雇やとったはいいが、裏切られて殺された──」

　茶のカップを手に取り、口もとに運び、

「そういう筋すじ書がきにしたい、ということですか──」

　ぬるくなった茶をひと口、のどの奥へと流し込んだ。



　空が青い。

　緑を吹ふき抜ぬけて来た風が、少女の黄金色をした髪をなびかせる。

「けど、こういう歩いての旅も気持ちのいいものですね」

　道ゆく途中で雲を眺めて足を止め、青い服の少女は大きく伸びをした。

「しかしテーニア様」

　連れの一人、白い服を着た仏ぶつ頂ちよう面づらの男が少女に語りかける。

「今は仕方ないとしても、いつまでも歩き、というわけにもいかないでしょう。どこかで足を調達しなければ」

「硬かてぇこと言うなってラングル。人間、余裕ってもんがなくちゃあな。ちったぁお嬢じようを見習え」

　四人の道行きのうち別の一人、傭よう兵へいふうの男が白服に軽かる口くちを飛ばす。

「……そんなこと言うけどやっぱり心配ですよ……とにかく今は少しでも早くあの町から離はなれたいです……」

　蚊かの鳴くような声でつぶやいたのは四人目の男。大おお柄がらで、子供なら泣き出しそうなほど凶きよう悪あくなご面めん相そうだが、猫ねこ背ぜでうつむき、ぶつぶつと、

「……ほんとうにあれで、私たちが死んだと思ってくれるかどうか……」

「いいのよ。別にそこまでだまされてくれなくても」

　テーニア──マドックにはずっと、ローウェルという偽ぎ名めいを使っていた少女は、ほがらかな笑顔で、

「ひととき時間ができればそれで十分。糸が切れてくれれば大助かり。その上だまされてくれれば言うことなしだけれど、そこまで望むのは欲ばりよね？」

　黒い馬車に黒ローブと黒フード、おまけに仲間に賞しよう金きん首くび。

　これらの特徴を一気に投げ捨てれば、死体が替かえ玉だと気づいても、こちらのあとを辿たどるのは難むずかしいだろう。

「それで、足のことを含めてなんですけど──」

　連れたちの方をふり向いて、後ろ向きに道を歩きつつ、少女は言う。

「一度、お父様の所に戻りましょう。中生体メガロパの安定召喚にもめどがついたんですから、いろいろと報告しなくちゃあなりませんし。

　きっとお喜びいただけるわ」



    

  
    
      　スカートのすそをひるがえして前を向く。

　ほがらかなその笑顔には、一点の後こう悔かいも悪意も無かった──



「──以上がことの顛てん末まつだ──」

「……うーん……」

　ダイラスの町にある食堂の一いつ角かくで。

　ルグナードの報告を聞き終えて、フォックス＝ゴーンはむずかしい顔で沈ちん黙もくした。

　マドックの死をもって依頼は終了。

　そう判はん断だんしたクラウスたちは、ダイラスで宿を取ると、フォックスの接せつ触しよくを待つことにした。

　長くなるかとも思ったが、騒さわぎのあった翌々日の朝、彼はひょっこり宿を訪おとずれた。

　場所を変え、フォックスが選んだこの店で、おおまかな事情を説明したのだが──

　誰かが淵海孔アビスゲートを出しゆつ現げんさせたとか、異形が人間とつるんでいた、といったキナくさすぎる部分はさすがに語れない。

　そのあたりをごまかしてつじつま合わせをした結果、マドックをこの町で見つけたのだが、相手は淵アよビりス来フるオもーのムに殺された、という、なんだかクラウスたちが全く何もしていないように聞こえる報告になった。

　マドックが別の死に方をしていれば、自分たちがやった、と言い張ることもできただろうが、大型の異い形ぎように踏ふみ殺された死体を見れば、それが人の仕業でないことは瞭りよう然ぜん。

　といって死体を隠せばむろん、本当に仕し留とめたのか、という話になる。

「そうですねぇ……」

　フォックスはしばらく思案顔だったが、ふと顔を上げると、世間話の口調で、

「ところで皆みなさん、このしごとが終わったあとはどうなさるんです？」

「あたしは特に予定はありませんけど」

　問われてなんとなく答えるアリサ。

「こっちも別にないな」

　髪をかき上げてクラウスも続けた。ルグナードが一いつ瞬しゆん、何かを言いたそうな顔をしたが、あきらめて。

　答えにフォックスは首をかしげると、

「ということは──ひょっとして皆さん、お連れさんではないんですか」

「オレとルグナードは前から一緒に旅してたんだけどな。

　そっちのアリサとは、マドックがらみでちょっと手を組んだだけでな」

　とアリサに目をやれば、彼女もクラウスに視し線せんを送り、

「そっか……考えてみたら、これでこの仕事も終わりなんだし。これ以上いっしょにいる意味もなくなるのかぁ。

　クラウスのこと、見物できなくなるのはちょっと淋さびしいけど」

「見物言うな。

　ま、生きてりゃまたいつか会うこともあるさ。どうせならしんみりせずに、パーッと飲んで食って、気持ちよくさよなら、だ」

「それってあたしのおごりってこと？」

「そういう話だったろ？」

　二人は顔を見合わせ笑みを浮かべ。

「それでしたらちょうどいい」

　聞いていたフォックスはほがらかに、

「さきほどからずっと、いろいろ考えていたんです。

　今回の件でみなさんが努力してくださったことは間ま違ちがいないと思います。

　ですが、マドックを殺したのがあなたがたではない以上、契けい約やく上じよう、成せい功こう報ほう酬しゆうをお支払いすることはできません」

　こういう話の流れになるだろうとは、クラウスたちにも予想できていた。いろいろ大変だったあげくにこの結果、というのは釈しやく然ぜんとしないが、ここで文句を言ったところでどうしようもない。

「仕方ありませんな」

　と、肩をすくめてルグナード。

　対するフォックスは笑え顔がおのまま、

「ただ、みなさんの努力を評ひよう価かしないというのも、こちらとしては非常に心こころ苦ぐるしいものがありまして。

　それでさきほどから悩なやんでいたのですが。

　埋め合わせの意味を兼かねて、別件で少々お願いしたいことがあるんです。

　もちろん報酬には色をつけさせてもらいますから」

『──』

　提てい案あんに、クラウスとアリサ、二人は笑顔のままで硬こう直ちよくした。

　はっきり言って。

　まっぴらである。

　口には出さないが、クラウスたちは考えている。フォックスの本当の目的はマドックではなく、マドックが同乗していた馬車の方だったのではないか、と。

　もしそうなら。

　ここでうなずけば、また面倒な話に巻き込まれる予感──いや、確かく信しんがある。

「あ、すみませんけどあたしたち──」

　アリサが笑みを引きつらせ、クラウスもあさっての方に目をやって、髪をかき上げかき上げしながら、

「このあと少々予定が──」

「ないんですよね？」

　フォックスの笑みは変わらない。

『…………………………………………』

　そういえばつい今しがた、二人してそんな内容のことを口走ったような気もする。

　さすがに今さら、あれは嘘うそです今めちゃめちゃいそがしいです、とは言えず。

　だがルグナードだけは、こういう話の流れになると予想していたのか、

「いや、確かに仕事の予定はないのですが。

　いろいろあって、体をあちこち傷いためてしまいまして。少々骨ほね休やすめをしようかという話になっていましてな。

　ご厚こう意いは嬉うれしいのですが、申し訳ない」

「それならなおのこと。

　幸い、良い医者を知っているので紹介させていただきますよ。もちろん治ち療りよう費ひなどはこちらで負ふ担たんいたしますので。

　そういうわけで、とりあえず話だけでもお聞きいただけませんか？

　ここではなんですので、場所を移して」

　やんわりとした口ぶりで、それでもがっちり食い下がるところが一同のイヤな予感をかき立てる。

「……いや。ここで話を聞くだけ、というくらいでしたらかまいませんが。お力になれるかどうかはわかりませんな」

　おかしな所に連れて行かれてはたまらぬと、ルグナードが笑顔で言えば、

「そうですか。それは残念です」

　フォックスは言うと、こここんっ、とテーブルを三回叩く。

　途と端たん。

　店の玄関ドアが開き、そこから、あるいは店の奥から。なだれ込んで来たのは武ぶ装そうした正規兵たち！

　流れるような手て際ぎわの良さで、クラウスたちのテーブルを完全包囲し、全員、剣の柄に手をかける。

　儀ぎ礼れい用ようの長剣ではない。室内でも取り回しやすい、短めの剣。

　思わず固まるクラウスたちに、フォックスは、変わらぬ笑みで宣せん言げんした。

「ターシュ領りよう、情じよう報ほう調ちよう査さ部ぶのフォックス＝ゴーンです。

　お気持ちを害するような真ま似ねはしたくなかったのですが残念です。

　申し訳ありませんが、重じゆう要よう情じよう報ほう漏ろう洩えい防ぼう止しのため、みなさんを一時的に拘こう束そく・連行させていただきます」

　と。

　クラウスたち三人の旅は──

　どうやらまだ、終わりそうにない。



    

  
    
      
　あとがき






　海が好きです。でも海中の面めん妖ような生き物はもっと好きです。

　みなさんこんにちは。作者の神坂一と申します。

　というわけで、新シリーズ、アビスゲートの一巻をお送りします。

　さて。

　はじまりましたこの話、読めばお気づきになる方もいらっしゃるでしょうが、発想の原点はクトゥルフ・ホラーだったりします。



　ここで解説：‥クトゥルフ・ホラーとは

　アメリカの昔のホラーもの。原作者が海産物嫌いだったせいで邪じや神しん様さまがイカタコっぽい描写になっており、日本人から見たらむしろおいしそう。後ろから何かの足音が近づいていても日記を書き続ける主人公の根こん性じようが素す敵てき。



　もちろんあくまで発想のとっかかりとして使っただけなので、設定は全然違いますし、主人公が日記を書いたりもしません。

　作者としてもホラーが書きたいわけではなく、『海の生き物を敵側にしたら面妖な生き物いっぱい出せるじゃん！』という純じゆん粋すいな動どう機きから、このシリーズをスタートしたわけです。

　子供の頃は図ず鑑かんとかを見るのがわりと好きで、古生物の図鑑に載のっていたニッポニテス（アンモナイトの一種。やる気のない小学生がこねた粘ねん土ど細ざい工くみたいな形）とかに心惹かれるものがあり、その頃から作者のナニカのビョーキがはじまっていたんじゃないかと推測できるわけですが。

　いろんな図鑑を見比べて、それぞれに面おも白しろい造ぞう形けいの生き物はいるんですけど、やっぱり群ぐんを抜ぬいているのが、古こ今こんの海に住まう生き物たちの面妖っぷり！

　アノマロカリスに代表されるバージェス頁けつ岩がんから発はつ掘くつされた生物群の再現ＣＧを初めて見た時には、鼻はな血ぢ出るかと思いましたとも！　ええ！

　ちなみにお気に入りはハルキゲニア！　動く再現ＣＧを目にしていい歳としこいて『かわいい』を連れん呼こ！　作者うっとりですよ！

（注：‥あなたの健康を損そこなうおそれがありますので、作者がかわいいを連呼しているシーンは想像しないでください）

　まさしく海は面妖生物の宝ほう庫こ！

　作者が子供の頃は絶ぜつ滅めつ種しゆと信じられていて古こ生せい物ぶつ図ず鑑かんに載のっていたシーラカンスが、今は魚類図鑑にサラッと何事もなかったかのように載のっていたりしますし！

　そんな古代種が見つかるかと思えば、新しん種しゆ変へん異い種しゆが突然発生したりすることもありますし、巨大種なんかの宝庫でもあります。

　エチゼンクラゲとか、どういうモノか予備知識一切無しに海中で接近遭そう遇ぐうしたら、死を覚かく悟ごするんじゃないかと思います。

　エチゼンクラゲ程度でそうなのですから、ましてや他の種はなおのこと！

　巨大ダコ巨大イカ巨大ザメなどは有名どころですが、まだまだ私たちの知らない巨大種もいる可能性があるわけで。

　未確認生物の噂も多く、時々、実際に謎の生物の死体とか揚あがったりしますし！

　うわ見てみてぇ未確認生物！

　はるか沖から岸辺まで伸びて来る何かの触しよく手しゆとか！

　もちろんンなもん実際に出会ったらソッコー逃にげるけど！

　……ま、未確認だ巨大だ面妖だのと言ったところで、それは私たちが知らない・普段見ないからそう見えるだけであって。

　海の中の方々から見れば、陸上に暮らしてるこっちの造形の方がよっぽど異い様ように映るんだろーなー、とゆー想像はできるんですが。

　けど見慣れないものが異様に見えるのは当たり前で、そのせいか、一部の英えい語ご圏けんじゃあタコは悪あく魔まの魚呼ばわりですよ。

　昔の修しゆ道どう士しか何かが書いた悪魔の辞じ典てん（アンブローズ・ビアス著の同タイトルに非ず）には『カニ』って項目があって、『この奇怪な生き物が悪魔と何らかの関わり合いがあることは疑いようはない』とか書いてありましたし。

　疑いようはないとまで！

　なんと見事な言い切りっぷり！　すげえぜ昔の修道士ッ！

　そのピュアな心を忘れずに！

　まあそういう文化土壌があったからこそ、前述のクトゥルフ・ホラーの邪神が生まれたんでしょうけれど。

　作者としてはこのシリーズで、面妖っぷり満載な海の生き物たちをモデルにした面妖物体を、これからもどんどん出して行こうと思っています。

　そんな感じで書きはじめたこのシリーズですが、心配といえば心配なのが、作者のこんなシュミに世間の皆様がご賛同くださるかどうかとゆー点で……

　……ええっと……

　一応念のため皆様に確かめておきたいことがあるんですが、さっきから作者が使っている『面妖』って、あれ、ほめ言葉ですよね……？

　いや！　いいです！　答えなくていいです！

　と……ともあれ……

　そんなこんなではじまりましたこのシリーズ、おつき合いいただければ幸いです。



神坂　一　　拝　　
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果て見えぬ淵ふちの畔ほとりに
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